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は　じ　め　に
　

　前橋市は、関東平野の北西部に位置し、名山赤城山を背に利根川や広瀬川が市

街地を貫流する、四季折々の風情に溢れる県都です。市域は豊かな自然環境に恵

まれ、２万年前から人々が生活を始めました。そのため市内のいたる所から、人々

の息吹を感ぜられる遺跡や史跡、多くの歴史遺産が存在します。

　古代において前橋台地には、広大に分布する穀倉地帯を控え、前橋天神山古墳

などの初期古墳をはじめ、王山古墳 ･天川二子山古墳といった首長墓が連綿と築

かれ、上毛野国の中心地として栄えました。また、続く律令時代になってからは

総社・元総社地区に山王廃寺、国分僧寺、国分尼寺、国府など上野国の中枢をな

す施設が次々に造られました。

　中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鎬をけずった地

として知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東三名

城の一つに数えられる厩橋城が築かれました。

　やがて近代になると、生糸の一大生産地であり、横浜港から前橋シルクの名前

で遠く海外に輸出され日本の発展の一翼を担いました。

　今回、報告書を上梓する元総社蒼海遺跡群（２８）は古代上野国の中枢地域の

調査であります。上野国府推定地域に隣接することから、調査成果に多くの注目

を集めております。今回の調査では、国府そのものに関連する遺構の検出はかな

いませんでしたが、古墳・平安時代の多くの竪穴住居跡や中世蒼海城の堀跡を検

出しました。

　今は一本の糸に過ぎない調査成果も織り上げて行けば、国府や国府のまちの姿

を再現できるものと考えております。

　残念ながら、現状のままでの保存が無理なため、記録保存という形になりまし

たが、今後、地域の歴史・前橋の歴史を解明する上で、貴重な資料を得ることが

できました。

　最後になりましたが、この調査事業を円滑に進められたのは、関係機関や各方

面のご配慮の結果といえます。また、寒風の中、直接調査に携わってくださった

担当者・作業員のみなさんに厚くお礼申しあげます。

　本報告書が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。

　　平成２２年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団　長　　戸　塚　良　明



例　　言

１．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社蒼海遺跡群（28）発掘調査報告書

　　である。

２．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

３．発掘調査の要項は次のとおりである。

　　　調　　査　　場　　所　　　群馬県前橋市元総社町 1817- １番、1814- ３番、1814- ４番

　　　遺 跡 コ ー ド　　　21 Ａ 130-28

　　　発 掘 調 査 期 間　　　平成 21 年11月24日～平成 22 年１月29日

　　　整理・報告書作成期間　　　平成 22 年２月１日～平成 22 年３月12 日

　　　発 掘 ・ 整 理 担 当 者　　　日沖剛史・有山径世・（有限会社毛野考古学研究所）

４．本遺跡に関わる遺構測量に関しては、小出拓磨（有限会社毛野考古学研究所）が担当した。

５．本書の編集は日沖（有限会社毛野考古学研究所）が行った。原稿執筆はⅠを神宮　聡（前橋市教育委員会）、

　　他を日沖が担当した。なお、出土遺物の実測・観察表作成・写真撮影は土井道昭（石器・石製品）・山本千春（古

　　墳時代）・柴田洋孝（平安時代、その他）（有限会社毛野考古学研究所）が行った。

６．発掘調査・整理作業に関わった方々は次のとおりである。

　　【発掘調査】 秋間直人・井口ヒロ子・一場友香里・内山久男・奥野末廣・笠原基徳・狩野友好・川嶋祥子

　　川島隆好・小関泰洋・斉藤清一・鈴木若葉・住谷孝子・竹生正明・勅使川原幸枝・友永　茂・永井述史　　

　　西山勝久・萩原秀子・橋元裕児・村磯光子・森山恵子・森山孝男

　　【整理作業】　有田真紋・石原理久子・一場友香里・内田恵美子・大塚規子・尾堤小春・樺沢美枝・合田幸子

　　武士久美子・竹中美保子・永井祐二・永島美和子・伴場りく・深谷道子・真下弘美・山口昌子・渡辺博子

７．発掘調査で出土した遺物及び、図面等の資料は、前橋市教育委員会文化財保護課で保管されている。

８．以下の諸氏・機関に有益な御指導・御協力を賜った。記して感謝の意を表したい。（順不同、敬称略）

　　安生素明・井浦　崇・大木紳一郎・小川卓也・熊谷　満・坂口　一・佐野良平・鈴木徳雄・早田　勉　　　

　　都木真澄・田口一郎・中島直樹・中村岳彦・三浦京子・水谷貴之・三宅敦気・向出博之・茂木孝行

　　山口逸弘・山崎一男・吉田有里・元総社町自治会・山下工業株式会社・Ｊ・Ｔ空撮

凡　　例

１．遺構図の縮尺は、平面図及び土層断面図を 1/60 縮尺で表現することを基本として掲載し、挿図中にはスケー

　　ルを付してある。また、図中の北方位は座標北であり、座標値は日本測地系に基づいている。

２．遺物実測図の縮尺は、１/ １～１/ ６縮尺の範囲で掲載し、図中にスケールを付してある。遺物写真は遺物

　　実測図とほぼ同縮尺である。

３．遺物実測図に使用しているトーンは次の意味を表す。

　　　　　　灰釉　　　　　　緑釉　　　　　　赤彩　　　　　　黒色処理　　　　　　溶解物　　　　　　

４．遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

　　Ｈ：住居跡　Ｗ：溝跡　Ｄ：土坑　Ｐ：ピット　Ｔ：竪穴状遺構

５．遺構及び土器の色調観察は『新版　標準土色帖』（農林水産技術会議事務局　財団法人日本色彩研究所監修

　　2006）に従っている。
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Ⅰ　調査に至る経緯

Fig. １　調査区域図（前橋市役所発行『前橋市現形図 52- １・52- ３』1/2,500 を 50％縮小）

　本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施され、10 年目にあたる。本調査地は、

周辺で埋蔵文化財調査が長年にわたって行われていることから、遺跡地であることが確認されている。

　平成 21 年 8 月 5 日付けで前橋市長 高木政夫（区画整理第二課）より前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整

理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、

内部組織である前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 戸塚良明 ( 以下「調査団」という。) に発掘調査実施につい

て協議を行った。しかし、調査団では既に直営による発掘調査を実施しており、調査団直営による調査の実施が

困難であるため、民間調査組織に業務を委託したいとの回答をした。民間調査組織の導入については、依頼者

である前橋市の合意も得られ、平成 21 年 11 月 18 日付けで前橋市と調査団との間で発掘調査業務契約を締結し、

その後、11 月 20 日付けで調査団と民間調査組織である有限会社毛野考古学研究所 取締役 長井正欣との間で発

掘調査業務契約を締結し、発掘調査を開始した。

　なお、遺跡名称「元総社蒼海遺跡群 (28)」（遺跡コード：21A130-28）の「元総社蒼海」は区画整理事業名を採用し、

数字の「(28)」は過年度に実施した調査と区別するために付したものである。

N

０ 200ｍ

１/5,000

０ 200ｍ

１/5,000

－ 1 －



Ⅱ　遺跡の位置と環境

Fig. ２　元総社蒼海遺跡群位置図（国土地理院発行『宇都宮』・『長野』1/200,000 を 50％縮小）

　元総社蒼海遺跡群が立地する前橋市は、群馬県の中央からやや南東寄りに位置し、北の渋川市、東の桐生市・

伊勢崎市、西の高崎市・吉岡町・榛東村、南の玉村町と境を接し、周囲を見わたすと北東に赤城山、北に子持

山・小野子山、北西に榛名山、西に妙義山・浅間山を望むことができる。市域の西側には、榛名山麓を源とする

幾つもの小河川を集める利根川が南流しており、同河川を中心として数々の文化が栄えている。利根川の現流路

は 15 世紀後半頃に定まったものとされており、それ以前は、前橋市大手町の北側で現流路から逸れて、南東流

していたことが確認されている。なお、旧利根川の流路は、現在の広瀬川に一致するものとされている。

　元総社蒼海遺跡群は、前橋市の西端に位置し、遺跡の西 2.4 ㎞には群馬県庁、南南東 1.9 ㎞には関越自動車道

前橋インターが立地している。また、地形的な要因を加味すると本遺跡周辺は、榛名山麓より広がる相馬ヶ原扇

状地の末端部にあたる。なお、相馬ヶ原扇状地は、榛名山の陣場岩屑なだれに起因するものとされており、その

範囲は榛名山南東麓の大部分にわたる。陣場岩屑なだれは、Ａｓ－ＹＰ（浅間板鼻黄色軽石：13,000 ～ 14,000

年前降下：ｙｂｐ）とＡｓ－Ｓｒ：浅間白糸軽石：18,000 年前降下）の間に起きていることが発掘調査等で解

明されていることから、相馬ヶ原扇状地の形成も両軽石降下間と言えよう。扇状地の形成は河川の流路にも影響

を及ぼし、扇状地形が開ける方向へ河川も流下する状況が窺える。本遺跡周辺にも榛名山麓より南東流する染谷

川・牛池川・八幡川等の河川が見られ、遺跡の占地に影響を与えている。元総社蒼海遺跡群は、染谷川と牛池川

に挟まれた台地上に立地しており、同じ台地上には代表的な遺跡として上野国府・国分僧寺・国分尼寺・蒼海城

等の痕跡が捉えられている。

　現在、元総社蒼海遺跡の周辺は上野国府や蒼海城の地割りが残っており、特に蒼海城に関しては、土塁や埋没

した堀の痕跡を部分的に見ることができる。

榛名山榛名山

赤城山赤城山

子持山子持山
小野子山小野子山

元総社蒼海遺跡群元総社蒼海遺跡群

前橋市前橋市

利利
根根
川川

広広

瀬瀬

川川

０ 10㎞

１/400,000

０ 10㎞

１/400,000

N

１　地理的環境（Fig. ２）
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２　歴史的環境（Fig. ３・４・５、Tab. １）

　本遺跡が立地する元総社周辺は、古くから上野国府・国分僧寺・国分尼寺・山王廃寺等が建立され、群馬県内

において中枢をなす地域として広く知られている。また、中世になると上野国府の地割りを利用して造られたと

される蒼海城の存在も周知であろう。このような状況から、本遺跡周辺は奈良・平安時代及び中世の遺跡等が目

立つ地域となっているが、周辺遺跡を見わたすと、人々が残した痕跡が縄文時代より連綿と続いている状況を窺

うことができる。ここでは、各時代ごとの遺跡の分布状況について概観してみたいと思う。

　縄文時代の遺跡は、牛池川と染谷川に挟まれた微高地上に集中する傾向にあり、前期後半及び中期後半の集落

が近年の開発と共に確認されつつある。同台地上では元総社小見遺跡【35】で諸磯ｂ式期・加曽利Ｅ３式期の住

居跡が検出されているのを始め、元総社蒼海遺跡群（13）【28】で諸磯ｃ式期の住居跡が確認されており、床面

から板状土偶の出土も認められている。このように元総社周辺の遺跡からは、前期後半・中期後半における集落・

遺物の確認が多いように思われるが、近年調査が行われた元総社北川遺跡【25】で、Ａｓ－Ｃ痕土層下の河道か

ら晩期の注口土器が出土し、元総社蒼海遺跡群（９）【38】では該期の竪穴住居跡も検出されている。なお、元

総社周辺において草創期～前期前半の集落等は確認されていない。これは、浅間総社軽石（Ａｓ－Ｓｊ：11,000

年前）降下以後に本地域の地形を改変させた度重なる洪水（総社砂層）によるものと推測されよう。

　弥生時代の遺跡数は極めて少ない状況にあり、確認された遺構のほとんどは後期の樽式期にあたるものである。

該期の住居跡は、桜ヶ丘遺跡【２】・下東西遺跡【４】・上野国分僧寺・尼寺中間地域【27】・日高遺跡【60】で

確認されている。このうち、日高遺跡では浅間Ｃ軽石（Ａｓ－Ｃ：３世紀後半～４世紀初頭）下の水田跡が検出

されており、弥生時代後期から古墳時代前期にかけて継続して営まれた水田として捉えられている。弥生時代後

期以外確認は先述したとおり希少で、遺構に伴わないものの元総社北川遺跡【25】で竜見町式の壺が出土している。

　古墳時代になると遺跡数は増大の傾向をたどる。利根川右岸には遠見山古墳【11】を始めとして、王山古墳【32】・

稲荷山古墳【23】・総社二子山古墳【６】・愛宕山古墳【10】・宝塔山古墳【13】・蛇穴山古墳【12】が築造され、

このうち稲荷山古墳を除く古墳は総社古墳群に属するものである。なお、宝塔山古墳の石棺と蛇穴山古墳の石室

に見られる石造技術は、約 900 ｍ南西に建立された山王廃寺【18】の石造物と同系統の技術であることから、こ

れらの古墳は仏教色の強いものとされている。集落は縄文時代と同様で、牛池川と染谷川に挟まれた台地上に多

く分布しているが、前期～中期の住居跡は散見されるほどで、後期からの集落増加が目立つ地域と言えよう。集

落に伴う畠・水田等の生産域は八幡川・牛池川・染谷川に沿って形成された後背湿地に集中し、総社甲稲荷塚大

道西Ⅳ遺跡【30】・総社閑泉明神北遺跡【38】・元総社西川遺跡【33】で畠跡、元総社北川遺跡【25】・総社閑泉

明神北遺跡・総社閑泉明神北遺跡Ⅴ【38】・元総社明神遺跡Ⅰ～ 13【50】・元総社寺田遺跡Ⅰ～Ⅲ【51】で水田

跡が確認されている。なお、本遺跡【１】では、前期及び後期の集落が確認されており、特に前期の集落に関し

ては、元総社北川遺跡【25】で検出された灌漑用水路の開発集団とも考えられよう。

　奈良・平安時代の元総社は、上野国府・国分僧寺【61】・国分尼寺【62】が置かれ、古代上野国の中枢を担う

地域へと変化を遂げていく。現在、上野国府の範囲・建物については不明瞭な部分が多いものの、元総社蒼海遺

跡群（７）（９）（10）【38】・閑泉樋遺跡【39】で東西方向、元総社明神遺跡【50】で南北方向の大溝が確認され

ており、国府域における北及び東外郭線が推定されることとなった。国府域推定域内には、元総社宅地遺跡【41】・

元総社寺田遺跡【51】・元総社小学校校庭遺跡【53】など国府関連の様相を示す遺跡が確認されており、元総社

宅地遺跡・元総社小学校校庭遺跡では掘立柱建物跡、元総社寺田遺跡では「國厨」・「曹司」・「国」・「邑厨」など

が書かれた墨書土器や人形の出土が確認されている。国分僧寺・国分尼寺は必然的に上野国府周辺に置かれてお

り、国分僧寺については昭和 55 年より本格的な調査が行われ、主要伽藍の礎石・築垣・塀などが捉えられている。

国分尼寺に関しては、昭和 44・45 年にトレンチ調査が行われたことにより伽藍配置の推測が可能となり、この

結果を基に前橋市埋蔵文化財発掘調査団が、平成 12 年に寺域確認調査を行っている。この調査の結果、南東・
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Fig. ３　遺跡分布図（国土地理院発行『前橋』1/25,000）

２２

３３

４４ ５５

６６７７

８８
９９ 1010 1111

12121313

14141515

1616

1717

1818

1919

2020

2121
2222

2323

2424

25252626
2727

2828 2929
3030

3333

3434
3535 3636

3737

3737 3838
3939

4040
4141

4242

4343 4444

4545 4646 4747
48484949

5050

5151

5252
53535454

5555

5656

5757

5858

5959

3131

6161

2626

2626

3232

3737
3737 3838

6060

6262

6363

6464

１１

午午
王王 頭頭

川川

八八
幡幡

川川

牛牛
池池

川川

染染
谷谷

川川

天天

王王

川川

広広

瀬瀬

川川

利利

根根

川川

上野国府推定域上野国府推定域

N

００

１/25,000１/25,000

１㎞１㎞

－ 4 － － 5 －



南西隅の築垣とそれに並走する溝、道路状遺構を捉えるに至っている。なお、上野国府・国分僧寺・国分尼寺に

関連する遺構も周辺で確認されている。上野国分僧寺・尼寺中間地域【27】で、大規模な集落・掘立柱建物跡群

が検出されているのを始めとして、鳥羽遺跡【56】で神社遺構、中尾遺跡【58】で工房跡が見られ、周辺地域に

おける調査の重要性を再認識させられるものと言えよう。また、東山道（国府ルート）【63】・日高道【64】の存

在も明らかになりつつあり、当時の交通事情や流通を知る貴重な手がかりになるものと考えられる。

　一方、公的な建物以外である一般的な集落を概観すると、やはり牛池川と染谷川に挟まれた台地上に立地して

くるが、国府推定域の中心部における分布は疎となっている。これは、当然ながら国府域と居住域の区分けがな

されていたことを示すものであろう。このような衛星的な集落は古墳時代の集落分布と比べるとさらに多く、確

番号 遺跡名 時　代

縄文 弥生 古墳 奈良・平安 中世 近世

１ 元総社蒼海遺跡群（28） ● ● ●

２ 桜ケ丘遺跡 　 ●

総社桜ケ丘遺跡・Ⅱ遺跡 ●

３ 清里南部遺跡群・Ⅲ ● ●

４ 下東西遺跡 ● ● ● ● ●

５ 中島遺跡 ●

６ 総社二子山古墳 ●

７ 柿木遺跡・Ⅱ遺跡 ●

８ 熊野谷遺跡 ● ●

熊野谷Ⅱ・Ⅲ遺跡 ●

９ 北原遺跡 ● ● ●

10 愛宕山古墳 ●

11 遠見山古墳 ●

12 蛇穴山古墳 ●

13 宝塔山古墳 ●

14 村東遺跡 ● ● ●

15 国分境遺跡 ● ●

国分境Ⅱ遺跡 ● ●

国分境Ⅲ遺跡 ● ● ●

16 後疋間遺跡Ⅰ～Ⅲ ● ● ●

17 大屋敷遺跡Ⅰ～Ⅵ ● ● ● ●

18 山王廃寺跡 ●

19 昌楽寺廻向遺跡・Ⅱ遺跡 ●

20 産業道路東遺跡 ●

21 産業道路西遺跡 ●

22 稲荷塚道東遺跡 ● ●

23 稲荷山古墳 ●

24 総社甲稲荷塚大道西遺跡 ● ● ●

総社甲稲荷塚大道西Ⅱ遺
跡

● ● ●

25 総社閑泉明神北Ⅳ遺跡・
元総社牛池川遺跡・
元総社北川遺跡・
元総社小見内Ⅴ遺跡

● ● ● ● ● ●

26 元総社小見Ⅱ遺跡 ● ● ● ●

元総社小見Ⅳ・Ⅴ遺跡 ● ● ● ●

元総社小見Ⅵ・Ⅶ遺跡 ● ● ●

元総社蒼海遺跡群（4） ● ● ●

27 上野国分僧寺・尼寺中間
地域

● ● ● ● ●

28 元総社蒼海遺跡群（13） ● ● ● ●

29 元総社小見内Ⅶ遺跡 ● ● ●

元総社蒼海遺跡群 (1)(5) ● ●

30 総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺
跡

● ●

総社閑泉明神北Ⅲ遺跡 ● ● ●

総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺
跡

● ●

番号 遺跡名 時　代

縄文 弥生 古墳 奈良・平安 中世 近世

31 元総社小見内Ⅲ遺跡 ● ● ●

元総社小見内Ⅵ遺跡 ● ●

元総社蒼海遺跡群（12） ● ● ●

32 王山古墳 ●

33 元総社西川遺跡 ● ●

34 上野国分寺参道遺跡 ● ●

35 元総社小見遺跡 ● ● ●

36 元総社小見Ⅲ遺跡 ● ● ● ●

元総社草作Ⅴ遺跡 ● ● ●

37 元総社小見内Ⅳ遺跡 ● ●

元総社小見内Ⅷ遺跡 ● ●

元総社小見内Ⅸ・Ⅹ遺跡 ● ● ●

元総社蒼海遺跡群（2）(6) ● ● ●

元総社蒼海遺跡群（11） ● ● ●

38 総社閑泉明神北遺跡 ● ●

総社閑泉明神北Ⅱ遺跡 ● ●

総社閑泉明神北Ⅴ遺跡 ● ●

元総社蒼海遺跡群（7） ●

元総社蒼海遺跡群(9)(10) ● ●

39 閑泉樋遺跡 ●

40 閑泉樋南遺跡 ● ●

41 元総社宅地遺跡 1～ 23
トレンチ

● ● ● ●

42 草作遺跡 ● ● ●

43 塚田村東遺跡 ●

44 元総社蒼海遺跡群 (8) ●

45 屋敷遺跡・Ⅱ遺跡 ● ● ●

46 堰越Ⅱ遺跡 ●

47 大友宅地添遺跡 ●

48 堰越遺跡 ●

49 大友屋敷Ⅱ・Ⅲ遺跡 ● ●

50 元総社明神遺跡Ⅰ～ 13 ● ● ●

51 元総社寺田遺跡Ⅰ～Ⅲ ● ● ●

52 寺田遺跡 ●

53 元総社小学校校庭遺跡 ●

54 天神遺跡・Ⅱ遺跡 ●

55 弥勒遺跡・Ⅱ遺跡 ● ●

56 鳥羽遺跡 ● ●

57 元総社稲葉遺跡 ● ●

58 中尾遺跡 ●

59 正観寺遺跡Ⅰ～Ⅳ ● ● ● ●

60 日高遺跡 ● ●

61 上野国分寺跡 ●

62 上野国分尼寺跡 ●

63 東山道（推定）

64 日高道（推定）

Tab. １　周辺遺跡一覧表

※ 　 本表の遺跡番号は本文・Fig. ３の『遺跡分布図』の番号と一致し

ている。
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認された集落のほとんどで、８～ 11 世紀代の竪穴住居跡が所狭しと重複する状況を顕著に見ることができる。

無数に分布する集落遺跡に対し、本遺跡周辺の生産遺跡は少なく、元総社北川遺跡【25】・元総社甲稲荷塚大道

西Ⅲ遺跡【30】などで確認されている畠跡に留まっている。水田跡は、本遺跡より南へ 2.3 ㎞ほど離れた日高遺

跡【60】で確認されている。

  中世の元総社には、上野国府の地割りを利用した蒼海城が築かれる。蒼海城は牛池川と染谷川に挟まれた径

1,200 ｍ程の範囲を縄張りとする広大な面積を要する城で、千葉介常胤によって鎌倉時代に築かれたと言われて

Fig. ４　蒼海城縄張り図（山崎　一　1978『群馬県古城塁址の研究　上巻』より　1/8,000）
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いる。千葉介常胤については「上毛伝説雑記拾遺」の「総社記」に記されており、「長元元戌辰年（1028 年）六月、

上総介平忠常下総国より引移らる。其の嫡子下総介常重、其の長子千葉介常胤、此の時城鎮護の為に、五智の如

来を城の四方に数箇寺を建立有って安置す。」とある。

　時は下って、蒼海城は永享元年（1429 年）に総社長尾氏によって修築を受けることとなる。なお、蒼海城の

修築は、長尾景行によって行われたとされているが、景行の子である長尾忠房（賢昌）によるものとの説もある。

長尾忠房は上野国府の地割りを利用して築かれた蒼海城を居住には不便であると判断し石倉城を築いて移り住ん

だが、その石倉城は利根川に崩落してしまったため、再び蒼海城へ戻ることとなったとされている。以後、守護

である上杉氏とともに総社長尾氏は守護代として栄えるが、長尾顕方の時、勃興してきた北条氏綱に服属し、さ

らには長尾顕方の跡を継いだ長尾顕景は箕輪城主長野信業と厩橋城主長野方業に攻められ、長野氏に屈服したよ

うである。永禄九年（1566 年）には、主力を石倉城へ移していたものの、一部は蒼海城に残っていたこともあ

り武田信玄に攻略されることとなる。

　天正十八年（1590 年）小田原城が落とされ、関東地方は徳川家康の支配下に置かれることになるが、その時

蒼海城に諏訪頼忠が入り、城の北東部に長屋を構えて居住したとされている。そこで、諏訪頼忠は頼永を授かる

が、諏訪頼永はその後先祖の地である信濃高島城へ移ることとなる。慶長六年（1601 年）には、諏訪頼永に変

わり秋元長朝が蒼海へ入るが、蒼海城は荒廃していたためであろうか、植野に総社城を築城し移り住んだとされ

る。なお、総社城の築城までは時間を要したため、秋元長朝は蒼海城の東に位置する八日市場城を仮の地として

身を置くこととなったようである。秋元長朝が総社城へ移った後は、蒼海城は城としての役割を終え廃城を迎え

ることとなる。

　蒼海城関連の遺構は本遺跡【１】と元総社蒼海遺跡群（１）【29】・（５）【29】・（６）【37】、元総社小見内Ⅷ遺

跡【37】で確認されている。このうち、本遺跡で改修前と想定される堀、元総社蒼海遺跡群（６）で南北方向に

走行する上端幅 11 ｍの堀が検出されている。

参考文献

山崎　一　ほか　1979　『日本城郭大系　第４巻　茨城・栃木・群馬』　新人物往来社

近藤義雄　　　　1986　『図説・前橋の歴史　群馬県の歴史シリーズ①』　あかぎ出版

群馬県史編さん委員会　1989　『群馬県史　通史編３　中世』　群馬県

山崎　一　　　　1978　『群馬県古城塁址の研究　上巻』　群馬県文化事業振興会

前橋市史編さん委員会　1971　『前橋市史　第一巻』　前橋市

秋本太郎　ほか　2008　『史跡箕輪城跡Ⅷ』　高崎市教育委員会

早田　勉　ほか　2008　『更新世の地形発達史と遺跡群の形成』　岩宿博物館・岩宿フォーラム実行委員会

群馬県史編さん委員会　1990　『群馬県史　通史編１　原始古代１』　群馬県

大﨑和久　ほか　2006　『元総社蒼海遺跡群（６）』　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

坂口　一　ほか　2007　『総社閑泉明神北Ⅳ遺跡・元総社牛池川遺跡・元総社北川遺跡・元総社小見内Ⅴ遺跡』

　　　　　　　　　　　(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団

櫻井和哉　ほか　2008　『元総社蒼海遺跡群（16）』　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

阿久澤真一　ほか　2008　『元総社蒼海遺跡群（13）』　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

長谷川一郎　ほか　2001　『元総社小見遺跡』　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

長谷川一郎　ほか　2003　『元総社小見Ⅲ遺跡・元総社草作Ⅴ遺跡』　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

梅沢克典　ほか　2008　『元総社蒼海遺跡群（15）』　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

近藤雅順　ほか　2006　『元総社蒼海遺跡群（２）』　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

梅沢克典　ほか　2007　『元総社蒼海遺跡群（12）』　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

近藤雅順　ほか　2008　『元総社蒼海遺跡群（14）・元総社蒼海遺跡群（19）』　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

金子正人　ほか　2008　『元総社蒼海遺跡群（17）』　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

－ 6 － － 7 －



Ⅲ　調査方針と経過

１　調査方針
　委託調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う道路用地で、調査総面積は 1,120 ㎡で

ある。調査区に被せる方眼は 2000 年に行われた上野国分尼寺寺域確認調査から用いられている４ｍごとの方眼

（日本測地系）を基準とし、近隣調査との整合性を取りやすくした。グリッドは北西杭の名称を使用し、西から

東へＸ：155、Ｘ：156、Ｘ：157･･･、北から南へＹ：107、Ｙ：108、Ｙ：109･･･、と設定した。本遺跡のＸ：

160、Ｙ：110 の公共座標は以下のとおりである。

　・元総社蒼海遺跡群（28）　　測点　Ｘ：160　　Ｙ：110

　　日本測地系：Ｘ =43560.000　Ｙ =-71560.000　　　世界測地系：Ｘ =43914.9040　 Ｙ =-71851.7584

　調査方法は、基本的に表土除去→遺構確認→遺構検出→断面観察→遺構完掘の順に行い、測量及び写真撮影に

よる記録保存は、調査の進捗に合わせて随時行っている。表土除去は 0.45 バックホーで遺構確認面であるＡｓ

－Ｃが混入する黒褐色土層まで掘り下げることとした。遺構確認は重複が激しいことから困難を極めた。このた

め、調査区を４ｍごとの方眼に区画し、区画ラインをベルトとして、各区画ごとに遺構の詳細を捉えられるまで、

ジョレンを使用して掘り下げることとした。確認された遺構は基本的に移植ゴテを使用して掘り下げたが、堀に

限り、壁面・底面付近及び遺物集中部分を除きスコップを使用した。遺構の検出過程では、ベルトないし半截に

より遺構の埋没状況を確認し、出土遺物は可能な限りトータルステーションで出土位置及び標高を記録した後に

取り上げを行った。

　検出された遺構の記録保存は、平面・断面測量及び写真撮影で対応している。遺構図面は平面・断面図とも基

本 1/20 縮尺で作成し、いずれもトータルステーションで測量している。遺構写真は、35 ㎜白黒・35 ㎜カラーリ

バーサルフィルムを使用して撮影し、補助として 1,000 万画素相当のデジタルカメラも利用した。また、完掘後

はラジコンヘリコプターによる空撮も行っている。

２　調査経過
　現地での発掘調査は平成 21 年 11 月 24 日から平成 22 年１月 29 日まで、整理業務は平成 22 年２月１日～同年

３月 12 日まで行った。調査経過は以下のとおりである。

平成 21 年 11 月 24 日：プレハブ・簡易トイレ・発掘器材の搬入。11 月 24 日：表土除去開始。11 月 25 日：遺構確認・

検出作業を開始。11 月 27 日：Ｗ -２号溝確認し、検出作業に取り掛かる。11 月 30 日：表土除去終了。12 月２日：

遺構の重複が激しいことから、調査区を４ｍ方眼に区切り、各方眼ごとに調査を進めることとする。平成 22 年

１月 11 日：調査区の約半分程の遺構検出を終了する。１月 25 日：遺構検出を終了する。１月 27 日：空撮を行う。

空撮の終了を受けて埋め戻しを行う。１月 29 日：２区の埋め戻し完了。発掘器材・プレハブ・簡易トイレの撤

収を行い、現地における全ての調査を終了する。２月１日：出土遺物の洗浄・注記・接合を開始。２月８日：図

面修正・写真整理開始。２月 12 日：遺構原稿執筆及び遺物実測開始。２月 17 日：遺物・遺構トレース開始。２

月 24 日：版組み。２月 26 日：入稿・校正。３月９日：印刷・製本。３月 12 日：報告書納品。
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Ⅳ　標準堆積土層

　本遺跡は染谷川と牛池川に挟まれた台地上に立地している。今回の調査では、現地表面より約２ｍの深さまで

堆積土層を確認しており、最深部の土層は度重なる洪水により形成されたものと考えられる総社砂層（Ⅵ層）で

ある。なお、その厚さは 1.25 ｍ以上にも及んでいる。今回の調査では確認できなかったものの、総社砂層の下

にはＡｓ－Ｓｊ（浅間 - 総社軽石：11,000 年前降下：ｙｂｐ）、さらにはＡｓ－ＹＰ（浅間 - 板鼻黄褐色軽石：

13,000 ～ 14,000 年前降下：ｙｂｐ）が堆積しているものと推測される。Ａｓ－Ｓｊは前橋泥炭層中に含まれて

おり、Ａｓ－Ｓｊ降下時（縄文時代早期）の本遺跡周辺は、湿地であったことを示していると言えよう。なお、

本遺跡周辺が台地化するのは、洪水を起源とする総社砂層の度重なる堆積によるものと考えられ、台地形成後に

集落が形成されるのは、縄文時代前期後半あたりと推測されている。

　Ⅵ層より上位に堆積する土は、上からＡｓ－Ａ（浅間Ａ軽石：1,783 年降下）の混入が見られる現表土（Ⅰ層）、

旧耕作土（Ⅱ層）、Ａｓ－Ｂ（浅間Ｂ軽石：1,108 年降下）が混入する暗灰色土（Ⅲ層）、Ａｓ－Ｃ（浅間Ｃ軽石：

３世紀後半降下）が混入する黒褐色土（Ⅳ層）、Ⅳ層とⅥ層の漸移層と考えられるにぶい黄褐色土（Ⅴ層）が認

Fig. ５　標準堆積土層
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められる。このほか、遺構の埋没土中には部分的にＨｒ－ＦＡ（榛

名山 -二ッ岳渋川テフラ：６世紀初頭降下）の混入が確認されて

いるが、一次堆積層としての確認には及んでいない。また、Ⅲ層

および遺構の埋没土中にはＡｓ－Ｃ軽石の混入が顕著に見られる

が、これも一次堆積層を捉えるには至っていない。このような状

況から、本遺跡内では度重なる撹拌が行われていたものと考えら

れ、徐々にＡｓ－ＣやＨｒ－ＦＡの一次堆積層が失われていった

ものと推測される。

　今回の調査では、Ⅳ層上面を遺構確認面として、古墳時代から

中世の遺構を捉えることに努めた。調査を進めている。例外とし

て、遺構の重複が激しく、Ⅳ層上面での遺構確認が困難な場合は、

Ⅴ層上面まで遺構確認面を下げて調査を進めることとした。

　本遺跡の調査では、竪穴住居跡 47 軒・溝 18 条・土坑 26 基・ピット１基・竪穴状遺構５基が検出されている。

竪穴住居跡は３・４・６・７・８・９・10・11 世紀代に帰属するもので構成されており、５世紀代の住居跡は

見られない状況にあった。なお総体的に本遺跡を概観すると、確認されるＡｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡの一次堆積層が

見られない状況を窺うことができる。このため、本遺跡は集落域として栄える一方、畠の耕作等も顕著に行われ

ていたと言えよう。

　竪穴住居跡で特筆すべき事項として、７世紀代の竪穴住居跡の埋没状況が挙げられる。該期の住居跡の埋没は、

人為的な埋め戻し、または焼失によるものが多く見受けられる。８世紀代の本遺跡周辺は、国府域として機能し

始める時期にあたり、国府の開発に伴って一般的な集落は撤去させられた可能性が考えられよう。その他、古墳

時代前期のＨ -32 号住居跡では、出入口と想定される施設が良好な状態で検出されている。また、平安時代のＨ

-36 号住居跡はカマドを持たない特異な形状を示すものである。

Ⅴ　遺構と遺物

１　遺跡の概要（Fig. ６、ＰＬ．１）
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２　住居跡
　Ｈ -31 号住居跡（遺構：Fig. ７、ＰＬ．２／遺物：Fig.50、Tab. ３、ＰＬ．14）

位置：Ｘ：168・169、Ｙ：108・109 グリッド。主軸方位：Ｎ -70°- Ｅ。重複：Ｈ -35 号住居跡、Ｗ -15 号溝と

重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -35 号住居跡・Ｗ -15 号溝より古い。形状：方形ないし

長方形状を呈するものと想定される。規模：4.16 ｍ×〈3.65〉ｍ。残存深度：0.28 ｍ。面積：〈15.18〉㎡。床

面の状態：多少の凸凹が見られ、住居跡中央付近がやや窪む。壁周溝は幅広で、検出部分に限り全周する。カマド：

Ｗ -15 号溝により壊されたものと想定される。東壁付近の埋没土中に焼土の混入が顕著に見られることから、東

壁に付設されていたものと推測される。貯蔵穴：住居跡南東で確認されている。規模は0.90ｍ×0.75ｍ、深さ0.45

ｍを測り、不整楕円形状を呈する。埋没土はＡｓ－Ｃ・ローム粒が混入する黒褐色・暗褐色・にぶい黄褐色の土

となっている。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロックを含み、しまりを有する暗褐色土に

より構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・白色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主体とした

土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：住居跡中央やや北西寄り及び貯蔵穴付近の床面直上に集中して

出土している。時期：６世紀中頃と想定される。

　Ｈ -32 号住居跡（遺構：Fig. ７～９、ＰＬ．２／遺物：Fig.50、Tab. ４、ＰＬ．14）

位置：Ｘ：166・167・168、Ｙ：108・109・110 グリッド。主軸方位：Ｎ -24°- Ｗ。重複：Ｈ -35・36・37・38・

67 号住居跡と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -35・36・37・38・67 号住居跡より古い。

形状：正方形状を呈する。規模：7.02 ｍ× 6.79 ｍ。残存深度：0.44 ｍ。面積：47.67 ㎡。床面の状態：多少の

凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は東壁中央を除き全周する。住居跡南壁中央で南北方向に走行す

る長さ 1.41 ｍ、幅 0.32 ｍ、深さ 0.14 ｍの溝状の掘り込みが確認されている。同溝の断面形状は箱状で板材を

差し込んだかのように見える。また先端には垂直方向に掘られる平面 0.26 ｍ× 0.22 ｍ、深さ 0.27 ｍを測るピッ

ト状の窪みが確認されており、出入口施設と推測される。炉跡：住居跡中央やや北寄り（Ｐ１とＰ３の間）に付

設されており、規模は 1.33 ｍ× 0.70 ｍ、深さ全長 0.11 ｍ・主軸方位Ｎ -37°- Ｗを測り、Ａｓ－Ｃ・ロームブ

ロック・ローム粒・焼土・炭化粒・灰を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土により埋没している。炉跡の中央には、

長さ 14 ～ 19 ㎝・幅７～８㎝の川原石２石（枕石）が東西方向に直列した状態で設置されており、枕石北側の炉

底は焼土化している。貯蔵穴：住居跡南西コーナー付近で確認されている。規模は 0.71 ｍ× 0.61 ｍ、深さ 0.35

ｍを測り、楕円形状を呈する。埋没土はＡｓ－Ｃ・ローム粒が混入する黒褐色の土となっている。柱穴：推定範

囲内に５基のピットが確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.25 ｍ× 0.21 ｍ、深さ 0.32 ｍ、Ｐ２

　溝はＷ -２・６号溝が蒼海城に関連するものと考えられ、Ｗ -２号溝は、底面の両端が轍状に窪んでおり、道

としての可能性を有するものである。なお、Ｗ -２・６号溝は並走関係にあるもので、Ｗ -２号溝の埋没土中か

らは中世陶器等の出土が認められている。Ｗ -17 号溝は６世紀末～７世紀初頭に比定される溝で、断面逆台形状

（薬研状）、深さ 1.45 ｍの直線的に走行する溝で、環濠を想像させるものである。本溝の埋没土上位では、硬化

した層が連綿と確認されており、埋没過程において道として機能を変容させていることが、判明している。

　土坑はＤ -15 号土坑から平安時代から中世に帰属するものと考えられる馬具の轡が出土しており、Ｄ -25 号土

坑からは多量の鉄滓が羽口とともに埋没土から出土している。Ｄ -25 号土坑から出土した多量の鉄滓は、鍛冶関

連遺構を想定させるものと言えよう。

　竪穴状遺構は、Ｔ -５・９号竪穴状遺構を除き、底面の状態は不安定な状態にあり、性格を捉えるには至って

いない。Ｔ -５・９号竪穴状遺構は、重複遺構や遺構のほとんどが調査区外にあたることから、竪穴住居跡とし

て、明確な立証ができなかったものである。
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Fig. ６　全体図
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が平面 0.42 ｍ× 0.39 ｍ、深さ 0.56 ｍ、Ｐ３が平面 0.27 ｍ× 0.26 ｍ、深さ 0.49 ｍ、Ｐ４が平面 0.42 ｍ× 0.39

ｍ、深さ 0.60 ｍ、Ｐ５が平面 0.31 ｍ× 0.25 ｍ、深さ 0.30 ｍを測る。これらのピットはＡｓ－Ｃ・ロームブロッ

ク・ローム粒が混入する黒褐色土により埋没しており、主柱穴はＰ１～Ｐ４と想定され、柱痕はＰ１で確認され

ている。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロックを含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状

態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含む黒褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。なお、壁

面付近の埋没となる 38 層には、Ａｓ－Ｃの含有量が一次堆積に近いほど極めて多い状態にある。この状態から

住居構築時には周堤帯下にＡｓ－Ｃの一次堆積層が残っており、38 層はこの一次堆積層が埋没時に流出した可

能性を想像させるものである。遺物出土状態：炉跡内及び床面直上に散在する状態で出土している。時期：４世

紀前半と想定される。

　Ｈ -34 号住居跡（遺構：Fig. ９、ＰＬ．２／遺物：Fig.50、Tab. ４、ＰＬ．14）

位置：Ｘ：167・168、Ｙ：107・108 グリッド。主軸方位：Ｎ -56°- Ｅ。重複：Ｗ -15 号溝と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本住居跡は、Ｗ -15 号溝より古い。形状：方形ないし長方形状を呈するものと想定される。

規模：〈3.70〉ｍ×〈2.71〉ｍ。残存深度：0.19 ｍ。面積：〈10.03〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、

比較的平坦である。カマド：検出範囲内においては確認されていない。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：推定

範囲内に２基のピットが確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.36 ｍ× 0.30 ｍ、深さ 0.36 ｍ、Ｐ

２が平面 0.65 ｍ×〈0.30〉ｍ、深さ 0.32 ｍを測る。これらのピットはＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒が

混入する黒褐色ないし暗褐色の土により埋没しており、柱痕はＰ２で確認されている。なお、両ピットとも主柱

穴と想定される。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロックを含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺

構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定

される。遺物出土状態：埋没土中に散在する状態で出土している。また、住居跡南コーナー付近の床面直上から

編物石が集中して出土している。時期：８世紀前半と想定される。

　Ｈ -35 号住居跡（遺構：Fig.10・11、ＰＬ．２／遺物：Fig.51、Tab. ４、ＰＬ．14）

位置：Ｘ：168・169、Ｙ：109・110 グリッド。主軸方位：Ｎ -66°- Ｅ。重複：Ｈ -31・32・38 号住居跡・

Ｗ -15 号溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -31・32・38 号住居跡より新しく、Ｗ -15

号溝より古い。。形状：長方形状を呈する。規模：4.25 ｍ× 3.15 ｍ。残存深度：0.42 ｍ。面積：13.39 ㎡。床

面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、北・南・東壁の一部で確認されている。カ

マド：住居跡の東壁やや南寄りに付設されており、全長 1.09 ｍ・最大幅 0.42 ｍ・燃焼部幅 0.41 ｍ・主軸方位

Ｎ -65°- Ｅを測る。横位断面形状は「Ｕ」字状、縦位断面は煙道部が鋭角に立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・焼土・炭

化粒・白色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや窪む

状態にある。構築材として白色粘土が使用されている。貯蔵穴：住居跡南東コーナーで確認されている。規模は

0.81 ｍ× 0.70 ｍ、深さ 0.56 ｍを測り、楕円形状を呈する。埋没土はＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・

白色粘土が混入する黒褐色ないし暗褐色の土となっている。貯蔵穴周辺の床面は、貯蔵穴の形状に併せて窪んで

いることから、蓋が存在していたものと推測される。柱穴：推定範囲内に２基のピットが確認されている。各ピッ

トの規模は、Ｐ１が平面 0.52 ｍ× 0.40 ｍ、深さ 0.35 ｍ、Ｐ２が平面 0.34 ｍ× 0.33 ｍ、深さ 0.40 ｍを測る。

これらのピットはＡｓ－Ｃ・ローム粒が混入する黒褐色土により埋没している。柱痕の確認はされていないため、

柱が抜き取られた可能性が考えられる。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロックを含み、しまりを有する黒褐色土によ

り構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土を含む黒褐

色を主体とした土による人為埋没と想定される。遺物出土状態：住居跡中央やや東よりの床面直上に集中して出
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土している。時期：７世紀中頃と想定される。

　Ｈ -36 号住居跡（遺構：Fig.11・12、ＰＬ．２／遺物：Fig.51、Tab. ４、ＰＬ．15）

位置：Ｘ：165・166、Ｙ：108・109 グリッド。主軸方位：Ｎ -11°- Ｅ。重複：Ｈ -32・37・40・53・67 号住居

跡と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -32・37・40・53・67 号住居跡より新しい。形状：

長方形状を呈する。規模：5.70 ｍ× 4.29 ｍ。残存深度：0.69 ｍ。面積：24.45 ㎡。床面の状態：多少の凸凹が

見られるが、比較的平坦である。壁周溝は西壁中央付近を除き全周する。カマド：付設されていない。貯蔵穴：

検出されていない。柱穴：推定範囲内に３基のピットが確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.16

ｍ× 0.15 ｍ、深さ 0.29 ｍ、Ｐ２が平面 0.25 ｍ× 0.25 ｍ、深さ 0.33 ｍ、Ｐ３が平面 0.23 ｍ× 0.18 ｍ、深さ 0.17

ｍを測る。これらのピットはＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・炭化粒が混入する黒褐色・暗褐色・にぶ

い黄褐色の土により埋没している。主柱穴はＰ１・Ｐ２と考えられるが、柱痕の確認には至っていない。貼床： 

Ａｓ－Ｃ・ロームブロックを含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロー

ムブロック・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土・灰を含む黒褐色・暗褐色・灰黄褐色・暗灰色を主体とした土

による人為埋没と想定される。埋没土中位から上に堆積する土には、焼土・炭化粒・白色粘土・灰の混入が目立つ。

遺物出土状態：床面直上・床面よりやや浮いた状態で、散在して出土している。時期：11 世紀前半と想定され 

る。

　Ｈ -37 号住居跡（遺構：Fig.12・13、ＰＬ．３／遺物：Fig.52・53、Tab. ５、ＰＬ．15・16）

位置：Ｘ：165・166、Ｙ：108 グリッド。主軸方位：Ｎ -30°- Ｅ。重複：Ｈ -32・36 号住居跡と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -32 号住居跡より新しく、Ｈ -36 号住居跡より古い。形状：方形ないし長方

形状を呈するものと想定される。規模：4.60 ｍ×〈2.11〉ｍ。残存深度：0.36 ｍ。面積：〈9.71〉㎡。床面の状態：

多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。貯蔵穴の東側は棚状に一段高く構築されている。カマド：住居跡

北壁やや東寄りに付設されており、全長 1.11 ｍ・最大幅 0.52 ｍ・燃焼部幅 0.26 ｍ・主軸方位Ｎ -437- Ｅを測る。

横位断面形状は「Ｕ」字状、縦位断面は煙道部が緩やかに立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白

色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にあ

る。白色粘土で構築された両袖の先端には凝灰岩、天井には入れ子状に重ね合わせた甕、支脚には高坏の脚部（正

位に置かれている）を使用している。また、燃焼部には正位の状態で土師器の甕が出土しおり、これはカマドに

据えつけられていたものと想定される。貯蔵穴：カマドの東脇で確認されている。規模は 0.60 ｍ× 0.56 ｍ、深

さ 0.30 ｍを測り、円形状を呈する。埋没土はＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・炭化粒が混入するしまり

の弱い黒褐色ないし暗褐色の土となっている。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロックを含

み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒・白色粘土を含む黒褐

色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマドの構築材と使用されていたもの

が多いものの、床面直上からは、全体的に散在して出土している。時期：６世紀中頃と想定される。

　Ｈ -38 号住居跡（遺構：Fig.13・14、ＰＬ．３／遺物：Fig.53、Tab. ５・６、ＰＬ．16）

位置：Ｘ：167・168、Ｙ：110 グリッド。主軸方位：Ｎ -48°- Ｅ。重複：Ｈ -32・35 号住居跡・Ｄ -27 号土坑・

Ｗ -25 号溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -32 号住居跡より新しく、Ｈ -35 号住居跡・

Ｄ -27 号土坑・Ｗ -25 号溝より古い。形状：正方形状を呈するものと想定される。規模：（4.18）ｍ× 4.10 ｍ。

残存深度：0.39 ｍ。面積：（17.14）㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、

カマド部分・貯蔵穴付近を除き全周するものと推測される。カマド：住居跡の北東壁やや南寄りに付設されており、
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全長〈1.40〉ｍ・最大幅 0.47 ｍ・燃焼部幅 0.47 ｍ・主軸方位Ｎ -57°- Ｅを測る。横位断面形状は「Ｕ」字状、

縦位断面は、煙道部が燃焼部に対し一段高くなる形状をとり、Ａｓ－Ｃ・焼土・白色粘土・灰を含む暗褐色・褐

色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。構築材として白色粘土

が使用されている。貯蔵穴：住居跡東コーナーで確認されている。規模は 0.49 ｍ× 0.46 ｍ、深さ 0.36 ｍを測り、

隅丸長方形状を呈する。埋没土はＡｓ－Ｃ・ローム粒・白色粘土が混入する黒褐色の土となっている。貯蔵穴周

辺の床面は、貯蔵穴の形状に併せて窪んでいることから、蓋が存在していたものと推測される。柱穴：推定範囲

内に４基のピットが確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.33 ｍ× 0.25 ｍ、深さ 0.28 ｍ、Ｐ２が

平面 0.36 ｍ× 0.35 ｍ、深さ 0.32 ｍ、Ｐ３が平面 0.51 ｍ× 0.45 ｍ、深さ 0.24 ｍ、Ｐ４が平面 0.30 ｍ× 0.26

ｍ、深さ 0.25 ｍを測る。これらのピットはＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒が混入する黒褐色ないし暗褐

色の土により埋没しており、主柱穴と想定される。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロックを含み、しまりを有する黒

褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ・ロームブロック・ローム粒・焼土・炭化

粒・白色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による人為埋没と想定される。遺物出土状態：カマド内及び

周辺に集中して出土している。時期：６世紀前半～中頃と想定される。

　Ｈ -39 号住居跡（遺構：Fig.14・15、ＰＬ．３）

位置：Ｘ：155・156、Ｙ：110・111 グリッド。主軸方位：Ｎ -79°- Ｗ。重複：Ｔ - ３号竪穴状遺構・Ｄ -15 号

土坑と重複し、埋没土層の観察から本住居跡は、Ｔ -３号竪穴状遺構・Ｄ -15 号土坑より古い。形状：方形ない

し長方形状を呈するものと想定される。規模：〈3.51〉ｍ×〈0.83〉ｍ。残存深度：0.42 ｍ。面積：〈2.91〉㎡。

床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。カマド：住居跡の南東コーナーに付設されており、

全長〈1.27〉ｍ・最大幅 0.76 ｍ・燃焼部幅〈0.51〉ｍ・主軸方位Ｎ -53°- Ｗを測る。横位断面形状は「Ｕ」字状、

縦位断面は煙道部が鋭角に立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土・灰を含む黒褐色・暗褐

色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。貯蔵穴：確認されてい

ない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロックを含み、しまりを有する黒褐色土により構築

されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主体とした

土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：カマドの付設される位置から

平安時代と推測される。

　Ｈ -40 号住居跡（遺構：Fig.15、ＰＬ．４／遺物：Fig.53・54、Tab. ６、ＰＬ．17）

位置：Ｘ：163・164・165、Ｙ：108・109 グリッド。主軸方位：Ｎ -72°- Ｅ。重複：Ｈ -36・53・55 号住居跡と重複し、

出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -36・53・55 号住居跡より古い。形状：長方形状を呈する。規模：6.59

ｍ× 4.01 ｍ。残存深度：0.27 ｍ。面積：26.43 ㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。

カマド：住居跡の東壁やや南寄りに付設されており、全長〈0.38〉ｍ・最大幅 0.39 ｍ・燃焼部幅 0.39 ｍ・主軸

方位Ｎ-83°-Ｅを測る。横位断面形状は箱状、縦位断面は焚き口が住居跡床面よりやや窪み、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・

焼土・炭化粒・白色粘土・灰・凝灰岩を含む黒褐色を主体とした土により埋没している。両袖の先端及び天井に

は、構築材として凝灰岩、袖には白色粘土が使用されている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：推定範囲内に

３基のピットが確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.51ｍ× 0.38ｍ、深さ 0.23ｍ、Ｐ２が平面 0.33

ｍ× 0.28 ｍ、深さ 0.23 ｍ、Ｐ３が平面 0.35 ｍ× 0.29 ｍ、深さ 0.48 ｍを測る。これらのピットはＡｓ－Ｃ・ロー

ム粒が混入する暗褐色の土により埋没している。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロックを含み、しまりを有する黒褐

色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ・ローム粒・炭化粒を含む黒褐色・暗褐色を

主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：住居跡中央から東側の床面直上に集中する傾向にあ
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る。時期：６世紀前半と想定される。

　Ｈ -41 号住居跡（遺構：Fig.16・17、ＰＬ．４／遺物：Fig.54、Tab. ６、ＰＬ．17）

位置：Ｘ：156・157・158、Ｙ：108・109・110 グリッド。主軸方位：Ｎ -68°- Ｅ。重複：Ｈ -42・44・49 号住居跡、

Ｔ-３号竪穴状遺構、Ｗ-14号溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ-49号住居跡より新しく、

Ｈ -42・44 号住居跡、Ｔ -３号竪穴状遺構、Ｗ -14 号溝より古い。形状：方形ないし長方形状を呈するものと想

定される。規模：〈6.94〉ｍ× 6.93 ｍ。残存深度：0.47 ｍ。面積：〈48.09〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見

られるが、比較的平坦である。壁周溝は、カマド部分・住居跡北西コーナー付近を除き全周する。カマド：住居

跡の東壁やや南寄りに付設されており、全長 1.47 ｍ・最大幅 0.85 ｍ・燃焼部幅 0.44 ｍ・主軸方位Ｎ -76°- Ｅ

を測る。横位断面形状は「Ｕ」字状、縦位断面は煙道部が緩やかに立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭

化粒・白色粘土・灰を含む黒褐色・暗褐色・灰黄褐色・暗灰色を主体とした土により埋没している。焚き口は住

居跡床面よりもやや窪む状態にある。構築材として礫・白色粘土が使用されている。貯蔵穴：住居跡南東コーナー

で確認されている。規模は 0.99 ｍ× 0.70 ｍ、深さ 0.48 ｍを測り、不整形状を呈する。埋没土はＡｓ－Ｃ・ロー

ムブロック・ローム粒が混入する黒褐色ないし暗褐色の土となっている。貯蔵穴の北側半分はテラス状となって

いる。柱穴：推定範囲内に５基のピットが確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.49 ｍ× 0.46 ｍ、

深さ 0.31 ｍ、Ｐ２が平面 0.72 ｍ× 0.61 ｍ、深さ 0.44 ｍ、Ｐ３が平面 0.57 ｍ× 0.55 ｍ、深さ 0.49 ｍ、Ｐ４

が平面 0.76 ｍ× 0.70 ｍ、深さ 0.49 ｍ、Ｐ５が平面 0.40 ｍ× 0.35 ｍ、深さ 0.16 ｍを測る。これらのピットは

Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・焼土・炭化粒が混入する黒褐色・暗褐色ないしにぶい黄褐色の土により

埋没しており、Ｐ２～Ｐ４が主柱穴と考えられる。なお、柱痕がＰ２で確認されている。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロー

ム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化

粒・灰・白色粘土を含む黒褐色・黒色を主体とした土による自然埋没と想定される。壁面付近には、焼土・炭化

物が多く見られることから、焼失住居と考えられ、さらに炭化物の上位に焼土が重なる状態も確認されているこ

とから、上屋構造に土を葺いていたことが推測される。遺物出土状態：住居跡中央から東側に散在する傾向にあ

る。カマド周辺以外からの出土遺物に関しては、床面直上からの出土が目立つ。時期：６世紀中頃と想定される。

　Ｈ -42 号住居跡（遺構：Fig.17・18、ＰＬ．４／遺物：Fig.54・55、Tab. ６、ＰＬ．17・18）

位置：Ｘ：157・158、Ｙ：109・110 グリッド。主軸方位：Ｎ -82°- Ｗ。重複：Ｈ -41・43 号住居跡と重複し、

出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -41・43 号住居跡より新しい。形状：長方形状を呈し、南西コー

ナー付近で棚状の段差が見られる。規模：4.29 ｍ× 3.35 ｍ。残存深度：0.19 ｍ。面積：14.37 ㎡。床面の状態：

多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、カマド部分・住居跡北東コーナー付近を除き全周する。

カマド：住居跡の東壁やや南寄りに付設されており、全長 1.89 ｍ・最大幅 0.28 ｍ・燃焼部幅 0.26 ｍ・主軸方

位Ｎ -80°- Ｗを測る。横位断面形状は「Ｕ」字状、縦位断面は煙道部が緩やかに立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・

焼土・炭化粒・白色粘土・灰を含む黒褐色・暗褐色・灰黄褐色を主体とした土により埋没している。焚き口は住

居跡床面よりもやや窪む状態にある。構築材として川原石・瓦・白色粘土が使用されており、支脚として棒状の

川原石を据えつけている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロッ

ク・ローム粒を含み、しまりを有する暗褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒を含

む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド内及びカマド周辺からの

出土が大半を占める。時期：10 世紀後半と想定される。
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　Ｈ -43 号住居跡（遺構：Fig.18・19、ＰＬ．５／遺物：Fig.55・56、Tab. ７、ＰＬ．18）

位置：Ｘ：156・157、Ｙ：110・111 グリッド。主軸方位：Ｎ -60°- Ｅ。重複：Ｈ -42 号住居跡と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -42 号住居跡より古い。形状：正方形状を呈する。規模：2.99 ｍ× 2.96 ｍ。

残存深度：0.41 ｍ。面積：8.85 ㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られ、住居跡中央付近がやや窪む。壁周溝は

カマド・貯蔵穴付近及び南壁・西壁北側を除き全周する。カマド：住居跡の東壁やや南寄りに付設されており、

全長 1.36 ｍ・最大幅 0.42 ｍ・燃焼部幅 0.35 ｍ・主軸方位Ｎ -70°- Ｅを測る。横位断面形状は「Ｕ」字状、縦

位断面は煙道部が鋭角に立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主

体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面とほぼ同じ高さである。構築材として川原石・白色粘土が

使用されている。貯蔵穴：住居跡南東コーナーで確認されている。規模は 0.74 ｍ× 0.71 ｍ、深さ 0.33 ｍを測り、

隅丸方形状を呈する。埋没土はＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒が混入する黒褐色の土となっており、しま

りが弱い。貯蔵穴の上位にはテラス状の段差が巡ることから、蓋が存在していた可能性が考えられる。柱穴：推

定範囲内に１基のピット（Ｐ１）が確認されている。規模は、平面 0.44 ｍ× 0.35 ｍを測り、Ａｓ－Ｃ・ローム

ブロック・ローム粒が混入する黒褐色の土により埋没している。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を

含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・

白色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：住居跡全体の床面

直上から散在する状態で出土している。時期：６世紀中頃と想定される。

　Ｈ -44 号住居跡（遺構：Fig.19・20、ＰＬ．５／遺物：Fig.56・57、Tab. ７、ＰＬ．18・19）

位置：Ｘ：156・157、Ｙ：108・109 グリッド。主軸方位：Ｎ -67°- Ｗ。重複：Ｈ -41・49 号住居跡と重複し、

出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -41・49 号住居跡より新しい。形状：方形ないし長方形状を呈す

るものと想定される。規模：〈3.85〉ｍ×〈3.35〉ｍ。残存深度：0.30 ｍ。面積：〈12.90〉㎡。床面の状態：多

少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、断面Ｂ－Ｂ′（住居跡南壁）で確認されている。カマド：

住居跡の南東コーナーに付設されているものと推測される。全長（1.43）ｍ・最大幅 0.38ｍ・主軸方位Ｎ -64°-Ｗ

を測る。縦位断面は煙道部が緩やかに立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・焼土・炭化粒・白色粘土を含む黒褐色を主体とし

た土により埋没している。焚き口は住居跡床面とほぼ同じ高さと推測される。埋没土中に含まれる白色粘土及び

カマド内で見られる川原石・瓦は構築材として使用されていたものと想定される。貯蔵穴：確認されていない。

柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土ないし

暗褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘

土を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド内に集中する。カ

マドの西側では川原石が多量に出土する状態が見られる。時期：９世紀後半と想定される。

　Ｈ -45 号住居跡（遺構：Fig.20・21、ＰＬ．５／遺物：Fig.57・58、Tab. ７・８、ＰＬ．19・20）

位置：Ｘ：156・157、Ｙ：113・114 グリッド。主軸方位：Ｎ -81°- Ｗ。重複：Ｈ -51 号住居跡・Ｄ -24 号土坑

と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -51 号住居跡より新しく、Ｄ -24 土坑より古い。形状：

隅丸長方形状を呈するものと想定され、北東コーナー付近で棚状の段差が見られる。規模：〈3.35〉ｍ× 3.03 ｍ。

残存深度：0.53 ｍ。面積：〈10.15〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、

住居跡北半で部分的に確認されている。カマド：住居跡の東壁やや南寄りに付設されており、全長 1.05 ｍ・最

大幅 0.55 ｍ・燃焼部幅 0.55 ｍ・主軸方位Ｎ -68°- Ｗを測る。横位断面形状は「Ｕ」字状、縦位断面は煙道部

がテラス状の段差を持ちながら緩やかに立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土・灰を含む

黒褐色・暗褐色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや高い状態にある。構築材と
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して凝灰岩・瓦・白色粘土が使用されている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。遺構埋没

状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土に

よる自然埋没と想定される。遺物出土状態：住居跡中央から東側に散在する傾向にある。時期：10 世紀後半～

11 世紀前半と想定される。

　Ｈ -46 号住居跡（遺構：Fig.21、ＰＬ．５／遺物：Fig.58 ～ 60、Tab. ８、ＰＬ．20）

位置：Ｘ：161・162、Ｙ：108 グリッド。主軸方位：Ｎ -89°- Ｅ。重複：Ｗ -17 号溝と重複し、出土遺物・埋没

土層の観察から本住居跡は、Ｗ-17号溝より新しい。形状：方形ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：

4.05 ｍ×〈3.35〉ｍ。残存深度：0.24 ｍ。面積：〈13.57〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られ、住居跡中央

付近がやや高まる。壁周溝は、見られない。カマド：住居跡の東壁やや南寄りに付設されており、全長 0.61 ｍ・

最大幅 0.42 ｍ・燃焼部幅 0.42 ｍ・主軸方位Ｎ -53°- Ｗを測る。横位断面形状は皿状、縦位断面は煙道部が鋭

角に立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土・灰を含む黒褐色・黒色を主体とした土により

埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。構築材として川原石・瓦・白色粘土が使用され

ている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：推定範囲内に１基のピット（Ｐ１）が確認されている。規模は、平

面 0.45 ｍ× 0.45 ｍ、深さ 0.82 ｍを測り、Ａｓ－Ｃ・ローム粒が混入する黒褐色の土により埋没している。貼床：

Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：

Ａｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒・白色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺

物出土状態：カマド周辺に集中する状態で出土している。時期：11 世紀後半と想定される。

　Ｈ -47 号住居跡（遺構：Fig.22、ＰＬ．６／遺物：Fig.60・61、Tab. ８、ＰＬ．21）

位置：Ｘ：160、Ｙ：108 グリッド。主軸方位：Ｎ -87°- Ｗ。重複：重複は見られない。形状：方形ないし長方

形状を呈するものと想定される。規模：3.18 ｍ×〈1.55〉ｍ。残存深度：0.44 ｍ。面積：〈4.93〉㎡。床面の状態：

多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、見られない。カマド：住居跡の東壁に付設されており、

全長 0.85 ｍ・最大幅 0.63 ｍ・燃焼部幅 0.54 ｍ・主軸方位Ｎ -67°- Ｗを測る。横位断面形状は皿字状、縦位断

面は煙道部が緩やかに立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主体

とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。構築材として礫・白色粘土が使

用されている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ロー

ム粒を含み、しまりを有する暗褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ロー

ム粒・焼土・炭化粒を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド

内及び住居跡南東コーナー付近に集中して出土している。時期：10 世紀後半と想定される。

　Ｈ -48 号住居跡（遺構：Fig.22・23、ＰＬ．６／遺物：Fig.62、Tab. ８・９、ＰＬ．21・22）

位置：Ｘ：159・160・161、Ｙ：109・110 グリッド。主軸方位：Ｎ -25°- Ｗ。重複：Ｗ -17・18 号溝と重複し、

出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｗ -17・18 号溝より古い。形状：長方形状を呈する。壁面には、住

居跡の北東北東部分を除いて幅 0.20 ｍ～ 0.35 ｍ程のテラスを有し、棚として機能させていたものと推測される。

規模：6.15 ｍ× 5.68 ｍ。残存深度：0.64 ｍ。面積：34.93 ㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的

平坦である。壁周溝は検出部分に限り、全周する。炉跡：確認できなかった。なお、Ｐ１とＰ３間の埋没土掘削

中に焼土の混入が確認されている。このため、炉跡はＰ１・Ｐ３間周辺に存在していたものと想定される。貯蔵

穴：住居跡北東コーナー付近で確認されている。規模は 0.70 ｍ× 0.68 ｍ、深さ 0.60 ｍを測り、円形状を呈する。

埋没土はＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒が混入するしまりの弱い黒褐色の土となっている。柱穴：推定範

－ 18 － － 19 －



囲内に４基のピットが確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.36 ｍ× 0.34 ｍ、深さ 0.57 ｍ、Ｐ２

が平面0.35ｍ× 0.30ｍ、深さ0.52ｍ、Ｐ３が平面0.30ｍ× 0.30ｍ、深さ0.60ｍ、Ｐ４が平面0.37ｍ× 0.35ｍ、

深さ 0.53 ｍを測る。これらのピットはＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒が混入する黒褐色土により埋没し

ており、主柱穴と想定され、柱痕はＰ１で確認されている。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、

しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ・ローム粒・炭化粒を含

む黒褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。なお、埋没土の上位（11 ～ 14 層）ではＨｒ－ＦＡの混

入が多く見られるが、それ以下の層からはＨｒ－ＦＡの混入を観察することができなかった。このため、Ｈｒ－

ＦＡ降下時に本住居跡は埋まりきっておらず、窪地状となっていたものと想定される。Ｈｒ－ＦＡの一次堆積層

の残存が見られない理由として、Ｈｒ－ＦＡ降下後に耕作等による地面の撹拌がなされていたことが推測される。

遺物出土状態：Ｐ４周辺の床面直上に集中する傾向にある。時期：３世紀後半と想定される。

　Ｈ -49 号住居跡（遺構：Fig.24、ＰＬ．６／遺物：Fig.62、Tab. ９、ＰＬ．22）

位置：Ｘ：156、Ｙ：109 グリッド。主軸方位：Ｎ -50°- Ｗ。重複：Ｈ -41・44 号住居跡と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -41・44 号溝より古い。形状：方形ないし長方形状を呈するものと想定され

る。規模：〈2.50〉ｍ×〈2.14〉ｍ。残存深度：0.30 ｍ。面積：〈5.35〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られ、

住居跡中央あたりがやや高まる。壁周溝は見られない。炉跡：検出部分においては、確認されていない。貯蔵穴：

確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有

する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含む黒褐色・暗褐

色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：床面直上で少数の土器が確認されている。時期：

４世紀後半と想定される。

　Ｈ -50 号住居跡（遺構：Fig.24、ＰＬ．６／遺物：Fig.62・63、Tab. ９、ＰＬ．22）

位置：Ｘ：156、Ｙ：112・113 グリッド。主軸方位：Ｎ -72°- Ｗ。重複：Ｈ -51・57 号住居跡と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ-51・57号住居跡より新しい。形状：長方形状を呈するものと想定される。規模：

〈4.14〉ｍ× 2.60 ｍ。残存深度：0.30 ｍ。面積：〈10.76〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られ、壁面付近が

やや窪む。壁周溝は見られない。カマド：住居跡の東壁に付設されており、全長 0.76 ｍ・最大幅 0.40 ｍ・燃焼

部幅 0.37 ｍ・主軸方位Ｎ -77°- Ｗを測る。横位断面形状は皿状、縦位断面は煙道部が緩やかに立ち上がり、Ａ

ｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土・灰を含む暗褐色・暗灰色を主体とした土により埋没している。焚

き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。構築材として白色粘土が使用されている。貯蔵穴：確認されてい

ない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ローム粒・白色粘土を含み、しまりを有する黒褐色土により

構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土を含む黒褐色・

暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。埋没土中には、焼土・炭化物が全体的に見られることから、

焼失住居と考えられる。遺物出土状態：カマド周辺の床面直上に集中する傾向にある。時期：９世紀後半と想定

される。

　Ｈ -51 号住居跡（遺構：Fig.25、ＰＬ．６／遺物：Fig.63、Tab. ９、ＰＬ．22）

位置：Ｘ：156、Ｙ：113 グリッド。主軸方位：Ｎ -55°- Ｅ。重複：Ｈ -45・50・57・58 号住居跡と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -57 号住居跡より新しく、Ｈ -45・50・58 号住居跡より古い。形状：長方形

状を呈する。規模：3.21 ｍ× 2.70 ｍ。残存深度：0.25 ｍ。面積：8.67 ㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られ、

中央付近がやや高まる。壁周溝は、見られない。カマド：住居跡の東壁やや南寄りに付設されており、全長 0.39
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ｍ・最大幅〈0.21〉ｍ・燃焼部幅〈0.14〉ｍ・主軸方位Ｎ -44°- Ｅを測る。横位断面形状は皿状、縦位断面は

煙道部が鋭角に立ち上がる。焚き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：

確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築さ

れている。遺構埋没状態：観察漏れ。遺物出土状態：全体的に散在する状態で出土している。時期：６世紀後半

と想定される。

　Ｈ -52 号住居跡（遺構：Fig.25・26、ＰＬ．６・７／遺物：Fig.63、Tab.10、ＰＬ．22）

位置：Ｘ：164・165、Ｙ：110 グリッド。主軸方位：Ｎ -67°- Ｅ。重複：Ｈ -53・64 号住居跡、Ｄ -57 号土坑と

重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -53・64 号住居跡、Ｄ -57 号土坑より古い。形状：不整

正方形状を呈する。規模：3.40 ｍ× 3.32 ｍ。残存深度：0.54 ｍ。面積：11.29 ㎡。床面の状態：多少の凸凹が

見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、住居跡南壁で一部確認されている。カマド：住居跡の東壁ほぼ中央

に付設されており、全長 1.38 ｍ・最大幅 0.52 ｍ・燃焼部幅 0.50 ｍ・主軸方位Ｎ -68°- Ｅを測る。横位断面形

状は「Ｕ」字状、縦位断面は煙道部がテラス状の段差を持ちながら鋭角に立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼

土・炭化粒・白色粘土・灰を含む暗褐色・暗灰色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面より

もやや窪む状態にある。構築材として白色粘土が使用されている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：推定範囲

内に１基のピット（Ｐ１）が確認されている。規模は、平面 0.40 ｍ× 0.36 ｍ、深さ 0.29 ｍを測り、Ａｓ－Ｃ・

ロームブロック・ローム粒が混入する黒褐色・暗褐色の土により埋没している。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロッ

ク・ローム粒を含み、しまりを有する暗褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロッ

ク・ローム粒・炭化粒を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による人為埋没と想定される。遺物出土状態：床面

直上からの遺物が散在する状態で出土している。時期：６世紀後半と想定される。

　Ｈ -53 号住居跡（遺構：Fig.26・27、ＰＬ．７／遺物：Fig.63、Tab.10、ＰＬ．23）

位置：Ｘ：165、Ｙ：109・110 グリッド。主軸方位：Ｎ -68°- Ｗ。重複：Ｈ -36・40・52・67 号住居跡と重複し、

出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -40・52・67 号住居跡より新しく、Ｈ -36 号住居跡より古い。形状：

方形ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：3.50 ｍ×〈2.09〉ｍ。残存深度：0.32 ｍ。面積：〈7.32〉

㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られ、西壁付近がやや高まる。壁周溝は見られない。カマド：住居跡の東壁や

や南寄りに付設されており、全長 0.70 ｍ・最大幅〈0.48〉ｍ・燃焼部幅〈0.31〉ｍ・主軸方位Ｎ -75°- Ｗを測る。

横位断面形状は「Ｕ」字状を呈するものと想定され、縦位断面は煙道部が緩やかに立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ロー

ム粒・焼土・炭化粒・白色粘土・灰を含む黒褐色・暗褐色・褐色・灰黄褐色を主体とした土により埋没している。

焚き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。構築材として白色粘土が使用されている。貯蔵穴：確認されて

いない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・焼土を含み、しまりを有する

暗褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土を

含む黒褐色・暗褐色・灰黄褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中から散在

して出土している。時期：11 世紀前半と想定される。

　Ｈ -54 号住居跡（遺構：Fig.27、ＰＬ．７／遺物：Fig.64、Tab.10、ＰＬ．23）

位置：Ｘ：168・169・158、Ｙ：110・111・112 グリッド。主軸方位：Ｎ -68°- Ｅ。重複：Ｈ -87 号住居跡、Ｗ -２・

６・９・25 号溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -87 号住居跡より新しく、Ｗ -２・６・

９・25 号溝より古い。形状：長方形状を呈するものと想定される。規模：〈5.13〉ｍ× 3.38 ｍ。残存深度：0.44 ｍ。

面積：〈17.34〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、北壁西半・西壁南側
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を除き、検出範囲内は確認できている。カマド：確認されていない。なお、住居跡北側中央の床面には 0.60 ｍ

× 0.57 ｍの隅丸方形状に広がる炭化物が見られるが、炭化物の下には焼土等を確認するには至っていない。貯

蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しま

りを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・炭化粒を含

む黒褐色・暗褐色を主体とした土による人為埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中から散在して出土して

いる。時期：７世紀前半と想定される。

　Ｈ -55 号住居跡（遺構：Fig.28、ＰＬ．７／遺物：Fig.64、Tab.10・11、ＰＬ．23）

位置：Ｘ：164、Ｙ：109 グリッド。主軸方位：Ｎ -88°- Ｗ。重複：Ｈ -40 号住居跡と重複し、出土遺物・埋没

土層の観察から本住居跡は、Ｈ -40 号住居跡より新しい。形状：方形状を呈する。規模：2.92 ｍ× 2.83 ｍ。残

存深度：0.24 ｍ。面積：〈8.26〉㎡。床面の状態：遺構確認時には床面のほとんどが壊されている状態であっ

たため、掘り方のみの検出とした。掘り方の床面は凹凸が激しく、住居跡北西・南・南東側が窪む状態にある。

カマド：住居跡の南東コーナーに付設されており、全長 0.71 ｍ・最大幅 0.53 ｍ・燃焼部幅 0.48 ｍ・主軸方位

Ｎ -55°- Ｗを測る。横位断面形状は皿状、縦位断面は煙道部が緩やかに立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・

炭化粒・灰を含む暗褐色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。

構築材として礫が使用されている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：推定範囲内に１基のピット（Ｐ１）が確

認されている。規模は、平面 0.55 ｍ× 0.47 ｍ、深さ 0.48 ｍを測り、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒が混入する

黒褐色の土により埋没している。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する暗褐色土

により構築されている。遺構埋没状態：不明。遺物出土状態：カマド内及び周辺からの出土が目立つ。掘り方内

から出土も数点見られる。１～４の須恵器碗は紛れ込みの可能性を有する。時期：11 世紀前半と想定されるが、

９世紀第４四半期と想定される遺物の流入が見られる。

　Ｈ -56 号住居跡（遺構：Fig.28・29、ＰＬ．７／遺物：Fig.64、Tab.11、ＰＬ．23）

位置：Ｘ：159、Ｙ：112・113 グリッド。主軸方位：Ｎ -38°- Ｅ。重複：Ｗ -17・23 号溝と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本住居跡は、Ｗ -17 号溝より新しく、Ｗ -23 号溝より古い。形状：方形ないし長方形状を呈

するものと想定される。規模：2.75 ｍ×〈2.28〉ｍ。残存深度：0.13 ｍ。面積：〈6.27〉㎡。床面の状態：多少

の凸凹が見られるが、比較的平坦である。カマド：住居跡の東壁に付設されており、全長 1.34 ｍ・最大幅 0.64 ｍ・

燃焼部幅 0.64 ｍ・主軸方位Ｎ -52°- Ｅを測る。横位断面形状は皿状、縦位断面は煙道部が緩やかに立ち上がり、

Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土を含む黒褐色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや窪

む状態にある。構築材として川原石・瓦・土器片・白色粘土が使用されている。貯蔵穴：確認されていない。柱

穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構

築されている。遺構埋没状態：観察漏れのため不明。遺物出土状態：カマド袖内からの出土が見られる。構築材

として使用されていたものと想定される。時期：平安時代と想定される。

　Ｈ -57 号住居跡（遺構：Fig.29 ／遺物：Fig.64、Tab.11、ＰＬ．23）

位置：Ｘ：155・15、Ｙ：112・113 グリッド。主軸方位：Ｎ -32°- Ｗ。重複：Ｈ -50・51 号住居跡と重複し、出

土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -50・51 号住居跡より古い。形状：方形ないし長方形状を呈するも

のと想定される。規模：（4.10）ｍ×〈1.87〉ｍ。残存深度：0.18 ｍ。面積：〈7.67〉㎡。床面の状態：多少の

凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、北・東壁で一部確認されている。炉跡：検出範囲内において

は確認されていない。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・
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ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃを多量に含む黒褐色

を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中から散在して出土している。時期：４世

紀代と想定される。

　Ｈ -58 号住居跡（遺構：Fig.29）

位置：Ｘ：156、Ｙ：113 グリッド。主軸方位：Ｎ -68°- Ｅ。重複：Ｈ -51 号住居跡と重複し、埋没土層の観察

から本住居跡は、Ｈ-51号住居跡より新しい。形状：方形ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：〈0.75〉

ｍ×〈0.54〉ｍ。残存深度：0.17 ｍ。面積：〈0.41〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。

壁周溝は確認されていない。カマド：検出範囲内においては確認されていない。貯蔵穴：確認されていない。柱

穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構

築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定

される。遺物出土状態：遺物の出土は見られなかった。時期：Ｈ -51 号住居跡との新旧関係から６世紀後半以降

と想定される。

　Ｈ -59 号住居跡（遺構：Fig.29・30、ＰＬ．８）

位置：Ｘ：164・165、Ｙ：108 グリッド。主軸方位：Ｎ -85°- Ｅ。重複：重複は見られない。形状：方形ないし

長方形状を呈するものと想定される。規模：3.94 ｍ×〈1.32〉ｍ。残存深度：0.28 ｍ。面積：〈5.21〉㎡。床面

の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は見られない。カマド：住居跡の南東コーナーに

付設されており、全長 0.96 ｍ・最大幅 0.61 ｍ・燃焼部幅 0.53 ｍ・主軸方位Ｎ -80°- Ｗを測る。横位断面形状

は皿状、縦位断面は煙道部が緩やかに立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土・灰を含む黒

褐色・暗褐色・灰黄褐色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。

構築材として白色粘土が使用されている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－

Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－

Ｃ・ロームブロック・ローム粒・炭化粒を含む暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状

態：遺物の出土は見られなかった。時期：カマドの付設される位置から平安時代と推測される。

　Ｈ -60 号住居跡（遺構：Fig.30、ＰＬ．８／遺物：Fig.65・66、Tab.11、ＰＬ．23・24）

位置：Ｘ：158、Ｙ：112・113 グリッド。主軸方位：Ｎ -90°。重複：Ｈ -61 号住居跡、Ｗ -17 号溝と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -61 号住居跡、Ｗ -17 号溝より新しい。形状：方形ないし長方形状を呈する

ものと想定される。規模：〈3.40〉ｍ× 2.66 ｍ。残存深度：0.27 ｍ。面積：〈9.04〉㎡。床面の状態：多少の凸

凹が見られ、北西から南東方向へ向けて低く傾斜する。これは、住居跡南東半がＷ -17 号溝と重複し、同溝埋没

後に本住居跡が構築されたため、軟らかいＷ -17 号溝の埋没土が沈下したためと考えられる。検出部分に限るが、

壁周溝はカマド部分を除き全周する。カマド：住居跡の東壁に付設されており、全長〈0.37〉ｍ・最大幅 0.30 ｍ・

燃焼部幅 0.30 ｍ・主軸方位Ｎ -０°を測る。横位断面形状は「Ｕ」字状、縦位断面は煙道部が鋭角に立ち上がり、

Ａｓ－Ｃ・焼土・炭化粒・灰を含む黒褐色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや

窪む状態にある。両袖の構築材として川原石が使用されているほか、カマド前面に凝灰岩が散在することから、

同凝灰岩も構築材として使用されていたものと想定される。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていな

い。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する暗褐色土により構築されている。遺構

埋没状態：Ａｓ－Ｃロームブロック・ローム粒を含む黒褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物

出土状態：カマド前面の床面直上に集中する傾向にある。時期：10 世紀前半と想定される。
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　Ｈ -61 号住居跡（遺構：Fig.31、ＰＬ．８）

位置：Ｘ：158・159、Ｙ：112 グリッド。主軸方位：Ｎ -84°- Ｗ。重複：Ｈ -60 号住居跡、Ｗ -17・23 号溝と重

複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｗ -17 号溝より新しく、Ｈ -60 号住居跡、Ｗ -23 号溝より古い。

形状：方形ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：〈3.79〉ｍ×〈1.80〉ｍ。残存深度：0.14 ｍ。面積：

〈6.82〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られ、西壁周辺に浅い窪みが見られる。壁周溝は見られない。カマド：

検出範囲内においては確認されていない。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－

Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する暗褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－

Ｃ・ローム粒を含む黒褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出土は見られな

い。時期：７世紀初頭～ 10 世紀前半に帰属するものと想定される。

　Ｈ -62 号住居跡（遺構：Fig.31、ＰＬ．８）

位置：Ｘ：160・161、Ｙ：113・114 グリッド。主軸方位：Ｎ -84°- Ｗ。重複：Ｈ -70 号住居跡、Ｄ -31 号土坑、

Ｗ -24 号溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -70 号住居跡より新しく、Ｄ -31 号土坑、

Ｗ-24号溝より古い。形状：方形ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：3.21ｍ×〈2.42〉ｍ。残存深度：

0.42 ｍ。面積：〈7.77〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、見られない。

カマド：検出範囲内においては確認されていない。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：

Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する暗褐色土により構築されている。遺構埋没状態：

Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土を含む暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出

土は見られない。時期：重複遺構との新旧関係から７世紀初頭～ 10 世紀前半と想定される。

　Ｈ -63 号住居跡（遺構：Fig.32、ＰＬ．８／遺物：Fig.66・67、Tab.11・12、ＰＬ．24・25）

位置：Ｘ：162・163、Ｙ：109・110 グリッド。主軸方位：Ｎ -85°- Ｗ。重複：Ｗ -27 号溝と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本住居跡は、Ｗ -27 号溝より新しい。規模：4.92 ｍ× 3.45 ｍ。残存深度：0.43 ｍ。面積：

16.97 ㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られ、住居跡の北側がやや高まる状態にある。壁周溝は、東壁北半で確

認されている。カマド：住居跡の南東コーナーに付設されており、全長 1.14 ｍ・最大幅 0.86 ｍ・燃焼部幅 0.86

ｍ・主軸方位Ｎ -68°- Ｗを測る。横位断面形状は「Ｕ」字状、縦位断面はテラス状の段差を持ちながら鋭角に

立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土・灰を含む黒褐色・暗褐色・灰黄褐色を主体とした

土により埋没している。焚き口は住居跡床面とほぼ同じ高さである。構築材として川原石・白色粘土が使用され

ている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：推定範囲内に２基のピット及び土坑１基が確認されている。各ピッ

トの規模は、Ｐ１が平面 0.80 ｍ× 0.40 ｍ、深さ 0.35 ｍ、Ｐ２が平面（0.70）ｍ× 0.65 ｍ、深さ 36 ｍ、Ｄ１

は不整長方形状を呈し、平面 1.97 ｍ× 1.47 ｍ、深さ 0.15 ｍを測る。ピットはＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ロー

ム粒が混入する黒褐色・暗褐色の土により埋没しており、Ｐ１で柱痕が確認されている。土坑はＡｓ－Ｃ・ロー

ムブロック・ローム粒が混入する黒褐色・暗褐色の土により埋没している。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ロー

ム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ロー

ム粒・炭化粒を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド及び西

壁周辺、ピット内からの出土が目立つ。ピット以外からの出土遺物のほとんどは床面直上での確認となっている。

時期：11 世紀前半と想定される。

　Ｈ -64 号住居跡（遺構：Fig.33、ＰＬ．９／遺物：Fig.67、Tab.12、ＰＬ．25）

位置：Ｘ：164・165、Ｙ：110・111 グリッド。主軸方位：Ｎ -70°- Ｗ。重複：Ｈ -52・65 号住居跡、Ｄ -30・
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50・53・57 号土坑、Ｗ -27 号溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -52・65 号住居跡、

Ｄ -30・50・53・57 号土坑、Ｗ -27 号溝より新しい。形状：隅丸方形状を呈するものと想定される。規模：3.95

ｍ× 3.70 ｍ。残存深度：0.20 ｍ。面積：（14.62）㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦であ

る。壁周溝は見られない。カマド：住居跡の東壁やや南寄りに付設されており、全長 0.77 ｍ・最大幅 1.04 ｍ・

燃焼部幅0.68ｍ・主軸方位Ｎ-56°-Ｗを測る。横位断面形状は皿状、縦位断面は煙道部がほぼ直角に立ち上がり、

Ａｓ－Ｃ・焼土・炭化粒・白色粘土・灰を含む黒褐色・暗褐色・褐色を主体とした土により埋没している。焚き

口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。構築材として川原石・白色粘土が使用されている。貯蔵穴：確認さ

れていない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する暗

褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土を含む黒褐色・暗

褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド周辺に集中する傾向にある。被熱を受

けた瓦の出土も見られることから、カマドの構築材として利用されていたものと想定される。時期：11 世紀後

半と想定される。

　Ｈ -65 号住居跡（遺構：Fig.33 ～ 35、ＰＬ．９／遺物：Fig.68、Tab.12、ＰＬ．25・26）

位置：Ｘ：165・166、Ｙ：111・112 グリッド。主軸方位：Ｎ - ２°- Ｗ。重複：Ｈ -64 号住居跡、Ｔ - ８号竪穴

状遺構、Ｄ -28・53・75 号土坑、Ｗ - ２・６号溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｄ -53

号土坑より新しく、Ｈ -64 号住居跡、Ｔ -８号竪穴状遺構、Ｄ -28・75 号土坑、Ｗ -２・６号溝より古い。形状：

方形ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：6.15 ｍ×〈4.57〉ｍ。残存深度：0.65 ｍ。面積：〈28.11〉

㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られ、住居跡中央付近がやや窪む。壁周溝は、東壁でのみ確認されている。カ

マド：住居跡の北壁やや東寄りに付設されており、全長 0.64 ｍ・最大幅 0.45 ｍ・燃焼部幅 0.45 ｍ・主軸方位

Ｎ -４°-Ｗを測る。横位断面形状は箱状、縦位断面は煙道部が鋭角に立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・

ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土・灰を含む黒褐色・暗褐色・暗灰色を主体とした土により埋没している。焚

き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。構築材として白色粘土が使用されている。貯蔵穴：住居跡北東コー

ナーで確認されている。規模は0.86ｍ×0.80ｍ、深さ0.19ｍを測り、長方形状を呈する。埋没土はＡｓ－Ｃ・ロー

ムブロック・ローム粒が混入する黒褐色の土となっている。貯蔵穴の西及び南側はテラス状に高まる。柱穴：推

定範囲内に５基のピット・１基の土坑が確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.43 ｍ× 0.39 ｍ、深

さ 0.61 ｍ、Ｐ２が平面 0.50 ｍ× 0.50 ｍ、深さ 49 ｍ、Ｐ３が平面 0.49 ｍ× 0.37 ｍ、深さ 61 ｍ、Ｐ４が平面 0.40

ｍ× 0.39 ｍ、深さ 58 ｍ、Ｐ５が平面 0.35 ｍ× 0.31 ｍ、深さ 0.23 ｍを測る。これらのピットはＡｓ－Ｃ・ロー

ムブロック・ローム粒が混入する黒褐色・暗褐色の土により埋没しており、Ｐ１～Ｐ４が主柱穴と考えられる。

なお、柱痕がＰ１で確認されている。土坑（Ｄ１）は平面 1.20 ｍ× 0.98 ｍ、深さ 0.22 ｍを測る。形状は不整

長方形状を呈し、Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含む黒褐色ないし暗褐色の土により埋没している。貼

床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する暗褐色土により構築されている。遺構埋没状態：

Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による人

為埋没と想定される。遺物出土状態：住居跡中央からカマド周辺にかけて集中する傾向にある。出土する高さは、

カマド周辺が床面直上、住居跡中央付近が床面から５～ 15 ㎝浮いた状態である。また、埋没土中より長さ 7.9 ㎝、

幅 6.0 ㎝、厚さ 2.1 ㎝の滑石が出土しており、石製模造品等の素材と推測される。時期：６世紀中頃と想定される。

　Ｈ -67 号住居跡（遺構：Fig.35、ＰＬ．７／遺物：Fig.68、Tab.12・13、ＰＬ．26）

位置：Ｘ：165・166、Ｙ：109・110 グリッド。主軸方位：Ｎ -84°- Ｗ。重複：Ｈ -32・36・53 号住居跡と重複し、

出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -32 号住居跡より新しく、Ｈ -36・53 号住居跡より古い。形状：
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方形ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：〈2.58〉ｍ×〈1.32〉ｍ。残存深度：0.35 ｍ。面積：〈3.41〉㎡。

床面の状態：多少の凸凹が見られ、住居跡中央付近がやや高まる。壁周溝は見られない。カマド：住居跡北ない

し東壁に付設されていたものと推測されるが、確認できなかった。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認され

ていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・焼土を含み、しまりを有する暗褐色土により構築され

ている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ・ローム粒・炭化粒を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による

自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中に散在する状態で出土している。時期：10世紀後半と想定される。

　Ｈ -69 号住居跡（遺構：Fig.36・37、ＰＬ．９／遺物：Fig.68・69、Tab.13、ＰＬ．26）

位置：Ｘ：160・161・162、Ｙ：111・112・113 グリッド。主軸方位：Ｎ -31°- Ｗ。重複：Ｔ -９号竪穴状遺構、

Ｗ -２・16・19 号溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｔ -９号竪穴状遺構、Ｗ -２・19・

16 号溝より古い。形状：方形状を呈する。規模：6.79 ｍ× 6.22 ｍ。残存深度：0.78 ｍ。面積：42.23 ㎡。床面

の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、北及び東壁で確認されている。炉跡：Ｐ２・

Ｐ４間で確認されており、0.89 ｍ× 0.71 ｍ、深さ 0.06 ｍの楕円形状を呈する。炉跡の中央には長さ 0.19 ｍ、

幅 0.09 ｍの枕石（川原石）が置かれており、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒が混入する黒褐色土で埋没している。

枕石南側の炉底はやや焼土化している。貯蔵穴：住居跡南西コーナー付近で確認されている。規模は0.65ｍ×0.50

ｍ、深さ 0.34 ｍを測り、隅丸方形状を呈する。埋没土はＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒が混入する黒褐色・

暗褐色の土で埋没している。柱穴：推定範囲内に８基のピットが確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平

面 0.63 ｍ× 0.56 ｍ、深さ 0.50 ｍ、Ｐ２が平面 0.35 ｍ× 0.34 ｍ、深さ 0.61 ｍ、Ｐ３が平面 0.36 ｍ× 0.35 ｍ、

深さ 0.72 ｍ、Ｐ４が平面 0.30 ｍ× 0.27 ｍ、深さ 0.50 ｍ、Ｐ５が平面 0.25 ｍ× 0.25 ｍ、深さ 0.44、Ｐ６が

平面 0.25 ｍ× 0.25 ｍ、深さ 0.24 ｍ、Ｐ７が平面 0.27 ｍ× 0.24 ｍ、深さ 0.22 ｍ、Ｐ８が平面 0.11 ｍ× 0.10 ｍ、

深さ 0.09 ｍを測る。主柱穴はＰ２～Ｐ５と推測され、Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含む黒褐色・暗褐色・

にぶい黄褐色土により埋没している。なお、柱痕はＰ２で確認されている。Ｐ１は貯蔵穴と対角線上の位置にあ

り、平面楕円形状を呈している。Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒の混入する黒褐色褐色土で埋没しており、

規模や貯蔵穴との位置関係から、貯蔵穴として機能していた可能性が考えられる。Ｐ６・７に関しては、掘り込

みの深度が他の柱穴より浅い状態にある。出入口施設の一環としての構築物とも考えられる。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロー

ムブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ

－ＦＡ・ロームブロック・ローム粒・炭化粒を含む黒褐色・暗褐色・灰黄褐色を主体とした土による人為埋没と

想定される。なお、埋没土の上位（２～４層）ではＨｒ－ＦＡの混入が多く見られるが、それ以下の層からはＨ

ｒ－ＦＡの混入を観察することができなかった。このため、Ｈｒ－ＦＡ降下時に本住居跡は埋まりきっておらず、

窪地状となっていたものと想定される。Ｈｒ－ＦＡの一次堆積層の残存が見られない理由として、Ｈｒ－ＦＡ降

下後に耕作等による地面の撹拌がなされていたことが推測される。遺物出土状態：１・２以外の遺物はほぼ床面

直上からの出土で、埋没土中からの出土は極めて少ない。１の土器は２の土器内に入れ子状に納まっていた。床

面直上より出土した土器は、土圧で押しつぶされたような状態で出土している。時期：４世紀前半と想定される。

　Ｈ -70 号住居跡（遺構：Fig.31、ＰＬ．10）

位置：Ｘ：160、Ｙ：113・114 グリッド。主軸方位：Ｎ -82°- Ｗ。重複：Ｗ -22・24 号溝と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本住居跡は、Ｗ -22・24 号溝より古い。形状：方形ないし長方形状を呈するものと想定される。

規模：〈1.86〉ｍ×〈1.58〉ｍ。残存深度：0.45 ｍ。面積：〈2.94〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、

比較的平坦である。壁周溝は見られない。炉跡：円形状（0.22 ｍ× 0.21 ｍ）に炭化物及び焼土が床面直上より

確認されている部分が見られ、同部分が炉跡と考えられる。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていな
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い。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構

埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒を含む黒褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。なお、Ａｓ

－Ｃの混入量は比較的多い。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：埋没土層の状態が古墳時代前期の

埋没土（Ａｓ－Ｃの混入量が多く、黒褐色土主体の土）と類似することや炉跡状の炭化物及び焼土が残ることか

ら古墳時代前期と想定される。

　Ｈ -72 号住居跡（遺構：Fig.37）

位置：Ｘ：162、Ｙ：113・114 グリッド。主軸方位：Ｎ -73°- Ｅ。重複：Ｈ -73・79 号住居跡、Ｗ -２号溝と重複し、

出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -73・79 号住居跡より新しく、Ｗ -２号溝より古い。形状：長方

形状を呈するものと想定される。規模：〈3.40〉ｍ×〈2.10〉ｍ。残存深度：0.19 ｍ。面積：〈7.14〉㎡。床面

の状態：多少の凸凹が見られ、壁面近くがやや低くなる。壁周溝は見られない。カマド：検出範囲内においては

確認されていない。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ローム粒を含み、

しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒を含む暗褐色を主体とした

土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：Ｈ -73 号住居跡との新旧関係

から 10 世紀後半以降と想定される。

　Ｈ -73 号住居跡（遺構：Fig.37・38、ＰＬ．10 ／遺物：Fig.69、Tab.13、ＰＬ．27）

位置：Ｘ：162・163、Ｙ：113 グリッド。主軸方位：Ｎ -55°- Ｅ。重複：Ｈ -72・79 号住居跡、Ｗ -２号溝穴と

重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -79 号住居跡より新しく、Ｈ -72 号住居跡、Ｗ -２号溝

より古い。形状：方形ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：3.24 ｍ×〈2.50〉ｍ。残存深度：0.18

ｍ。面積：〈8.10〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られ、住居跡中央付近がやや窪む。カマド：住居跡の南東コー

ナーに付設されており、全長 0.80 ｍ・最大幅 0.68 ｍ・燃焼部幅 0.43 ｍ・主軸方位Ｎ -58°- Ｗを測る。横位断

面形状は皿状、縦位断面は煙道部が緩やかに立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土・灰を

含む黒褐色・暗褐色・褐色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。

構築材として川原石・白色粘土が使用されている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：

Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：

Ａｓ－Ｃ・ローム粒を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド

周辺に集中する傾向にある。時期：10 世紀後半と想定される。

　Ｈ -79 号住居跡（遺構：Fig.38、ＰＬ．10 ／遺物：Fig.70、Tab.13、ＰＬ．27）

位置：Ｘ：162・163、Ｙ：113 グリッド。主軸方位：Ｎ -43°- Ｗ。重複：Ｈ -72・73・80 号住居跡、Ｗ -２号溝

と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -72・73・80 号住居跡、Ｗ - ２号溝より古い。形状：

方形ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：〈4.77〉ｍ× 4.58 ｍ。残存深度：0.30 ｍ。面積：〈21.85〉

㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は検出部分に限るが、南西壁の北半を除

き全周する。カマド：確認されていない。かまどはＷ -２号溝により壊されたものと考えられるが、残存する貯

蔵穴の位置から北西壁に付設されていたものと推測される。貯蔵穴：住居跡北コーナーに置かれているものと想

定され、規模は 0.76 ｍ× 0.74 ｍ、深さ 0.14 ｍを測り、円形状を呈する。柱穴：推定範囲内に６基のピットが

確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.40 ｍ× 0.39 ｍ、深さ 0.33 ｍ、Ｐ２が平面 0.34 ｍ× 0.24 ｍ、

深さ 42 ｍ、Ｐ３が平面 0.30 ｍ× 0.28 ｍ、深さ 0.20 ｍ、Ｐ４が平面 0.38 ｍ× 0.35 ｍ、深さ 40 ｍ、Ｐ５が平

面 0.13 ｍ× 0.12 ｍ、深さ 0.04 ｍ、Ｐ６が平面 0.28 ｍ× 0.18 ｍ、深さ 0.10 ｍを測る。これらのピットはＡｓ
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－Ｃ・ロームブロック・ローム粒が混入する黒褐色・暗褐色の土により埋没しており、Ｐ１～Ｐ４が主柱穴と考

えられる。なお、柱痕がＰ１で確認されている。また、Ｐ５・６は住居跡内での位置関係上、出入口施設に関係

するピットの可能性を含むものである。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する暗

褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・炭化粒を含む黒褐色・暗

褐色・暗灰色を主体とした土による人為埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中に散在する状態にある。時

期：７世紀前半と想定される。

　Ｈ -80 号住居跡（遺構：Fig.39、ＰＬ．10）

位置：Ｘ：163・164、Ｙ：113 グリッド。主軸方位：Ｎ -73°- Ｗ。重複：Ｈ -79・81 号住居跡と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -79 号住居跡より新しく、Ｈ -81 号住居跡より古い。形状：方形ないし長方

形状を呈するものと想定される。規模：〈4.14〉ｍ×〈2.48〉ｍ。残存深度：0.25 ｍ。面積：〈10.27〉㎡。床面

の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は北壁で確認されている。カマド：検出範囲内に

おいては確認されていない。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブ

ロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒

を含む黒褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：住居跡西側の床面直上に散在する状

態で出土している。時期：重複遺構との新旧関係から７世紀前半～ 10 世紀前半と想定される。　

  Ｈ -81 号住居跡（遺構：Fig.39、ＰＬ．10 ／遺物：Fig.70・71、Tab.14、ＰＬ．27・28）

位置：Ｘ：163・164、Ｙ：113 グリッド。主軸方位：Ｎ -88°- Ｗ。重複：Ｈ -80 号住居跡、Ｗ -２号溝と重複し、

出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -80 号住居跡より新しく、Ｗ -２号溝より古い。形状：方形ない

し長方形状を呈するものと想定される。規模：3.25 ｍ×〈3.10〉ｍ。残存深度：0.18 ｍ。面積：〈10.08〉㎡。

床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は見られない。カマド：住居跡の東壁に付設

されており、全長 1.69 ｍ・最大幅〈0.52〉ｍ・燃焼部幅〈0.45〉ｍ・主軸方位Ｎ -85°- Ｅを測る。横位断面形

状は皿状、縦位断面は煙道部が緩やかに立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・焼土・炭化粒・白

色粘土・灰を含む黒褐色・暗褐色・暗灰色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや

窪む状態にある。構築材として川原石・瓦・白色粘土が使用されている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確

認されていない。なお、住居跡の床面下には２基の土坑が確認されており、Ｄ１は平面 0.87 ｍ× 0.64 ｍ、深さ

0.14 ｍの楕円形状を呈する土坑で、Ａｓ－Ｃ・ロームブロックを含む黒褐色土で埋没している。Ｄ２は平面 1.25

ｍ× 0.80 ｍ、深さ 0.23 ｍの隅丸長方形状を呈する土坑で、Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含む黒褐色

土で埋没している。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築さ

れている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と

想定される。遺物出土状態：カマド内に集中する状態で出土している。時期：10 世紀前半と想定される。

　Ｈ -82 号住居跡（遺構：Fig.40、ＰＬ．10 ／遺物：Fig.71、Tab.14、ＰＬ．27）

位置：Ｘ：164、Ｙ：112 グリッド。主軸方位：Ｎ -73°- Ｗ。重複：Ｗ - ２号溝と重複し、出土遺物・埋没土層

の観察から本住居跡は、Ｗ-２号溝より古い。形状：方形ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：〈3.09〉

ｍ×〈1.50〉ｍ。残存深度：0.34 ｍ。面積：〈4.64〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦で

ある。壁周溝は北壁で確認されている。カマド：検出範囲内においては確認されていない。貯蔵穴：確認されて

いない。柱穴：推定範囲内に２基のピットが確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.94 ｍ× 0.64 ｍ、

深さ 0.27 ｍ、Ｐ２が平面 0.74 ｍ× 0.65 ｍ、深さ 0.37 ｍを測る。これらのピットはＡｓ－Ｃ・ロームブロック・
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ローム粒が混入する黒褐色の土により埋没している。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しま

りを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・炭化粒を含

む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：Ｐ１埋没土中からの出土が見ら

れる。時期：11 世紀前半と想定される。

　Ｈ -83 号住居跡（遺構：Fig.40、ＰＬ．11 ／遺物：Fig.71・72、Tab.14、ＰＬ．28）

位置：Ｘ：163・164、Ｙ：111・112 グリッド。主軸方位：Ｎ -78°- Ｗ。重複：Ｔ - ９号竪穴状遺構、Ｗ - ２号

溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｔ -９号竪穴状遺構より新しく、Ｗ -２号溝より古い。

形状：長方形状を呈するものと想定される。規模：3.30 ｍ×〈3.17〉ｍ。残存深度：0.29 ｍ。面積：〈10.46〉㎡。

床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は西壁及び北壁の一部で確認されている。カ

マド：住居跡の東壁に付設されており、全長 1.42 ｍ・最大幅 0.74 ｍ・燃焼部幅 0.60 ｍ・主軸方位Ｎ -58°- Ｗ

を測る。横位断面形状は「Ｕ」字状、縦位断面は煙道部が鋭角に立ち上がり、Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化

粒・白色粘土を含む黒褐色を主体とした土により埋没している。焚き口は住居跡床面よりもやや窪む状態にある。

構築材として川原石・白色粘土が使用されている。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：

Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：

Ａｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：

カマド内からの出土が目立つ。カマド以外からの出土遺物は床面直上での確認となっている。時期：10 世紀前

半と想定される。

　Ｈ -84 号住居跡（遺構：Fig.41、ＰＬ．11 ／遺物：Fig.72、Tab.14、ＰＬ．28）

位置：Ｘ：166・167、Ｙ：113 グリッド。主軸方位：Ｎ -53°- Ｅ。重複：Ｈ -85 号住居跡、Ｗ -２号溝と重複し、

出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -85 号住居跡・Ｗ -２号溝より古い。形状：方形ないし長方形状

を呈するものと想定される。規模：〈4.18〉ｍ×〈2.44〉ｍ。残存深度：0.56 ｍ。面積：〈10.20〉㎡。床面の状態：

多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は、北東及び北西壁の一部で確認されている。カマド：検

出範囲内においては確認されていない。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：確認されていない。貼床：Ａｓ－Ｃ・

ロームブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロー

ムブロック・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土を含む黒褐色・暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定さ

れる。遺物出土状態：埋没土中及び床面直上に散在する状態で出土している。時期：７世紀中頃と想定される。

　Ｈ -85 号住居跡（遺構：Fig.41、ＰＬ．11 ／遺物：Fig.72、Tab.14、ＰＬ．28）

位置：Ｘ：167、Ｙ：113 グリッド。主軸方位：Ｎ -53°- Ｅ。重複：Ｈ -84 号住居跡と重複し、出土遺物・埋没

土層の観察から本住居跡は、Ｈ -84 号住居跡より新しい。形状：方形ないし長方形状を呈するものと想定される。

規模：2.56 ｍ×〈1.66〉ｍ。残存深度：0.68 ｍ。面積：〈4.25〉㎡。床面の状態：多少の凸凹が見られるが、比

較的平坦である。壁周溝は見られない。カマド：検出範囲内においては確認されていない。貯蔵穴：確認されて

いない。柱穴：推定範囲内に１基のピット（Ｐ１）が確認されている。規模は、平面 0.45 ｍ× 0.39 ｍ、深さ 0.20

ｍを測り、Ａｓ－Ｃ・ローム粒が混入する黒褐色の土により埋没している。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ロー

ム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ロー

ム粒・焼土・白色粘土を含む黒褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土上位か

らの出土となっている。時期：７世紀中頃と想定される。
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　Ｈ -87 号住居跡（遺構：Fig.42、ＰＬ．11 ／遺物：Fig.72、Tab.15、ＰＬ．28）

位置：Ｘ：167・168、Ｙ：111・112 グリッド。主軸方位：Ｎ -２°-Ｗ。重複：Ｈ -54 号住居跡、Ｗ -２号溝と重複し、

出土遺物・埋没土層の観察から本住居跡は、Ｈ -54 号住居跡、Ｗ -２号溝より古い。形状：方形ないし長方形状

を呈するものと想定される。規模：〈4.60〉ｍ×〈3.97〉ｍ。残存深度：0.56 ｍ。面積：〈18.26〉㎡。床面の状態：

多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。壁周溝は住居跡北西コーナー付近で確認されている。炉跡：Ｐ１・

Ｐ３間で確認されており、0.65 ｍ× 0.65 ｍ、深さ 0.08 ｍの円形状を呈する。貯蔵穴：確認されていない。柱穴：

推定範囲内に５基のピットが確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.45 ｍ× 0.40 ｍ、深さ 0.58 ｍ、

Ｐ２が平面0.28ｍ×0.25ｍ、深さ0.43ｍ、Ｐ３が平面0.32ｍ×0.28ｍ、深さ0.61ｍ、Ｐ４が平面0.23ｍ×0.23

ｍ、深さ 0.31 ｍ、Ｐ５が平面 0.50 ｍ× 0.31 ｍ、深さ 0.20 ｍを測る。これらのピットはＡｓ－Ｃ・ロームブロッ

ク・ローム粒が混入する黒褐色・暗褐色ないしにぶい黄褐色の土により埋没しており、Ｐ１～Ｐ４が主柱穴と考

えられる。なお、Ｐ５は主柱穴との位置関係から出入口施設に伴うピットと推測される。貼床：Ａｓ－Ｃ・ロー

ムブロック・ローム粒を含み、しまりを有する黒褐色土により構築されている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロー

ムブロック・ローム粒を含む黒褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中に散

在する状態で出土している。時期：４世紀前半と想定される。

３　溝
　Ｗ -２号溝（遺構：Fig.43・44、ＰＬ．11 ／遺物：Fig.72・73、Tab.15、ＰＬ．28）

位置：Ｘ：158 ～ 181、Ｙ：108 ～ 115 グリッド。主軸方位：東から西へ向けてＮ -78°- Ｗ → Ｎ -89°- Ｅ → 

Ｎ -17°- Ｗ。重複：Ｈ - ４・18・54・65・69・73・74・79・81・82・83・84・87・88・91・92・93・95・96・

98 号住居跡、Ｔ - ４・８・９号竪穴状遺構、Ｄ -40・46・48・49・55・74 号土坑、Ｗ -14・17・18・20・22・

23・24・29 号溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から、本溝はＨ -４・18・54・65・69・73・74・79・81・

82・83・84・87・88・91・92・93・95・96・98 号住居跡、Ｔ - ４・８・９号竪穴状遺構、Ｄ -40・46・48・49・

55・74 号土坑、Ｗ -17・24・29 号溝より新しい。Ｗ -14・18・20・23・22 号溝との新旧関係は不明。規模：上

端幅 3.01 ｍ～ 4.45 ｍ、下端幅 1.46 ｍ～ 2.90 ｍ。残存深度：1.08 ｍ。断面形態：逆台形状を呈する。底面の

状態：平坦に保たれているが、西側においては、底面端部が轍状に窪む。底面の標高は西から東に向けて減ずる

状態にある。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土・砂粒

を含む暗褐色・暗灰色を主体とした土による自然埋没と想定される。なお、砂粒の混入が顕著に見られることか

ら、洪水により埋没したものと推測される。遺物出土状態：埋没土中から陶器・古銭・獣骨等の出土が見られる。

時期：15 世紀前半と想定される。

　Ｗ -３・15 号溝（遺構：Fig.42・43 ／遺物：Fig.73、Tab.15・16、ＰＬ．29）

位置：Ｘ：168 ～ 182、Ｙ：107 ～ 117 グリッド。主軸方位：東から西へ向けてＮ -60°- Ｗ → Ｎ -28°- Ｗ。重

複：Ｈ -17・31・34・35・74・86・88・91・92・93・98 号住居跡、Ｄ -９・26・39・62（Ｂ -２号掘立柱建物跡）・

63（Ｂ -２号掘立柱建物跡）・64・66 号土坑、Ｗ -２・５・６・11・13 号溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観

察から、本溝はＨ -17・31・34・35・74・86・88・91・92・93・98 号住居跡、Ｄ -26・39・62（Ｂ - ２号掘立柱

建物跡）・63（Ｂ -２号掘立柱建物跡）・64・66 号土坑、Ｗ -13 号溝より新しく、Ｄ -９号土坑、Ｗ -２・５・６・

11 号溝より古い。規模：上端幅 1.04 ｍ～ 4.92 ｍ、下端幅 0.75 ｍ～ 4.30 ｍ。残存深度：0.48 ｍ。断面形態：

不整形な皿状を呈する。底面の状態：凸凹が顕著に見られ、底面の標高は北西から南東に向けて減ずる状態にあ

る。人工的に築かれた溝ではなく、洪水等による急激な水の流れによって作り出されたものと想定される。遺構

埋没状態：少なくても５度におよぶ洪水の痕跡が埋没土中で認められる。埋没土中には、Ａｓ－Ｃ・ロームブロッ

－ 28 － － 29 －



ク・ローム粒・焼土・炭化粒・灰・白色粘土・砂粒・小礫・鉄分を含む黒褐色・暗褐色・暗灰色を主体とした土

による自然埋没（洪水による）と想定される。なお、５度におよぶ洪水のうち新しい洪水（４・５回目）の埋没

土にはＡｓ－Ｂが含まれる。遺物出土状態：埋没土中から古墳時代～平安時代の遺物が多量に出土している。時

期：最初の洪水は 10 世紀後半～Ａｓ－Ｂ降下までの間に起こったものと想定される。

　Ｗ -６号溝

位置：Ｘ：169 ～ 175、Ｙ：111・112 グリッド。主軸方位：東から西へ向けてＮ -74°- Ｗ → Ｎ -81°- Ｗ。な

お、本溝はＷ - ２・５号溝と並走する関係にある。重複：Ｈ -54・65・86・88・91・92・93・94・96 号住居跡、

Ｄ -51 号土坑、Ｂ - ２号掘立柱建物跡（Ｄ -62 号土坑）、Ｗ - ７・15 号溝と重複し、埋没土層の観察から、本溝

はＨ -54・65・86・88・91・92・93・94・96 号住居跡、Ｄ -51 号土坑、Ｂ -２号掘立柱建物跡（Ｄ -62 号土坑）、

Ｗ -15 号溝より新しく、Ｗ -７号溝より古い。規模：上端幅 0.40 ｍ～ 1.00 ｍ、下端幅 0.20 ｍ～ 0.78 ｍ。残存

深度：0.20 ｍ。断面形態：皿状を呈する。底面の状態：比較的なだらかで、底面の標高は西から東に向けて減

ずる状態にある。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・ローム粒・焼土を含む黒褐色を主体とした土による自然

埋没と想定される。遺物出土状態：流れ込みと判断される古墳時代から平安時代の土器片が埋没土中から出土し

ている。時期：埋没土中にＡｓ－Ｂの一次堆積層が見られないことから、Ａｓ－Ｂ降下以降に帰属するものと想

定される。

　Ｗ -９・11 号溝（遺物：Fig.73、Tab.15、ＰＬ．29）

※Ｗ -９号溝とＷ -11 号溝は発掘調査段階で、別遺構として扱っていたが、戦利調査の段階で、同一遺構と判断

した。

位置：Ｘ：167 ～ 170、Ｙ：107 ～ 111 グリッド。主軸方位：Ｗ -９号溝（東西方向）：Ｎ -84°- Ｗ。Ｗ -11 号溝

（南北方向）：Ｎ - ３°- Ｅ。重複：Ｈ -30・54・86・94 号住居跡、Ｗ - ５・15・25・28 号溝と重複し、埋没土層

の観察から、本溝はＨ -30・54・86・94 号住居跡、Ｗ - ５・15・25・28 号溝より新しい。規模：上端幅 0.90 ｍ

～ 1.46 ｍ、下端幅 0.28 ｍ～ 1.04 ｍ。残存深度：0.35 ｍ。断面形態：逆台形状を呈する。底面の状態：比較的

なだらかで、底面の標高は北から南、東から西に向けて減ずる状態にある。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・

ロームブロック・ローム粒・炭化粒を含む黒褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：

流れ込みと判断される古墳時代から平安時代の土器片等が埋没土中から出土している。時期：埋没土中にＡｓ－

Ｂの一次堆積層が見られないことから、Ａｓ－Ｂ降下以降に帰属するものと想定される。

　Ｗ -14 号溝

位置：Ｘ：157・158、Ｙ：108 グリッド。主軸方位：Ｎ -85°- Ｗ。重複：Ｈ -41 号住居跡、Ｗ -２号溝と重複し、

埋没土層の観察から、本溝はＨ -41 号住居跡より新しい。Ｗ - ２号溝との新旧関係は不明。規模：上端幅 0.69

ｍ～ 0.78 ｍ、下端幅 0.45 ｍ～ 0.57 ｍ。残存深度：0.11 ｍ。断面形態：浅い皿状を呈する。底面の状態：比較

的なだらかで、底面の標高は中央付近がやや窪む。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・ローム粒を含む暗灰色

を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：埋没土中にＡｓ

－Ｂの一次堆積層が見られないことから、Ａｓ－Ｂ降下以降に帰属するものと想定される。

　Ｗ -16 号溝

位置：Ｘ：162、Ｙ：110・111 グリッド。主軸方位：Ｎ - ２°- Ｅ。重複：Ｈ -69 号住居跡と重複するが、新旧

関係は不明。規模：上端幅 0.50 ｍ～ 0.60 ｍ、下端幅 0.26 ｍ～ 0.37 ｍ。残存深度：0.23 ｍ。断面形態：逆台
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形状を呈する。底面の状態：多少の凸凹が見られ、底面の標高は中央付近がやや高まる。遺構埋没状態：注記漏

れのため不明。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：不明。

　Ｗ -17 号溝（遺構：Fig.44・45、ＰＬ．12 ／遺物：Fig.74 ～ 77、Tab.16・17、ＰＬ．29 ～ 31）

位置：Ｘ：157 ～ 163、Ｙ：108 ～ 114 グリッド。主軸方位：Ｎ -38°- Ｅ。重複：Ｈ -47・48・56・60・61 号住

居跡、Ｗ - ２・18・19・23 号溝と重複し、出土遺物・埋没土層の観察から、本溝はＨ -48 号住居跡より新しく、

Ｈ -47・56・60・61 号住居跡、Ｗ -２・18・23 号溝より古い。Ｗ -19 号溝との新旧関係は不明。規模：上端幅 1.96

ｍ～ 3.07 ｍ、下端幅 0.52 ｍ～ 0.81 ｍ。残存深度：1.45 ｍ。断面形態：逆台形状を呈する。底面の状態：平坦

に保たれている。底面の標高はほぼ同レベルに保たれている。遺構埋没状態：10 層の上位が硬化しているため、

埋没途中で、道として機能を変容させていたものと想定される。なお、10 層上位の硬化面は、部分的にではなく、

溝全体から確認されている。本溝の構築当初から道へと変容するまでの埋没は、Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ・ローム

粒・ロームブロック・焼土・炭化粒・砂粒が混入する黒褐色ないし暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定

される。最下層である 26・27 層には砂粒の混入が顕著に見られることから、最下位は流水の影響を受けた埋没

と考えられる。また、自然埋没ではあるものの、埋没土中にはロームブロックおよびＨｒ－ＦＡブロックの混入

が見られる。この状態から、本溝脇に土塁状の構築物（溝掘削時に出た土によって構築されたもの）が存在して

いたものと推測される。道構築後の埋没は、Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒が混入する黒褐色ないし暗褐

色の土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：溝底面及び埋没土中位からの出土が見られる。溝中位から

の遺物出土は埋没途中に投棄されたものと考えられる。なお、出土遺物は本溝が道として機能する以前のものと

考えられる。時期：古墳時代後期（６世紀末～７世紀初頭）と想定される。

　Ｗ -18 号溝

位置：Ｘ：159・160、Ｙ：108 ～ 111 グリッド。主軸方位：Ｎ -13°- Ｗ～Ｎ -41°- Ｗ。重複：Ｈ -48 号住居跡、

Ｗ - ２・17 号溝と重複し、埋没土層の観察から、本溝はＨ -48 号住居跡、Ｗ -17 号溝より新しい。Ｗ - ２号溝

との新旧関係は不明。規模：上端幅〈1.28〉ｍ～〈2.02〉ｍ、下端幅〈1.05〉ｍ～〈1.68〉ｍ。残存深度：0.27

ｍ。断面形態：中央付近が瘤状に高まる形状を呈する。底面の状態：多少の凸凹が見られる。遺構埋没状態：Ａ

ｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ・ローム粒・焼土を含む黒褐色・暗褐色・暗灰色を主体とした土による自然埋没

と想定される。遺物出土状態：埋没土中から人骨の出土が見られる。時期：埋没土中にＡｓ－Ｂの一次堆積層が

見られないことから、Ａｓ－Ｂ降下以降に帰属するものと想定される。

　Ｗ -19 号溝（遺構：Fig.45）

位置：Ｘ：161 ～ 163、Ｙ：108 ～ 111 グリッド。主軸方位：Ｎ -25°- Ｅ～Ｎ -42°- Ｅ。重複：Ｈ -69 号住居跡、

Ｗ -17 号溝と重複し、埋没土層の観察から、本溝はＨ -69 号住居跡より新しい。Ｗ -17 号溝との新旧関係は不明。

規模：上端幅 0.73 ｍ～ 1.42 ｍ、下端幅 0.35 ｍ～ 1.03 ｍ。残存深度：0.15 ｍ。断面形態：浅い皿状を呈する。

底面の状態：多少の凸凹が見られ、底面の標高はほぼ同レベルに保たれている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロー

ム粒を含む黒褐色ないし暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出土は見ら

れない。時期：埋没土の状態から５世紀以降Ａｓ－Ｂ降下以前と想定される。

　Ｗ -20 号溝

位置：Ｘ：157 ～ 159、Ｙ：111・112 グリッド。主軸方位：Ｎ -54°- Ｅ～Ｎ -66°- Ｅ。重複：Ｄ -20 号土坑、Ｗ -２・

21 号溝と重複し、埋没土層の観察から、本溝はＤ -20 号土坑、Ｗ -21 号溝より新しい。Ｗ - ２号溝との新旧関
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係は不明。規模：上端幅 0.96 ｍ～ 1.22 ｍ、下端幅 0.60 ｍ～ 0.78 ｍ。残存深度：0.28 ｍ。断面形態：皿状を

呈する。底面の状態：多少の凸凹が見られ、底面の標高は西から東に向けて減ずる状態にある。遺構埋没状態：

埋没土中にＡｓ－Ｂを含む土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：埋

没土中にＡｓ－Ｂの一次堆積層が見られないことから、Ａｓ－Ｂ降下以降に帰属するものと想定される。

　Ｗ -21 号溝

位置：Ｘ：157・158、Ｙ：111・112 グリッド。主軸方位：Ｎ -38°- Ｅ～Ｎ -51°- Ｅ。重複：Ｗ -20 号溝と重複

し、埋没土層の観察から、本溝はＷ -20 号溝より古い。規模：上端幅 0.57 ｍ～ 0.89 ｍ、下端幅 0.43 ｍ～ 0.54 ｍ。

残存深度：0.18 ｍ。断面形態：箱状を呈する。底面の状態：多少の凸凹が見られ、底面の標高は中央付近がや

や窪む状態にある。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒を含む黒褐色を主体とした土による自然埋没と想定され

る。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：埋没土の状態からＡｓ－Ｃ降下以降Ａｓ－Ｂ降下以前と想

定される。

　Ｗ -22 号溝

※本溝は２条の重複する溝で構成されており、それぞれＷ -22 ａ号溝・Ｗ -22 ｂ号溝と名称を付してある。

位置：Ｘ：160、Ｙ：113・114 グリッド。主軸方位：Ｎ -13°- Ｅ。重複：Ｈ -70 号住居跡、Ｗ -２号溝と重複し、

埋没土層の観察から、Ｗ -22 ａ号溝はＨ -70 号住居跡より新しい。Ｗ -２号溝との新旧関係は不明。Ｗ -22 ｂ号

溝はＨ -70 号住居跡より新しく、Ｗ -２号溝より古い。なお、Ｗ -22 ａ号溝が、Ｗ -22 ｂ号溝より新しい。規模：

Ｗ -22 ａ号溝：上端幅 0.77 ｍ～ 0.91 ｍ、下端幅 0.34 ｍ～ 0.54 ｍ。Ｗ -22 ｂ号溝：上端幅〈0.74〉ｍ～〈0.80〉

ｍ、下端幅〈0.53〉ｍ～〈0.65〉ｍ。残存深度：Ｗ -22 ａ号溝：0.61 ｍ。Ｗ -22 ｂ号溝：0.39 ｍ。断面形態：

Ｗ -22 ａ号溝は逆台形状、Ｗ -22 ｂ号溝は箱状を呈するものと想定される。底面の状態：両溝とも多少の凸凹が

見られ、底面の標高は北から南へ向けて減ずる状態にある。遺構埋没状態：Ｗ -22 ａ号溝はＡｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・

ローム粒・焼土・炭化粒を含む黒褐色を主体とした土による自然埋没、Ｗ -22 ｂ号溝はＡｓ－Ｃ・ロームブロッ

ク・ローム粒・焼土・炭化粒を含む黒褐色褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。なお、Ｗ -22 ａ号

溝の上位は硬くしまる状態にあることから、埋没途中の一段階で道として機能していたものと推測される。遺物

出土状態：流れ込みと判断される古墳時代から中世の土器片等が埋没土中から出土している。時期：Ｗ -22 ａ号

溝は、埋没土中にＡｓ－Ｂの一次堆積層が見られないことから、Ａｓ－Ｂ降下以降に帰属するものと想定される。

Ｗ -22 ｂ号溝は、埋没土の状態からＡｓ－Ｃ降下以降Ａｓ－Ｂ降下以前と想定される。

　Ｗ -23 号溝（遺物：Fig.77、Tab.17、ＰＬ．31）

位置：Ｘ：159、Ｙ：111 ～ 114 グリッド。主軸方位：Ｎ - １°- Ｅ～Ｎ -10°- Ｅ。重複：Ｈ -56・61 号住居跡、

Ｗ - ２・17 号溝と重複し、埋没土層の観察から、本溝はＨ -56・61 号住居跡、Ｗ -17 号溝より新しい。Ｗ - ２

号溝との新旧関係は不明。規模：上端幅 0.80 ｍ～ 1.05 ｍ、下端幅 0.42 ｍ～ 0.80 ｍ。残存深度：0.44 ｍ。断

面形態：逆台形状を呈する。底面の状態：多少の凸凹が見られ、底面の標高は中央付近がやや窪む状態にある。

遺構埋没状態：Ａｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒・小礫を含む暗灰色を主体とした土による自然埋没と想

定される。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：埋没土中にＡｓ－Ｂの一次堆積層が見られないこと

から、Ａｓ－Ｂ降下以降に帰属するものと想定される。

　Ｗ -24 号溝

位置：Ｘ：160・161、Ｙ：113・114 グリッド。主軸方位：Ｎ -８°-Ｅ。重複：Ｈ -62・70 号住居跡、Ｄ -31 号土坑、
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Ｗ -２号溝と重複し、埋没土層の観察から、本溝はＨ -62・70 号住居跡より新しく、Ｄ -31 号土坑、Ｗ -２号溝

より古い。規模：上端幅 0.63 ｍ～ 0.67 ｍ、下端幅 0.36 ｍ～ 0.40 ｍ。残存深度：0.24 ｍ。断面形態：逆台形

状を呈する。底面の状態：多少の凸凹が見られ、底面の標高は北から南へ向けて減ずる状態にある。遺構埋没状

態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒を含む黒褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出土

は見られない。時期：古墳時代前期～Ａｓ－Ｂ降下以前に帰属するものと想定される。

　Ｗ -25 号溝

位置：Ｘ：163 ～ 168、Ｙ：110・111 グリッド。主軸方位：Ｎ -83°- Ｗ。重複：Ｈ -38・52・54 号住居跡、

Ｄ -27・38 号土坑、Ｗ - ９・27 号溝と重複し、埋没土層の観察から、本溝はＨ -38・52・54 号住居跡、Ｗ -27

号溝より新しく、Ｗ -９号溝より古い。Ｄ -27・38 号土坑との新旧関係は不明。規模：上端幅 0.80 ｍ～ 1.21 ｍ、

下端幅 0.52 ｍ～ 0.75 ｍ。残存深度：0.17 ｍ。断面形態：逆台形状を呈する。底面の状態：多少の凸凹が見られ、

底面の標高は西から東へ向けて減ずる状態にある。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・ローム粒を含む黒褐色・

暗灰色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：埋没土中

にＡｓ－Ｂの一次堆積層が見られないことから、Ａｓ－Ｂ降下以降に帰属するものと想定される。

　Ｗ -27 号溝（遺物：Fig.77、Tab.17、ＰＬ．31）

位置：Ｘ：163・164、Ｙ：110 グリッド。主軸方位：Ｎ -79°- Ｗ。重複：Ｈ -63・64 号住居跡、Ｗ -25 号溝と重複し、

埋没土層と出土遺物の観察から、本溝はＨ -63・64 号住居跡、Ｗ -25 号溝より古い。規模：上端幅 0.77 ｍ～ 1.25

ｍ、下端幅 0.38 ｍ～ 1.05 ｍ。残存深度：0.25 ｍ。断面形態：皿状を呈する。底面の状態：多少の凸凹が見られ、

底面の標高はほぼ同レベルに保たれている。東側半分には壁周溝状に細い溝（幅 0.10 ｍ、深さ２㎝程）が巡る。

遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒を含む暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出

土状態：埋没土中より数量の土器片が出土している。時期：10 世紀後半から 11 世紀代に帰属するものと想定さ

れる。

　Ｗ -28 号溝

位置：Ｘ：167、Ｙ：111 グリッド。主軸方位：Ｎ -69°- Ｅ。重複：Ｗ -９号溝と重複し、埋没土層の観察から、

本溝はＷ - ９号溝より古い。規模：上端幅 0.49 ｍ～ 0.61 ｍ、下端幅 0.23 ｍ～ 0.45 ｍ。残存深度：0.17 ｍ。

断面形態：「Ｕ」字状を呈する。底面の状態：凸凹が顕著に見られる。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・Ｈｒ－ＦＡ・ロー

ム粒を含む黒褐色を主体とした土による人為埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：

Ａｓ－Ｃ降下以降からＡｓ－Ｂ降下以前と判断される。なお、埋没土中にＨｒ－ＦＡが土壌化していない状態で

残存していることなど、古墳時代前期の埋没土と類似する傾向にあることから、該期に帰属する可能性が高いも

のと想定される。

　Ｗ -29 号溝（遺構：Fig.49）

位置：Ｘ：168、Ｙ：113 グリッド。主軸方位：Ｎ -24°- Ｅ。重複：Ｔ -５号竪穴状遺構、Ｗ -２号溝と重複し、

埋没土層の観察から、本溝はＴ -５号竪穴状遺構、Ｗ -２号溝より古い。規模：上端幅 1.33 ｍ～ 1.41 ｍ、下端

幅 1.03 ｍ～ 1.12 ｍ。残存深度：0.73 ｍ。断面形態：逆台形状を呈する。底面の状態：多少の凸凹が見られ、底

面の標高はほぼ同レベルに保たれている。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含む暗褐色を

主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：Ａｓ－Ｃ降下以降

からＡｓ－Ｂ降下以前に帰属するものと想定される。
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４　土坑（遺構：Fig. ９・20・22・25・31・33・34・45 ～ 47、ＰＬ．12・13 ／遺物：Fig.77・78、

　　　　　　 Tab.17・18、ＰＬ．31・32）

　本遺跡内において土坑は 26 基（Ｄ -11 ～ 16・20 ～ 25・27 ～ 31・38・47・50・53・56・57・64・66・75 号土

坑）確認されている。このうち、特筆される土坑はＤ -15・25 号土坑で、Ｄ -15 号土坑は、埋没土中から中世に

帰属するものと考えられる鉄製の轡・紡錘車が出土している。Ｄ -25 号土坑は、埋没土中から多量の鉄滓が出土

しており鍛冶関連遺構と考えられるものである。

　各土坑の計測値等は Tab. ２・３に示してある。

遺構名 グリット 規模（ｍ） 深さ（ｍ）平面形態 遺物 備考

Ｄ -11 号土坑 Ｘ 168、Ｙ 110  1.60 × 1.18 0.42 不整形 ― 黒褐色・暗褐色の埋没土にＡｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒

混入。

Ｄ -12 号土坑 Ｘ 156、Ｙ 111  1.15 × 0.95 0.16 円形 ― Ｄ -13 号土坑と重複し本土坑が古い。暗褐色・暗灰色の埋没土にＡ

ｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・ローム粒混入。

Ｄ -13 号土坑 Ｘ 156、Ｙ 111・112  1.65 × 1.40 0.22 円形 ― Ｄ-12号土坑と重複し、本土坑が新しい。黒褐色の埋没土にＡｓ－Ｂ・

Ａｓ－Ｃ・ローム粒混入。

Ｄ -14 号土坑 Ｘ 155・156、Ｙ 112  1.21 × 0.64 0.37 （正方形）― 黒褐色の埋没土にＡｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒混入。

Ｄ -15 号土坑 Ｘ 156、Ｙ 110  1.65 × 1.14 0.42 楕円形 鉄製轡・紡錘車 Ｈ -39 号住居跡、Ｔ - ３号竪穴状遺構と重複し、Ｈ -39 号住居跡よ

り新しく、Ｔ - ３号竪穴状遺構より古い。黒褐色・暗褐色の埋没土

にＡｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒混入。

Ｄ -16 号土坑 Ｘ 155、Ｙ 111  1.23 × 0.45 0.38 （円形） ― ―

Ｄ -20 号土坑 Ｘ 157、Ｙ 112・113  1.69 × 1.16 0.59 不整形 土師器坏・甕、

須恵器坏、瓦

Ｄ -21 号土坑、Ｗ -20 号土坑と重複し、Ｄ -21 号土坑、Ｗ -20 号溝

より古い。黒褐色の埋没土にローム粒・炭化粒混入。

Ｄ -21 号土坑 Ｘ 157、Ｙ 112・113  1.49 × 1.14 0.78 楕円形 ― Ｄ -20 号土坑と重複し、本土坑が新しい。黒褐色・暗褐色・にぶい

黄褐色の埋没土にＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・炭化粒混入。

Ｄ -22 号土坑 Ｘ 157、Ｙ 112  1.65 × 1.27 0.68 不整形 土師器坏・甕、

須恵器甕、鉄製

品

黒褐色・暗褐色の埋没土にＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒混入。

Ｄ -23 号土坑 Ｘ 159、Ｙ 108  1.20 ×〈0.54〉 0.54 円形 ― 黒褐色・暗褐色の埋没土にＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒混入。

Ｄ -24 号土坑 Ｘ 156・157、Ｙ 113・114  0.76 × 0.70 0.36 円形 瓦 Ｈ -45 号住居跡と重複し、本土坑が新しい。黒褐色の埋没土にＡｓ

－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・焼土混入。

Ｄ -25 号土坑 Ｘ 161、Ｙ 110  1.15 × 0.86 0.24 楕円形 鉄滓、紡錘車、

羽口、須恵器坏・

碗

鍛冶関連遺構。黒褐色の埋没土にＡｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒混入。

Ｄ -27 号土坑 Ｘ 167・168、Ｙ 110・111  1.30 × 1.20 0.32 円形 ― Ｈ -38 号住居跡、Ｗ -25 号溝と重複し、Ｈ -38 号住居跡より新しい。

Ｄ -28 号土坑 Ｘ 165、Ｙ 111  2.00 × 1.50 0.34 不整形 土師器坏・甕、

須恵器碗

Ｈ -65 号住居跡、Ｄ -53 号土坑と重複し、本土坑が重複する全ての

遺構より新しい。黒褐色の埋没土にＡｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・ロームブ

ロック・ローム粒・炭化粒混入。

Ｄ -29 号土坑 Ｘ 161、Ｙ 110・111  1.24 × 1.40 0.54 不整形 ― 黒褐色の埋没土にＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・炭化粒混入。

Ｄ -30 号土坑 Ｘ 164、Ｙ 111  2.36 × 1.73 0.19 不整形 鉄製品 Ｈ-64号住居跡と重複し、本土坑が古い。黒褐色の埋没土にＡｓ－Ｃ・

ロームブロック・ローム粒焼土・炭化粒混入。

Ｄ -31 号土坑 Ｘ 160・161、Ｙ 114  0.53 × 0.52 0.65 円形 ― Ｈ -62 号住居跡、Ｗ -24 号溝と重複し、本土坑が重複する全ての遺

構より新しい。黒褐色・暗褐色の埋没土にＡｓ－Ｃ・ローム粒・焼土・

炭化粒混入。

Ｄ -38 号土坑 Ｘ 165・166、Ｙ 110・111  0.68 × 0.63 0.35 円形 ― Ｗ -25 号溝と重複。

Ｄ -47 号土坑 Ｘ 163・164、Ｙ 111  1.50 × 1.47 0.50 円形 ― ―

Ｄ -50 号土坑 Ｘ 165、Ｙ 110・111  1.00 × 0.80 0.95 長方形 土師器坏・甕 Ｈ -64 号住居跡と重複し、本土坑が古い。黒褐色・暗褐色の埋没土

にＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒・混入。

Ｄ -53 号土坑 Ｘ 165、Ｙ 111  1.00 × 0.71 0.25 長方形 ― Ｈ -64・65 号住居跡、Ｄ -28 号土坑と重複し、本土坑が重複する全

ての遺構より古い。黒褐色の埋没土にＡｓ－Ｃ・ロームブロック・

ローム粒混入。

Ｄ -56 号土坑 Ｘ 163、Ｙ 111  0.92 × 0.75 ― 楕円形 ― ―

Ｄ -57 号土坑 Ｘ 164・165、Ｙ 110  1.04 × 0.74 0.80 不整形 土師器甕、須恵

器瓶

Ｈ -52・64 号住居跡と重複し、Ｈ -52 号住居跡より新しく、Ｈ -64

号住居跡より古い。黒褐色・暗褐色の埋没土にＡｓ－Ｃ・ロームブ

ロック・ローム粒・炭化粒混入。

Ｄ -64 号土坑 Ｘ 168、Ｙ 107 〈0.87〉× 0.76 0.70 不整形 ― Ｈ-34号住居跡、Ｄ-66号土坑、Ｗ-15号溝と重複し、Ｈ-34号住居跡、

Ｄ -66 号土坑より新しく、Ｗ -15 号溝より古い。黒褐色の埋没土に

Ａｓ－Ｃ・ローム粒・砂粒・鉄分混入。

Ｄ -66 号土坑 Ｘ 168・169、Ｙ 107  0.78 × 0.62 0.72 （楕円形）土師器坏・甕 元総社小見内Ⅲ遺跡４区Ｂ - １号掘立柱建物跡Ｐ８と同一遺構。Ｄ

-64 号土坑、Ｗ -15 号溝と重複し、本土坑が重複する全ての遺構よ

り古い。黒褐色・暗褐色の埋没土にＡｓ－Ｃ・ロームブロック・ロー

ム粒混入。

Ｄ -75 号土坑 Ｘ 165・166、Ｙ 111  0.88 × 0.72 0.84 長方形 ― Ｈ -65 号住居跡と重複し、本土坑が新しい。黒褐色の埋没土にＡｓ

－Ｃ・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土混入。

Tab. ２　土坑一覧表
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６　竪穴状遺構
　Ｔ -３号竪穴状遺構（遺構：Fig.48、ＰＬ．13）

位置：Ｘ：156、Ｙ：109・110 グリッド。主軸方位：Ｎ -76°- Ｗ。重複：Ｈ -39・41 号住居跡、Ｄ -15 号土坑と

重複し、出土遺物・埋没土層の観察から本竪穴状遺構は、Ｈ -39・41 号住居跡、Ｄ -15 号土坑より新しい。形状：

長方形状を呈するものと想定される。規模：〈3.55〉ｍ× 2.76 ｍ。残存深度：0.35 ｍ。面積：〈9.80〉㎡。底面

の状態：凸凹が顕著に見られる。柱穴：推定範囲内に１基のピット（Ｐ１）が確認されている。規模は、平面 0.31

ｍ× 0.29 ｍ、深さ 0.23 ｍを測る。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｂ・Ａｓ－Ｃ・ローム粒・炭化粒を含む黒褐色ないし

暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：埋没土中より須恵器が出土しているが、埋

没土にＡｓ－Ｂの混入が見られることから紛れ込みと判断される。時期：Ａｓ－Ｂ降下以降と想定される。

　Ｔ -４号竪穴状遺構（遺構：Fig.48、ＰＬ．13）

位置：Ｘ：165・166、Ｙ：113 グリッド。主軸方位：Ｎ -64°- Ｅ。重複：Ｗ -２号溝と重複し、出土遺物・埋没

土層の観察から本竪穴状遺構は、Ｗ - ２号溝より古い。形状：方形ないし長方形状を呈するものと想定される。

規模：〈2.98〉ｍ×〈1.85〉ｍ。残存深度：0.20 ｍ。面積：〈5.51〉㎡。底面の状態：多少の凸凹が見られるが、

比較的平坦である。柱穴：推定範囲内に２基のピットが確認されている。各ピットの規模は、Ｐ１が平面 0.37

ｍ× 0.33 ｍ、深さ 0.18 ｍ、Ｐ２が平面 0.32 ｍ× 0.25 ｍ、深さ 0.11 ｍを測る。これらのピットはＡｓ－Ｃ・ロー

ム粒が混入する黒褐色の土により埋没している。遺構埋没状態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含む黒

褐色を主体とした土による自然埋没と想定される。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：Ａｓ－Ｂ降

下以前と想定される。

　Ｔ -５号竪穴状遺構（遺構：Fig.49、ＰＬ．13 ／遺物：Fig.78、Tab.18、ＰＬ．32）

位置：Ｘ：168・169、Ｙ：113 グリッド。主軸方位：Ｎ -70°- Ｅ。重複：Ｈ -95・97 号住居跡、Ｗ -29 号溝と重

複し、出土遺物・埋没土層の観察から本竪穴状遺構は、Ｈ -95・97 号住居跡、Ｗ -29 溝より新しい。形状：方形

ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：〈2.30〉ｍ×〈0.69〉ｍ。残存深度：0.43 ｍ。面積：〈1.59〉

㎡。底面の状態：多少の凸凹が見られ、壁面付近がやや窪む状態にある。柱穴：確認されていない。遺構埋没状

態：Ａｓ－Ｃ・ロームブロック・ローム粒を含む黒褐色ないし暗褐色を主体とした土による自然埋没と想定され

る。遺物出土状態：埋没土中より平瓦が出土している。時期：重複遺構との新旧関係から 11 世紀前半～Ａｓ－

Ｂ降下以前と想定される。

　Ｔ -８号竪穴状遺構（遺構：Fig.48）

位置：Ｘ：166、Ｙ：112 グリッド。主軸方位：Ｎ -６°-Ｅ。重複：Ｈ -65 号住居跡、Ｗ -２号溝と重複し、出土遺物・

埋没土層の観察から本竪穴状遺構は、Ｗ -２号溝より古い。Ｈ -65 号住居跡との新旧関係は不明。形状：不整形。

規模：〈2.02〉ｍ×〈1.01〉ｍ。残存深度：0.20 ｍ。面積：〈2.04〉㎡。底面の状態：多少の凸凹が見られるが、

比較的平坦である。柱穴：確認されていない。遺構埋没状態：確認漏れのため不明。遺物出土状態：遺物の出土

５　ピット
　Ｐ -４

位置：Ｘ：157、Ｙ：111 グリッド。形状：円形状を呈する。規模：0.34 ｍ× 0.30 ｍ。残存深度：不明。断面形

態：不明。遺構埋没状態：黒褐色の埋没土にＡｓ－Ｃが混入する土により埋没している。遺物出土状態：遺物の

出土は見られない。時期：Ａｓ－Ｃ降下以降からＡｓ－Ｂ降下以前と想定される。
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は見られない。時期：中世以前と想定される。

　Ｔ -９号竪穴状遺構（遺構：Fig.48）

位置：Ｘ：162・163、Ｙ：112 グリッド。主軸方位：Ｎ -27°- Ｗ。重複：Ｈ -69 号住居跡、Ｗ -２号溝と重複し、

出土遺物・埋没土層の観察から本竪穴状遺構は、Ｗ -２号溝より古い。Ｈ -69 号住居跡との新旧関係は不明。形

状：方形ないし長方形状を呈するものと想定される。規模：〈1.07〉ｍ×〈0.97〉ｍ。残存深度：0.15 ｍ。面積：

〈1.04〉㎡。底面の状態：多少の凸凹が見られるが、比較的平坦である。柱穴：確認されていない。遺構埋没状態：

確認漏れのため不明。遺物出土状態：遺物の出土は見られない。時期：中世以前と想定される。

７　遺構外出土遺物（遺物：Fig.78 ～ 81、Tab.18 ～ 20、ＰＬ．32・33）

  遺構外出土遺物として、52 点の土器類及び石器類等を提示した。１～７は縄文土器、８は縄文時代晩期末～

弥生時代前期に比定されるもの、９～ 12 は弥生土器、13 ～ 18・23・24 は土師器、19 ～ 21・25 ～ 31 は須恵器、

22 は埴輪、32 は灰釉陶器、33・34 は緑釉陶器、35 は古瀬戸の陶器、36・37 は瓦、38 は鉄製品、39 ～ 52 は石

器ないし石製品となっている。特筆すべきは、23・24 の土師器坏で、今回調査された住居跡の時期に含まれな

いものと考えられる。これらの坏は９世紀第１四半期に比定されるものと想定され、上野国府が機能していた時

期に該当するものと言える。
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Ｈ-31 号住居跡

Ｈ-32 号住居跡
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Ｈ-31 号住居跡土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
　　　　　　　鉄分沈着する。Ｗ-15 号溝埋没土。
２．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・白色粘土
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・白色粘土
　　　　　　　少量、焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量、
　　　　　　　焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
11．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
12．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
13．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
14．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性ややあり。
15．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性ややあり。
16．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性ややあり。
17．にぶい黄褐色　ローム粒多量含む。しまり弱。粘性ややあり。　
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Ｈ-32 号住居跡貯蔵穴土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性ややあり。
３．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性ややあり。
５．黒褐色土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性ややあり。

Ｈ-32 号住居跡Ｐ１土層説明

１．黒褐色土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝微量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム
　　　　　　　ブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。

Ｈ-32 号住居跡炉跡土層説明

１．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、焼土・炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2～ 0.5㎝・ロームブロックφ0.5～ 1.0㎝・ローム粒・
　　　　　　　灰少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒・灰少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　灰中量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。

炉跡 貯蔵穴

Ｐ１

焼土

Ｈ-35住埋没土Ｈ-35住埋没土
他遺構埋没土

Fig. ７　遺構実測図（１）
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Ｈ-32 号住居跡
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Ｈ-32 号住居跡土層説明①

１．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．灰黄褐色土　Ｈｒ－ＦＡ火山灰多量含む。しまりあり。粘性ややあり。
　　　　　　　　二次堆積。
３．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ｈｒ－ＦＡ火山灰・ローム粒少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
４．暗 褐 色 土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
５．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・白色粘土少量、
　　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
６．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
７．暗 褐 色 土　Ｈｒ－ＦＡ火山灰中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
８．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ｈｒ－ＦＡ火山灰・ローム粒少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
９．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
10．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ｈｒ－ＦＡ火山灰・ローム粒少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
11．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
12．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ｈｒ－ＦＡ火山灰・ローム粒少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
13．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
14．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
15．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-35 住埋没土。
16．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-67 住埋没土。　　　
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17．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-67 住埋没土。
18．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-67 住埋没土。
19．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-67 住埋没土。
20．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ｈｒ－ＦＡ火山灰・ローム粒
　　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-67 住埋没土。
21．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-67 住埋没土。
22．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまり弱。粘性ややあり。
23．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまり弱。粘性ややあり。
24．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまり弱。粘性ややあり。
25．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまり弱。粘性ややあり。
26．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ローム粒中量、ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ㎝少量含む。しまり弱。粘性ややあり。
27．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ローム粒少量、ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ㎝微量含む。しまり弱。粘性ややあり。
28．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ローム粒中量含む。しまり弱。
　　　　　　　　粘性ややあり。
29．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　　粘性ややあり。
30．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
31．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
32．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
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Fig. ８　遺構実測図（２）
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Ｈ-32 号住居跡（土層説明）

Ｈ-32 号住居跡土層説明②

33．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
34．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ロームブロックφ0.5
　　　　　　　　～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

35．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
36．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
37．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ローム粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　　粘性ややあり。
38．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝大量、ローム粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　　粘性弱。
39．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ローム粒中量、ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ～ 2.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
40．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
41．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
42．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
43．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Ｈ-34 号住居跡・Ｄ-64・66 号土坑

Ｈ-34 住居跡・Ｄ-64 号土坑・Ｄ-66 号土坑土層説明　　

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性弱。鉄分やや沈着。　
２．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝の二次堆積層。しまり弱。粘性なし。　
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりやや弱。
　　　　　　　粘性やや弱。
４．黒褐色土　ローム粒・礫φ3.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。  
６. 黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．暗褐色土　砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
９．暗褐色土　砂粒・小礫φ0.5 ～ 1.0 ㎝多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性なし。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。下位に鉄分沈着。　
11．黒褐色土　砂粒・Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・鉄分少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性あり。　　
12．暗灰色土　砂粒・小礫φ0.5 ～ 2.0 多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性なし。　　　
13．暗灰色土　砂粒多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性弱。
14．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・砂粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
15　黒褐色土  ローム粒少量、砂粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　

調査区外
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16. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。鉄分の沈着あり。
17. 暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量含む。しまり強。
　　　　　　　粘性ややあり。
18. 暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
19．黒褐色土　砂粒・鉄分中量、Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｄ-64 号土坑埋没土。
20．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｄ-66 号土坑埋没土。
21．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。Ｄ-66 号土坑埋没土。
22. 黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　少量含む。しまり強。粘性ややあり。
23. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
24. 暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
25. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
26. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
27. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
28. 暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
29. 暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-35 号住居跡
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Ｈ-35 号住居跡土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。ノロ状の土。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。鉄分の沈着が見られる。
４．暗褐色土　砂粒・小礫φ0.5 ㎝多量含む。しまりあり。粘性なし。
５．暗褐色土　砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性弱。
６．暗褐色土　砂粒・小礫φ0.5 ㎝多量含む。しまりあり。粘性なし。
７．黒褐色土　焼土・白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
９．暗灰色土　砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性弱。
10．黒褐色土　砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
11．黒褐色土　砂粒多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性弱。
12．暗灰色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・砂粒少量含む。しまり強。
　　　　　　　粘性あり。ノロ状の土。鉄分尾沈着が見られる。
13．黒褐色土　焼土・灰中量含む。しまりあり。粘性ややあり。
14．暗褐色土　ローム粒中量、小礫φ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。
              粘性ややあり。
15．暗褐色土　ローム粒中量、ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
16．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
17．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
18．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
19．黒褐色土　灰・砂粒中量、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性やや弱。
20．黒褐色土　焼土・砂粒・小礫φ0.5 ～ 3.0 ㎝中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
21．黒褐色土　焼土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
22．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
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23．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
24．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
25．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
26．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～
　　　　　　　1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
27．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
28．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
29．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
30．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
31．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
32．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
33．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
34．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
35．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
36．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
37．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 5.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
38．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
39．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
40．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
41．暗褐色土　ローム粒多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
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Ｈ-35 号住居跡カマド
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Ｈ-35 号住居跡カマド土層説明

１．黒褐色土　焼土・白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性やや強。
２．黒褐色土　焼土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　焼土・炭化粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや強。
４．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや強。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性強。
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Fig.11　遺構実測図（５）
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Ｈ-36 号住居跡（土層説明）

Ｈ-37 号住居跡

Ｈ-36 号住居跡土層説明

１．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・白色粘土少量、
　　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．暗 褐 色 土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒・
　　　　　　　　灰少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量、炭化粒・
　　　　　　　　灰微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．暗 褐 色 土　焼土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒・灰少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．灰黄褐色土　白色粘土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．暗 褐 色 土　灰中量、ローム粒・炭化粒・白色粘土少量、焼土微量含む。
　　　　　　　　しまり弱。粘性やや弱。
７．暗 褐 色 土　灰多量、焼土・白色粘土少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒
　　　　　　　　微量含む。しまり弱。粘性やや弱。
８．暗 褐 色 土　灰中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまり弱。
　　　　　　　　粘性やや弱。
９．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ～ 1.0 ㎝少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性やや弱。
10．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
11．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
12．灰黄褐色土　白色粘土多量、ローム粒・炭化粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
13．暗 褐 色 土　灰中量、炭化粒・白色粘土少量含む。しまり弱。粘性やや弱。
14．暗 褐 色 土　灰中量、ローム粒・炭化粒少量含む。しまり弱。粘性やや弱。
15．暗 灰 色 土　灰多量、炭化粒少量含む。しまり弱。粘性やや弱。
16．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
17．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
18．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃ
　　　　　　　　φ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
19．黒 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
20．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃ
　　　　　　　　φ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
21．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃ
　　　　　　　　φ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
22．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
23．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
24．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
25．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
26．暗 灰 色 土　灰多量、炭化粒少量含む。しまり弱。粘性弱。
27．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒・
　　　　　　　　灰少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
28．暗 褐 色 土　灰中量、ローム粒・炭化粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量
　　　　　　　　含む。しまり弱。粘性やや弱。
29．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・灰少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
30．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
31．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。

０ ２ｍ（１：60）

32．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒・炭化粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
33．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
34．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
35．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　　少量含む。しまり強。粘性ややあり。
36．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃ
　　　　　　　　φ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
37．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ㎝・白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
38．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
39．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃ
　　　　　　　　φ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
40．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
41．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝
　　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
42．黒 褐 色 土　ローム粒中量、ロームブロックφ0.5 ㎝少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　　0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
43．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
44．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5φ0.5 ㎝・ローム粒中量、
　　　　　　　　炭化粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
45．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
46．黒 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
47．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
48．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
49．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃ
　　　　　　　　φ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
50．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性あり。
51．暗 褐 色 土　ローム粒多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
52．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 5.0 ㎝・ローム粒多量、Ａｓ－Ｃ
　　　　　　　　φ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
53．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　　0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
54．黒 褐 色 土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
55．にぶい黄褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒多量含む。
　　　　　　　　　　しまり弱。粘性弱。
56．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃ
　　　　　　　　φ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまり弱。粘性弱。
57．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性やややり。
58．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
59．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　　0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
60．暗 褐 色 土　ローム粒多量、ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-37 号住居跡土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
４．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。

５．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
６．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～
　　　　　　　1.0 ㎝少量含む。しまり弱。粘性弱。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.1 ㎝少量
　　　　　　　含む。しまり弱。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.1 ㎝少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまり弱。粘性ややあり。

Ｈ-36 号住埋没土

Fig.12　遺構実測図（６）
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Ｈ-37 号住居跡カマド

Ｈ-38 号住居跡
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Ｈ-37 号住居跡カマド土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、焼土
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-38 号住居土層説明①

１．暗褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、ＦＡ火山灰・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。
２． 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ＦＡ火山灰・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
３． 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、白色粘土少量、炭化粒
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　　　　　 　
４． 暗褐色土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
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５．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・白色粘土少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
６． 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
７．暗褐色土　ＦＡ火山灰中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
８． 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ＦＡ火山灰・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

他遺構埋没土

Ｐ１

Fig.13　遺構実測図（７）
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Ⅳ

Ｈ-39 住居跡土層説明　　

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ
              0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２． 黒褐色土  Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　 しまりあり。粘性ややあり。
３． 黒褐色土  Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
４． 黒褐色土  ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5
　　　　　　　㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。ＳＸ-３埋没土。
５． 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5
　　　　　　　㎝・焼土・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。  　
６． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
７． 黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5
　　　　　　　㎝少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・
　　　　　　　白色粘土少量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
９． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・
　　　　　　　白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
10． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、
　　　　　　　ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

Ａ Ａ′

Ｔ-３竪

Ｄ-15 土

調査区外

Ｈ-38 号住居土層説明②

９． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
10. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ＦＡ火山灰・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
11. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
12. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
13. 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　　
14. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
15. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ＦＡ火山灰・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
16. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
17. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　

18. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
19. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
20. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
21．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
22．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
23．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量、ローム粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
24．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
25．黒褐色土  ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。

Ｈ-38 号住居カマド土層説明

１．暗褐色土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
２．黒褐色土　灰中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。　
３．褐 色 土　焼土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
４． 暗褐色土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．暗褐色土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
６． 暗褐色土　白色粘土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
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Ｈ-38 号住居跡 (土層説明 )

Ｈ-39 号住居跡

０ １ｍ（１：30）

０ ２ｍ（１：60）

11． 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
12． 黒褐色土　白色粘土中量、ローム粒・焼土少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　灰微量含む。しまりあり。粘性ややあり。 

13． 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・灰・白色粘土少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
14． 暗褐色土　焼土・灰中量、炭化粒・白色粘土少量含む。しまり弱。粘性弱。

焼土

Fig.14　遺構実測図（８）
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Ｈ-39 号住居跡カマド

Ｈ-40 号住居跡

０ １ｍ（１：30）

０ １ｍ（１：30）

０ ２ｍ（１：60）
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Ｈ-39 住居カマド跡土層説明　　　　

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
２． 黒褐色土  白色粘土中量、ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　    　
３． 黒褐色土  白色粘土中量、ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　     　
４． 黒褐色土  灰中量、ローム粒・焼土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　      
５． 黒褐色土　灰・焼土中量、炭化物少量含む。しまりあり。粘性弱。         　
６． 黒褐色土　ローム粒・白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
７． 暗褐色土　ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-40 号住居跡土層説明

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒
　　　　　　　少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・ローム
　　　　　　　ブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　Ｈｒ－ＦＡ火山灰・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　Ｈｒ－ＦＡ火山灰・ローム粒少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　Ｈｒ－ＦＡ火山灰・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝少量、Ｈｒ－ＦＡ火山灰微量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
９．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
10．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
11．暗褐色土　ローム粒多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
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Ｈ-40 号住居跡カマド土層説明

１．にぶい黄褐色土　凝灰岩の天井石の崩落。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・灰・
　　　　　　　白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

カマド

Fig.15　遺構実測図（９）
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Ｈ-41 号住居跡

焼土
０ ２ｍ（１：60）
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Ｈ-41 号住居跡土層説明　　

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性弱。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-44 号住居跡埋没土。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒・白色粘土中量、焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-44 号住居跡埋没土。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-44 号住居跡埋没土。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-44 号住居跡埋没土。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-44 号住居跡埋没土。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまり強。
　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-44 号住居跡埋没土。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・礫少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
11．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
12．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
13．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
14．黒 色 土　炭化粒中量、灰少量含む。しまりあり。粘性弱。
15．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
16．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。

17．黒褐色土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
18．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
19．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
20．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
21．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
22．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
23．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
24．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
25．黒褐色土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
26．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土・炭化粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
27．暗褐色土　白色粘土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや強。
28．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまり強。
　　　　　　　粘性ややあり。貼床。
29．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-49 号住居跡埋没土。
30．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-49 号住居跡埋没土。
31．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-49 号住居跡埋没土。

Fig.16　遺構実測図（10）
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Ｈ-41 号住居跡カマド

０ １ｍ（１：30）
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Ｈ-41 号住居跡Ｐ１土層説明　　

１． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。 粘性ややあり。　　　
２． 黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。　粘性ややあり。　         
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
４． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
５．にぶい黄褐色土　ロームの風化した層。しまり弱。粘性なし。

Ｈ-41 号住居跡Ｐ２土層説明　　

１．黒褐色土　ローム粒・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性ややあり。　　　
２．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　         
３． 黒褐色土  Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまり弱。粘性ややあり。
４．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 10.0 ㎝・ローム粒中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性やや弱。
５． 暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝多量、ローム粒中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまり弱。粘性弱。 
６．にぶい黄褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒多量
　　　　　　　　　　含む。しまり弱。粘性弱。

Ｈ-41 号住居跡カマド土層説明　　

１．暗 褐 色 土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量含む。しまりあり。
                粘性ややあり。
２．暗 褐 色 土　焼土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
３．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・炭化粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．灰黄褐色土　白色粘土多量、焼土中量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性あり。
６．暗 褐 色 土　焼土・白色粘土中量、炭化粒少量含む。しまりあり。粘性あり。
７．暗 灰 色 土　焼土・白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性あり。
８．黒 褐 色 土　焼土・灰中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性弱。
９．黒 褐 色 土　灰中量、ローム粒・焼土・炭化粒・白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性弱。

Ｈ-42 号住居跡カマド
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Ｈ-42 号住居跡カマド土層説明

１．暗 褐 色 土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2
　　　　　　　　～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
２．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、
　　　　　　　　焼土・白色粘土少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．暗 褐 色 土　焼土・白色粘土中量、Ａｓ－Ｃ
　　　　　　　　φ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．暗 褐 色 土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5
　　　　　　　　㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
７．暗 褐 色 土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　　0.5 ㎝・焼土・炭化粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．灰黄褐色土　白色粘土多量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性あり。
９．黒 褐 色 土　灰・白色粘土中量、焼土少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性弱。
10．暗 褐 色 土　焼土多量、灰少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
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Fig.17　遺構実測図（11）
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Ｈ-42 号住居跡
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Ｈ-43 号住居跡土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
４．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
11．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
12．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
13．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
14．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
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15．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性ややあり。
16．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性ややあり。
17．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性ややあり。
18．黒褐色土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量
　　　　　　　含む。しまり弱。粘性ややあり。
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Fig.18　遺構実測図（12）
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Ｈ-43 号住居跡カマド

０ １ｍ（１：30）

０ ２ｍ（１：60）

Ｈ-44 号住居跡
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Ｈ-43 号住居跡カマド土層説明

１．暗褐色土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、白色粘土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量・炭化粒・白色粘土微量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量、炭化粒・白色粘土
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、ローム粒微量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　焼土・灰・白色粘土少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　焼土・白色粘土少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-44 号住居跡土層説明①

１．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
５．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　少量含む。しまり強。粘性ややあり。貼床。

６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒・白色粘土中量、焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。

他遺構埋没土

Fig.19　遺構実測図（13）
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Ｈ-44 号住居跡

０ １ｍ（１：30）

０ ２ｍ（１：60）

０ ２ｍ（１：60）

Ｄ-24 号土坑

Ｈ-45 号住居跡・Ｄ-24 号土坑

Ｈ-44 号住居跡土層説明②

11．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまり強。
　　　　　　　粘性ややあり。
12．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-49 住埋没土。
13．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-49 住埋没土。
14．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。貼床。Ｈ-49 住埋没土。
15．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-49 住埋没土。

16．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-49 住埋没土。
17．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。Ｈ-49 住埋没土。
18．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。SX-３竪埋没土。
19．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。SX-３竪埋没土。
20．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。SX-３竪埋没土。
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Ｈ-44 号住居跡カマド土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　白色粘土中量、焼土・炭化粒少量、Ａｓ－Ｃ
　　　　　　　φ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量、炭化粒
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-45 号住居跡土層説明　　　　　　　

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。　
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　　　
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　　
５．黒褐色土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　　　　
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、白色粘土微量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
８．黒褐色土　ローム粒・白色粘土少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　　　
11．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5～ 3.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　　　　　
12． 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
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Ｄ-24 号土坑土層説明　　　　　　　

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　　　　
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　　　
４． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

他遺構埋没土

Fig.20　遺構実測図（14）
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Ｈ-45 号住居跡カマド

０ １ｍ（１：30）

０ ２ｍ（１：60）

０ １ｍ（１：30）

Ｈ-46 号住居跡
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Ｈ-45 住居跡カマド土層　　　　　　　

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・炭化粒・
　　　　　　　白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。　　　　
４． 暗褐色土　焼土・白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
５． 暗褐色土　焼土・灰・白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　　
６． 暗褐色土　ローム粒中量、焼土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　　　
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
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Ｈ-46 号住居跡カマド土層説明

１．黒褐色土　ローム粒・焼土少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒 色 土　灰多量、炭化粒・白色粘土少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性弱。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　ローム粒・焼土・白色粘土少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　灰中量、ローム粒・焼土・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりややあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量、焼土微量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。

Ｈ-46 号住居跡土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
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Fig.21　遺構実測図（15）
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Ｈ-47 号住居跡・Ｄ-23 号土坑

０ ２ｍ（１：60）

０ １ｍ（１：30）

０ ２ｍ（１：60）

Ｈ-48 号住居跡

Ｈ-47 号住居跡・Ｄ-23 号土坑土層説明

１．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　　　　
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
４．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ
　　　　　　　0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　
５．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
６． 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ
　　　　　　　0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　　
７． 暗褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　焼土・炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　
８． 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
９． 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　
10. 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ
　　　　　　　1.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
11. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
12. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　
13. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
14. 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ
　　　　　　　0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
15. 黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
16. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　
17. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　　
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Ｈ-47 号住居跡カマド土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土・白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　　　　
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　　
４． 黒褐色土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
５． 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。　　　　　
６． 暗褐色土　ローム粒・白色粘土中量、焼土微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
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Ｈ-48 号住居跡Ｐ１土層説明

１．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
２．黒褐色土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　ロームブロックφ1.2 ～ 3.0 ㎝・ローム粒中量含む。
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Ｈ-48 号住居跡貯蔵穴土層説明

１．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　少量含む。しまり弱。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　微量含む。しまり弱。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、ロームブロックφ0.5 ㎝
　　　　　　　微量含む。しまり弱。粘性ややあり。
６．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　微量含む。しまり弱。粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
８．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　少量含む。しまり弱。粘性ややあり。

Fig.22　遺構実測図（16）
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Ｈ-48 号住居跡
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Ｈ-48 号住居跡土層説明

１．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性弱。
２．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
３．暗 灰 色 土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性弱。
４．暗 灰 色 土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性弱。
５．暗 褐 色 土　Ｈｒ－ＦＡ中量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性弱。
６．暗 灰 色 土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性弱。
７．暗 灰 色 土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　　焼土微量含む。しまりあり。粘性弱。
８．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　　0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
９．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
10．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・Ｈｒ－ＦＡ軽石φ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
11．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・Ｈｒ-ＦＡ軽石φ0.2 ㎝・Ｈｒ-ＦＡ
　　　　　　　　火山灰少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
12．暗 褐 色 土　Ｈｒ－ＦＡ火山灰中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・Ｈｒ－ＦＡ
　　　　　　　　軽石φ0.2 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
13．灰黄褐色土　Ｈｒ－ＦＡ火山灰中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・Ｈｒ－ＦＡ
　　　　　　　　軽石φ0.2 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
14．灰黄褐色土　Ｈｒ－ＦＡ火山灰多量、Ｈｒ－ＦＡ軽石φ0.2 ㎝少量、
　　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
15．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量含む。しまり弱。粘性ややあり。
16．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
17．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ローム粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　　粘性ややあり。
18．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
19．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

他遺構埋没土

６世紀初頭以降の耕作土

Ｗ-17 溝

20．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ローム粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
21．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒微量含む。
　　　　　　　　しまりややあり。粘性ややあり。
22．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
23．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
24．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
25．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
26．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
27．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりややあり。粘性ややあり。
28．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
29．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりややあり。粘性ややあり。
30．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
31．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
32．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
33．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
34．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
35．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまり強。粘性ややあり。貼床。
36．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ㎝少量含む。しまり強。粘性ややあり。貼床。

Ａ

Ａ′

Fig.23　遺構実測図（17）
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Ｈ-49 号住居跡
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Ｈ-49 号住居跡土層説明

１．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、
　　　　　　　焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃ
　　　　　　　φ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまり強。
　　　　　　　粘性ややあり。貼床。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ
　　　　　　　0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ローム
　　　　　　　ブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
８．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。貼床。
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ
　　　　　　　0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
10．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
11．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。１
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Ｈ-50 号住居跡土層説明

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
        　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
２．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
　　　　　　　現代の耕作痕。
３．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、
　　　　　　　焼土・炭化粒・白色粘土微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ
　　　　　　　0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒・白色粘土少量、炭化粒
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
６．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・
　　　　　　　白色粘土少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土
　　　　　　　少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
８．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土
　　　　　　　少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
９．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・
　　　　　　　白色粘土少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土
　　　　　　　少量含む。しまり強。粘性ややあり。貼床。

Ｈ-50 号住居跡カマド土層説明

１．暗褐色土　白色粘土中量、ローム粒・焼土・炭化粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
２．暗褐色土　ローム粒・白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．暗灰色土　灰中量、焼土・炭化粒少量含む。しまり弱。粘性弱。
４．暗灰色土　灰多量、白色粘土中量、焼土少量含む。しまり弱。粘性弱。
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Fig.24　遺構実測図（18）
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Ｈ-51 号住居跡

カマド
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Ｈ-52 号住居跡・Ｄ-57 号土坑土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性弱。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。人為埋没。
　　　　　　　Ｄ-57 号土坑埋没土。
４．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ
　　　　　　　0.5 ～ 3.0 ㎝少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。人為埋没。Ｄ-57 号土坑埋没土。
５．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5
　　　　　　　㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
　　　　　　　人為埋没。Ｄ-57 号土坑埋没土。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝
　　　　　　　中量、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
　　　　　　　人為埋没。Ｄ-57 号土坑埋没土。
７．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ
　　　　　　　0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
　　　　　　　人為埋没。Ｄ-57 号土坑埋没土。
８．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 5.0 ㎝中量、ローム粒少量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。人為埋没。Ｄ-57 土坑埋没土。
９．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 3.0
　　　　　　　㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
　　　　　　　人為埋没。Ｈ-52 号住居跡埋没土。
10．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。人為埋没。
　　　　　　　Ｈ-52 号住居跡埋没土。
11．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5
　　　　　　　㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
　　　　　　　人為埋没。Ｈ-52 号住居跡埋没土。
12．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。人為埋没。
　　　　　　　Ｈ-52 号住居跡埋没土。
13．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 4.0 ㎝
　　　　　　　中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。人為埋没。Ｈ-52 号住居跡埋没土。
14．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5
　　　　　　　㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
　　　　　　　人為埋没。Ｈ-52 号住居跡埋没土。
15．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ～ 3.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
　　　　　　　人為埋没。Ｈ-52 号住居跡埋没土。

Ｄ-57 土

Ｐ１

０ ２ｍ（１：60）

16．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。人為埋没。Ｈ-52 号住居跡埋没土。
17．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。人為埋没。Ｈ-52 号住居跡埋没土。
18．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。人為埋没。Ｈ-52 号住居跡埋没土。
19．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。人為埋没。Ｈ-52 号住居跡埋没土。
20．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。人為埋没。Ｈ-52 号住居跡埋没土。

Ｈ-52 号住居跡・Ｄ-57 号土坑

Fig.25　遺構実測図（19）
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Ｈ-52 号住居跡カマド

０ ２ｍ（１：60）

０ １ｍ（１：30）
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Ｈ-52 号住居跡カマド土層説明

１．暗褐色土　ローム粒・焼土・白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　炭化粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量、ローム粒・
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．暗褐色土　ローム粒・焼土中量、白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
６．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・白色粘土少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
７．暗褐色土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土
　　　　　　　少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
９．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・白色粘土少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
10．暗褐色土　焼土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・灰・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
11．暗灰色土　灰多量、焼土中量、白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性弱。

Ｈ-52 号住居跡Ｐ１土層説明

１．黒褐色土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
２．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ロームブロックφ0.5 ～
　　　　　　　1.0 ㎝少量含む。しまり弱。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
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Ｈ-53 号住居跡土層説明

１．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、焼土・
　　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
２． 暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
３． 暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
４． 暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。　
５． 黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
６． 灰黄褐色土　白色粘土のブロック。しまりあり。粘性あり。　
７． 灰黄褐色土　白色粘土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性あり。
８． 暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量、ローム粒
　　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
９． 暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量、ローム粒
　　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　
10． 黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・白色粘土少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
11． 黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
12． 暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
13． 暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ＦＡ火山灰・ローム粒少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
14． 暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
15. 暗 褐 色 土　ローム粒多量、ロームブロックφ0.5 ㎝中量、
　　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまり強。
　　　　　　　　粘性ややあり。貼床。　　
16. 暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、焼土微量
　　　　　　　　含む。しまりやや強。粘性ややあり。貼床。
17. 黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
18. 黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、
　　　　　　　　焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　
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焼土

Fig.26　遺構実測図（20）
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Ｈ-53 号住居跡カマド

０ ２ｍ（１：60）

０ ２ｍ（１：60）

Ｈ-67 住

Ｈ-36 住

Ｈ-53 号住居跡カマド土層説明

１．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・
　　　　　　　　白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。　　　
２． 黒 褐 色 土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。　　
３． 灰黄褐色土　白色粘土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性あり。　
４． 暗 褐 色 土　灰中量、焼土・白色粘土少量、Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。　
５． 黒 褐 色 土　白色粘土中量、焼土・灰少量、Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
６． 褐  色  土　焼土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　白色粘土少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
７． 黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　焼土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　
８． 黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・
　　　　　　　　白色粘土焼土含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。　　
９． 黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。　
10． 暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量
　　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-54 号住居跡土層説明

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性弱。
２．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、ローム粒少量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。
３．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝・ローム粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性弱。
４．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性弱。
５．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒・砂粒　少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性やや弱。
８．黒褐色土　砂粒多量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝・少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性やや弱。
９．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまり強。粘性ややあり。
10．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
11．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
12．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
13．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
14．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
15．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
16．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
17．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒
　　　　　　　中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

18．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
19．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
20．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
21．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。

他遺構埋没土

22．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
23．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
24．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 4.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

炭化物

Ｈ-54 号住居跡

Fig.27　遺構実測図（21）
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Ｈ-55 号住居跡

０ ２ｍ（１：60）

０ １ｍ（１：30）

Ｈ-56 号住居跡

０ ２ｍ（１：60）
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Ｐ１

Ｈ-55 号住居跡Ｐ１土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりややあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、ローム粒微量含む。
　　　　　　　しまりややあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりややあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりややあり。粘性ややあり。

Ｈ-55 号住居跡カマド土層説明

１．暗褐色土　焼土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．暗褐色土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　焼土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．暗褐色土　ローム粒中量、焼土・灰少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
５．暗褐色土　焼土中量、炭化粒・灰少量含む。しまり弱。粘性弱。
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Fig.28　遺構実測図（22）
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０ ２ｍ（１：60）
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Ｈ-59 号住居跡土層説明

１．暗褐色土　Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・炭化粒少量含む。しまりあり。
              粘性ややあり。
２．暗褐色土　Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
３．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．暗褐色土　Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
５．暗褐色土　Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
６．暗褐色土　Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ロームブロックφ0.5 ㎝少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。　
７．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
８．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
９．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
10. 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　　　
11. 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
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Ｈ-56 号住居跡カマド土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、ローム粒・焼土
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　ローム粒・焼土少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　焼土中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
４．黒褐色土　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

Fig.29　遺構実測図（23）
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Ｈ-59 号住居跡カマド

０ ２ｍ（１：60）

０ １ｍ（１：30）

０ ２ｍ（１：60）

Ｈ-60 号住居跡

Ｈ
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′

１
３

２

Ｈ-59 号住居跡カマド土層説明

１．黒 褐 色 土　Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．暗 褐 色 土　焼土中量、Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．灰黄褐色土　白色粘土多量、焼土中量、灰少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　しまり弱。粘性弱。
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Ｈ-60 号住居跡カマド土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　灰中量、焼土少量、炭化粒微量含む。しまりやや弱。
　　　　　　　粘性やや弱。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

Ｈ-60 号住居跡土層説明

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性やや弱。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
６．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
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７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
８．黒褐色土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
９．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝微量含む。しまりやや強。粘性ややあり。貼床。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
11．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりやや強。粘性ややあり。貼床。

カマド

Fig.30　遺構実測図（24）
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Ｈ-61 号住居跡

０ ２ｍ（１：60）

他遺構埋没土

Ｈ－62・70 号住居跡・Ｄ-31 号土坑土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－
　　　　　　　Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・
　　　　　　　炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。　
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少
　　　　　　　量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。　
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。
　　　　　　　しまり強。粘性やや弱。　
４． 黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－
　　　　　　　Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少
　　　　　　　量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。　
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少
　　　　　　　量含む。
　　　　　　　しまり強。粘性やや弱。　
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ㎝～ 0.5 ㎝中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・ローム粒少
　　　　　　　量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。　
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含
　　　　　　　む。しまりあり。粘性やや弱。　　
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ
　　　　　　　0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少
　　　　　　　量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。
９． 黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－
　　　　　　　Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少
　　　　　　　量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。
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炭化物・焼土

０ ２ｍ（１：60）

10． 暗褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性やや弱。
11． 暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。
12．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　　
13．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
14． 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
15. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、
　　　　　　　焼土・炭化粒微量含む。しまり強。粘性ややあり。
16. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
17. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
18. 黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
19. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

20. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
21. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
22. 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
23. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
24. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
25. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
26. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
27. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
28. 黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
29. 黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

Ｈ-62・70 号住居跡・Ｄ-31 号土坑

Ｈ-61 号住居跡土層説明

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
      　　　　粘性やや弱。
２．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・小礫φ0.5 ㎝
　　　　　　　少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性やや弱。
３．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。
４．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。
５．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。
６．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　　
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
10．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　微量含む。しまりやや強。粘性ややあり。貼床。
11．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
12．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりやや強。粘性ややあり。貼床。
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Fig.31　遺構実測図（25）
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Ｈ-63 号住居跡

０ ２ｍ（１：60）

０ １ｍ（１：30）

０ ２ｍ（１：60）
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Ｈ-63 号住居跡カマド土層説明

１．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土
　　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．灰黄褐色土　白色粘土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性あり。
３．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土・炭化粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。
４．灰黄褐色土　白色粘土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性あり。
５．暗 褐 色 土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土・
　　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
６．黒 褐 色 土　焼土・炭化粒・白色粘土少量含む。しまり弱。
　　　　　　　　粘性弱。
７．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
９．黒 褐 色 土　灰多量、焼土粒・炭化粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　　粘性弱。
10．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒
　　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-63 号住居跡Ｄ１土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Ｈ-63 号住居跡土層説明

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5
　　　　　　　㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
５．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、
　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
10．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
11．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
12．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、
　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
13．暗褐色土　ローム粒多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝中量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性やや弱。
14．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
15．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
16．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-65 号住居跡

Ｈ-64 号住居跡・Ｄ-30 号土坑土層説明

１． 暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性弱。現代の耕作痕。　
２． 暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性弱。　
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
５． 暗褐色土　白色粘土・ローム粒中量含む。しまりあり。粘性あり。　
６． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　
７． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ1.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝～ 2.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、焼土・炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
11． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。　

Ｈ-64 号住居跡カマド土層説明

１． 暗褐色土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性あり。
２． 褐 色 土　焼土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３． 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４． 黒褐色土　炭化粒・灰中量、焼土微量含む。しまり弱。粘性弱。　
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Ｈ-64 号住居跡・Ｄ-30 号土坑

０ ２ｍ（１：60）

０ １ｍ（１：30）

Ｈ-号住居跡Ｐ１土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、
　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝少量含む。しまり弱。
　　　　　　　粘性ややあり。

Ｈ-65 号住居貯蔵穴土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

Ｈ-65 号住居Ｄ１土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-65 号住居跡・Ｄ-53・75 号土坑

０ ２ｍ（１：60）

０ ２ｍ（１：60）

他遺構埋没土

Ｄ-53 号土坑土層説明

１．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～２.0 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-65 号住居跡・Ｄ-75 号土坑土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒中量、ローム粒・
              白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　白色粘土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・白色粘土少量、炭化粒
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
７．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。
８．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒、炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。
11．暗褐色土　ローム粒・白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性弱。
12．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ～ 2.0 ㎝・白色粘土少量含む。しまりあり。粘性弱。
13．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・白色粘土少量、
　　　　　　　焼土微量含む。しまりあり。粘性弱。
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14．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
15．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
16．暗褐色土　ローム粒・白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。
17．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。
18．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性弱。
19．暗褐色土　ローム粒中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・白色粘土少量、炭化粒
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
20．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
21．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
22．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりやや強。粘性ややあり。
23．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
24．暗褐色土　ローム粒・白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
25．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ロームブロックφ0.5 ～
　　　　　　　1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
26．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
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Fig.34　遺構実測図（28）
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Ｈ-65 号住居跡カマド

０ １ｍ（１：30）

Ｂ
Ｂ
′

Ｈ-65 号住居跡カマド土層説明

１．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒
　　　　　　　中量・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒
　　　　　　　少量含む。しまり強。粘性あり。
２．暗灰色土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　焼土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．暗灰色土　焼土・灰・白色粘土中量、炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性弱。
４．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒
　　　　　　　中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．暗灰色土　灰多量、焼土少量含む。しまり弱。粘性弱。
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Ｈ-67 号住居跡土層説明

１．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
６．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ｈｒ－ＦＡ・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
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Fig.35　遺構実測図（29）

－ 64 － － 65 －



Ｈ-69 号住居跡
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他遺構埋没土 ６世紀初頭以降の耕作痕

Ｈ-69 号住居跡土層説明

１．暗 灰 色 土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・Ｈｒ－ＦＡ・
　　　　　　　　ローム粒・炭化粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
２．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・Ｈｒ－ＦＡ中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．灰黄褐色土　Ｈｒ－ＦＡ多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ｈｒ－ＦＡ・ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
７．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒・炭化粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
９．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、
　　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
10．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。
11．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
12．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
13．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
14．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。
15．暗 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、
　　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
16．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。
17．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。
18．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 5.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。

19．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
20．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
21．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 4.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
22．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
23．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
24．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　　φ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
25．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
26．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝多量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
27．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
28．暗 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
29．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
30．暗 褐 色 土　ローム粒多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
31．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
32．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
33．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
34．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
35．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
36．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Fig.36　遺構実測図（30）
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Ｈ-69 号住居跡

Ｈ-72・73 号住居跡
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Ｈ-69 号住居跡炉跡土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりやや弱。粘性ややあり。

Ｈ-69 号住居跡貯蔵穴・Ｐ１・Ｐ２土層説明

１．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝、
　　　　　　　　 ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　　 しまりあり。粘性ややあり。
３．黒 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　　 微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　　 ローム粒少量含む。しまり弱。粘性ややあり。
５．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　　 しまり弱。粘性ややあり。
６．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・
　　　　　　　　 ローム粒少量含む。しまり弱。粘性ややあり。
７．黒 褐 色 土　ロームブロックφ0.5 ～ 5.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　　 ローム粒少量含む。しまり弱。粘性ややあり。
８．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝、
　　　　　　　　 ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
９．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　　 しまり弱。粘性ややあり。
10．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝、
　　　　　　　　 ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
11．にぶい黄褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒多量含む。
　　　　　　　　 しまり弱。粘性弱。
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Ｈ-72・73 号住居跡土層説明

１．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性やや弱。
４．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。Ｈ-72 号住居跡埋没土。
５．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。Ｈ-72 号住居跡埋没土。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまり強。粘性やや弱。Ｈ-72 号住居跡貼床。
７．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。Ｈ-73 号住居跡埋没土。
８．黒褐色土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。Ｈ-73 号住居跡埋没土。
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Fig.37　遺構実測図（31）
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Ｈ-73 号住居跡カマド

Ｈ-79 号住居跡

０ １ｍ（１：30）
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Ｈ-73 号住居跡カマド土層説明

１．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・
　　　　　　　白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土・
　　　　　　　炭化粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土・灰少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．褐 色 土　焼土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　炭化粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-79 号住居跡土層説明

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒・白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．暗灰色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、白色粘土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝、ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
９．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
10．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
11．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
12．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
13．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Ｈ-79 号住居Ｐ１土層説明

１．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性やや弱。
２．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。
３．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。
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Fig.38　遺構実測図（32）
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Ｈ-80・81 号住居跡

０ １ｍ（１：30）

０ ２ｍ（１：60）
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Ｈ-80・81 号住居跡土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-81 号住居跡埋没土。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-81 号住居跡埋没土。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-81 号住居跡埋没土。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-81 号住居跡埋没土。
５．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-81 号住居跡埋没土。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-81 号住居跡埋没土。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-81 号住居跡埋没土。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-81 号住居跡埋没土。
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-81 号住居跡埋没土。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｈ-80 号住居跡埋没土。

Ｈ-81　号住居跡カマド土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土・
　　　　　　　白色粘土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．暗褐色土　白色粘土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　白色粘土多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性あり。
４．暗褐色土　白色粘土・灰中量、焼土・炭化粒少量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
７．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．暗灰色土　灰多量含む。しまり弱。粘性やや弱。
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Fig.39　遺構実測図（33）
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Ｈ-82 号住居跡

Ｈ-83 号住居跡

０ １ｍ（１：30）

０ ２ｍ（１：60）

０ ２ｍ（１：60）
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Ｈ-82 号住居跡土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

Ｈ-82 号住居跡Ｐ１土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-83 号住居跡土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
６．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
７．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-83 号住居跡カマド土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、焼土・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量、
　　　　　　　焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　焼土中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・焼土・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-84・85 号住居跡
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Ｈ-84・85 号住居跡土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、
　　　　　　　ローム粒少量、焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒・白色粘土少量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ～ 1.0 ㎝少量、焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝
　　　　　　　ローム粒少量、焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
11．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
12．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、焼土・炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
13．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
14．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

15．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝、
　　　　　　　ローム粒少、焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
16．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
17．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
18．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝中量、
　　　　　　　ローム粒少量、焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
19．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
20．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、白色粘土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
21．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・白色粘土中量、
　　　　　　　ローム粒・炭化粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
22．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
23．黒褐色土　炭化粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
24．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
25．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
26．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
27．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
28．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム少中量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
29．黒褐色土　炭化粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・焼土少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
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Ｈ-87 号住居跡
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Ｈ-87 号住居跡土層説明

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性やや弱。
２．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性やや弱。
３．暗褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性やや弱。
４．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性やや弱。

５．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

Ｗ-3・15 号溝

０ 20ｍ（１：600）
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Ｗ-３・15 号溝

Ｗ-15 号溝土層説明　　

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性弱。鉄分やや沈着。　
２．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝の二次堆積層。しまり弱。粘性なし。　
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりやや弱。
　　　　　　　粘性やや弱。
４．黒褐色土　ローム粒・礫φ3.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。  
６. 黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．暗褐色土　砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
９．暗褐色土　砂粒・小礫φ0.5 ～ 1.0 ㎝多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性なし。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。下位に鉄分沈着。　
11．黒褐色土　砂粒・Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・鉄分少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性あり。　　
12．暗灰色土　砂粒・小礫φ0.5 ～ 2.0 多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性なし。　　　　
13．暗灰色土　砂粒多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまり弱。粘性弱。
14．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・砂粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
15　黒褐色土  ローム粒少量、砂粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
16. 暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。鉄分の沈着あり。
17. 暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量含む。しまり強。
　　　　　　　粘性ややあり。
18. 暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
19．黒褐色土　砂粒・鉄分中量、Ａｓ-Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｄ-64 号土坑埋没土。
20．黒褐色土　ローム粒中量、・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・砂粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。Ｄ-66 号土坑埋没土。
21．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。Ｄ-66 号土坑埋没土。
22. 黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　少量含む。しまり強。粘性ややあり。
23. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
24. 暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
25. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
26. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
27. 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
28. 暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
29. 暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
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Ｗ-２号溝 Ｗ-２号溝土層説明

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性弱。
２．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性弱。
３．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、
　　　　　　　焼土・炭化粒微量含む。しまりあり。粘性弱。
４．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、焼土・炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。
５．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、
　　　　　　　ローム粒・炭化粒微量含む。しまりあり。粘性弱。
６．暗褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒・炭化粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
７．暗灰色土　砂粒中量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒・炭化粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
８．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性弱。
９．暗褐色土　砂粒中量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
10．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・砂粒中量、白色粘土少量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。
11．暗褐色土　砂粒中量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性弱。
12．暗褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性弱。
13．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。
14．暗灰色土　砂粒多量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性弱。
15．暗灰色土　砂粒中量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
16．暗褐色土　ローム粒・砂粒中量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2
　　　　　　　～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性弱。
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Ｗ-17 号溝土層説明①

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性弱。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・ローム粒・白色粘土少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。粘性弱。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
７．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
９．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。上位は硬化する。
11．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝少量、焼土微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
12．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
13．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
14．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量、焼土微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
15．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
16．暗褐色土　Ｈｒ－ＦＡ火山灰中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・Ｈｒ－ＦＡ軽石φ0.2 ～ 0.5 ㎝・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
17．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ｈｒ－ＦＡ火山灰・Ｈｒ－ＦＡ軽石φ0.2 ㎝・ローム粒少量、炭化粒
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
18．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。

他遺構埋没土 硬化が確認される埋没土
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19．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
20．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
21．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
22．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・Ｈｒ－ＦＡ軽石φ0.2 ㎝少量、炭化粒
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
23．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
24．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
25．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
26．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
27．黒褐色土　ローム粒・砂粒中量、ロームブロックφ0.5 ㎝少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
28．暗褐色土　Ｈｒ－ＦＡ火山灰多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・Ｈｒ－ＦＡ軽石φ0.2 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
29．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ｈｒ－ＦＡ火山灰少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
30．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
31．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
32．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。

Fig.44　遺構実測図（38）
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Ｗ-19 号溝

Ａ Ａ′

１

２３

Ｈ=121.500ｍ

２３

Ｗ-19 号溝土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　

０ ２ｍ（１：60）

０ ４ｍ（１：120）

Ａ Ａ′

調　査　区　外

Ｗ-

17
号
溝

Ｗ-17 号溝

Ｗ-17 号溝土層説明②

19．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
20．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
21．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝少量、炭化粒
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
22．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　Ｈｒ－ＦＡ軽石φ0.2 ㎝少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
23．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
24．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
25．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

26．黒褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・砂粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
27．黒褐色土　ローム粒・砂粒中量、ロームブロックφ0.5 ㎝少量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
28．暗褐色土　Ｈｒ－ＦＡ火山灰多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・Ｈｒ－ＦＡ軽石
　　　　　　　φ0.2 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
29．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、Ｈｒ－ＦＡ火山灰少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
30．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
31．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
32．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

Ｈ=121.300ｍ １ ２ ３
４

５

Ｄ-11 号土坑土層説明

１．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
４．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Ｄ-11 号土坑 Ｄ-12・13 号土坑

Ｄ-12･13 号土坑土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、ローム粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
４．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝微量含む。しまりあり。粘性ややあり。

ト
レ
ン
チ

Ａ Ａ′
Ｄ-12 土 Ｄ-13 土

Ｈ=121.700ｍ

Ａ Ａ′

１２ ３
２４

５５６６

０ ２ｍ（１：60）

Fig.45　遺構実測図（39）
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０ ２ｍ（１：60）

Ｄ-22 号土坑 Ｄ-14 号土坑

２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝多量、ローム粒少量含む。しまり弱。粘性やや弱。
７．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 10.0 ㎝・ローム粒中量含む。しまり弱。粘性やや弱。

Ｄ-22 号土坑土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性弱。

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

１
２

３
５６ ４

７

Ｈ=121.700ｍ

掘りすぎ掘りすぎ

調査区外
Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

Ｈ=121.800ｍ
１

２ ３

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｄ-14 号土坑土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Ｔ-４号竪穴状遺構

Ｄ-20・21 号土坑

Ｄ-15 号土坑 Ｄ-16 号土坑

調査区外
Ａ Ａ′

Ａ Ａ′
Ｈ=121.800ｍ

Ｄ-15 号土坑土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性やや弱。
２．黒褐色土　ローム粒中量、炭化粒少量含む。しまりあり。粘性やや弱。
３．暗褐色土　ローム粒中量、炭化粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

０ １ｍ（１：30）

Ｔ-３竪

Ｈ-39 住

Ａ Ａ′

２

１

Ｈ=121.600ｍ

１
２ ３

Ａ Ａ′

２ １２ １

Ｄ-20・21 号土坑土層説明

１．黒 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　 粘性ややあり。
２．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　 粘性ややあり。
３．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　　 粘性ややあり。
４．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、白色粘土微量含む。
　　　　　　　　 しまりあり。粘性ややあり。
５．黒 褐 色 土　ローム粒少量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　 粘性ややあり。
６．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　　 炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
７．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．暗 褐 色 土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　　 粘性ややあり。
９．黒 褐 色 土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
10．暗 褐 色 土　ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。
11．暗 褐 色 土　ローム粒多量含む。しまりあり。粘性ややあり。
12．黒 褐 色 土　ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
13．にぶい黄褐色土　ローム粒多量、ロームブロックφ0.5 ～ 4.0 ㎝中量含む。しまりあり。
　　　　　　　　 粘性弱。
14．にぶい黄褐色土　ローム粒多量、ロームブロックφ0.5 ～ 4.0 ㎝中量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　　 しまりあり。粘性ややあり。
15．にぶい黄褐色土　ローム粒多量、ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝中量含む。しまりあり。
　　　　　　　　 粘性弱。
16．黒 褐 色 土　ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。
17．黒 褐 色 土　ローム粒中量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
18．黒 褐 色 土　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Ａ Ａ′

Ｈ=121.700ｍ
１ ２３

４

５

６
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Ｄ-20 土
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０ ２ｍ（１：60）

Ｄ-25 号土坑

Ｄ-25 号土坑土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりやや強。粘性ややあり。
４．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

Ｈ=121.800ｍ

１２

３ ４
５ ６

Ａ Ａ′

４

Ａ Ａ′

４

３２

１
Ｈ=121.500ｍ

２ ３

４

Ｄ-29 号土坑土層説明

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　中量、ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、炭化粒微量
　　　　　　　含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ～
　　　　　　　1.0 ㎝・ローム粒・炭化粒
　　　　　　　少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒・炭化粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　ローム粒少量、
　　　　　　　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

Ｈ-38 住

Ｄ-27 土

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′
Ｈ=121.400ｍ

Ｄ-27 号土坑

Ｄ-28 号土坑

Ｄ-47 号土坑 Ｄ-50 号土坑

Ｄ-38 号土坑
Ｄ-28 号土坑土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～
　　　　　　　0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、
　　　　　　　ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量
　　　　　　　含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。

１

Ａ Ａ′

１

Ａ Ａ′

６
８

３
７

５
２

４

１

４

Ｈ=121.600ｍ

Ａ
Ｈ=121.600ｍ

Ａ′

Ａ Ａ′

Ｗ-25 溝

Ｄ-38 土

Ａ Ａ′
Ｈ=121.800ｍ

Ａ Ａ′

Ｄ-51 号土坑土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
４．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 3.0 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ～ 10.0 ㎝多量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

１

２３

４５

６

４５

Ｈ=121.500ｍ

Ｄ-29 号土坑

Fig.47　遺構実測図（41）
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Ｔ-３号竪穴状遺構

０ ２ｍ（１：60）

０ ２ｍ（１：60）

０ ２ｍ（１：60）０ ２ｍ（１：60）

３号竪穴状遺構土層説明　　

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
２． 黒褐色土  Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　 しまりあり。粘性ややあり。    　
３． 黒褐色土  Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。      　
４．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、炭化粒
　　　　　　　微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
６． 黒褐色土  ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。     
７． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ローム粒少量、炭化粒微量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　　
８． 暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
９．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

３ ２ １

Ｈ=122.200ｍ

Ａ Ａ′

10４
５６

７

８

Ⅳ ９Ⅳ ９

他遺構埋没土

Ａ

Ａ′

Ｈ-39 住

Ｈ-49 住

Ｈ-41 住

Ｄ-15 土

調　査　区　外

Ｔ-４号竪穴状遺構

Ｔ-８号竪穴状遺構 Ｔ-９号竪穴状遺構

Ｂ Ｂ′

７

８ ９８

Ｈ=121.400ｍ
Ａ Ａ′

１２

３４

５ ６
Ｈ=121.400ｍ

Ｈ=121.500ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

Ｈ=121.500ｍ

Ａ Ａ′

Ｈ-65

Ｗ-２溝

Ｔ-８竪

Ａ Ａ′

Ｈ-69

Ｔ-９竪

Ｈ-83

Ｔ-４号竪穴状遺構土層説明

１．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
３． 黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。　
４．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
５．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
６．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 10.0 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。　
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
９．黒褐色土　ローム粒中量・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Ｐ１

Ｂ

Ｂ
′

Ａ

Ａ′

Ｗ-

２
溝

Ｐ２
Ｐ１

Fig.48　遺構実測図（42）
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Ｔ-５号竪穴状遺構・Ｗ-29 号溝・Ｈ-95・97 号住居跡

０ ２ｍ（１：60）

Ｔ-５号竪穴状遺構埋没土 Ｗ-29 号溝埋没土

Ｈ-97 号住居跡埋没土Ｈ-95 号住居跡埋没土

０ ２ｍ（１：100）

調査区外

Ｔ-５竪 -１Ｔ-５竪 -１

Ｈ-97 住

Ｔ-５竪 -１

Ｔ-５竪

Ｈ-95 住

Ｗ-２溝

Ｗ-29 溝

６

８

11

９

2629

Ⅰ

Ⅱ Ⅱ１ １
２

３
４５６

７
８

10
11

12
13

14
15

16 17

18

1920

Ｂ Ｂ′

Ｈ=121.400ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

Ｈ=121.400ｍ

Ｂ
Ｂ
′

Ｔ-５竪Ｐ１

Ｂ Ｂ′

Ａ Ａ′

Ｄ-49 土

Ｔ-５号竪穴状遺構・Ｗ-29 号溝・Ｈ-95・97 号住居跡土層説明

１．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
２．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒・
　　　　　　　炭化粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
３．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
５．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
６．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量、
　　　　　　　ローム粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
７．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　焼土微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
８．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　焼土・炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
９．暗灰色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
10．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量、ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ～ 2.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
11．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
12．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒中量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
13．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
14．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
15．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
16．暗褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
17．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～
　　　　　　　2.0 ㎝少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
18．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
19．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、ロームブロックφ0.5 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量、炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
20．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。

埋没土の概略

21 222324 21 222324

25273031 28 25273031 28

21．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
22．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 2.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
23．暗褐色土　ロームブロックφ0.5 ㎝・ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝
　　　　　　　少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
24．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
25．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量、
　　　　　　　炭化粒微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
26．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝中量、
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
27．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロック
　　　　　　　φ0.5 ～ 1.0 ㎝・ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
28．黒褐色土　Ａｓ－Ｂφ0.2 ㎝・Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
29．暗褐色土　ローム粒中量、Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
30．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ローム粒少量含む。
　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。
31．黒褐色土　Ａｓ－Ｃφ0.2 ～ 0.5 ㎝・ロームブロックφ0.5 ～ 1.0 ㎝・
　　　　　　　ローム粒少量含む。しまりあり。粘性ややあり。

Fig.49　遺構実測図（43）
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Ｈ‐31 号住居跡

Ｈ‐34 号住居跡

Fig.50　遺物実測図（１）

Ｈ31住 -２

（１/３）

Ｈ 31 住 -１

（１/３）

Ｈ 31 住 -４

（１/４）

Ｈ 31 住 -３

（１/４）

Ｈ 31 住 -５

（１/３）

Ｈ 32 住 -１

（１/４）

Ｈ 32 住 -２

（１/４）Ｈ 34 住 -１

（１/３）

０ 10㎝１：３ ０ 10㎝１：４

Ｈ‐32 号住居跡
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Fig.51　遺物実測図（２）

Ｈ35住 -１

（１/３）

Ｈ 35 住 -２

（１/３）

Ｈ 35 住 -３

（１/３）
Ｈ 36 住 -１

（１/３）

Ｈ 36 住 -２

（１/３）

Ｈ 36 住 -３

（１/３） Ｈ 36 住 -４

（１/３）

Ｈ 36 住 -５

（１/３）

Ｈ 36 住 -６

（１/３）

Ｈ 36 住 -８

（１/３）

Ｈ 36 住 -７

（１/３）

Ｈ 36 住 -９

（１/３）

Ｈ 36 住 -12

（１/３）

Ｈ 36 住 -10

（１/３）

Ｈ 36 住 -13

（１/３）

Ｈ 36 住 -11

（１/３）

Ｈ 36 住 -14

（１/３）

Ｈ 36 住 -15

（１/３）

Ｈ‐36 号住居跡

０ 10㎝１：３

Ｈ‐35 号住居跡
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Fig.52　遺物実測図（３）

Ｈ37住 -１

（１/３）

Ｈ 37 住 -４

（１/３）

Ｈ 37 住 -７

（１/３）

Ｈ 37 住 -２

（１/３）

Ｈ 37 住 -５

（１/３）

Ｈ 37 住 -８

（１/３）

Ｈ 37 住 -３

（１/３）

Ｈ 37 住 -６

（１/３）

Ｈ 37 住 -９

（１/３）

Ｈ 37 住 -11

（１/３）

Ｈ 37 住 -10

（１/３）

Ｈ 37 住 -12

（１/３）

Ｈ 37 住 -18

（１/１）

Ｈ 37 住 -13

（１/４）

Ｈ 37 住 -16

（１/４）

Ｈ 37 住 -15

（１/４）

Ｈ 37 住 -14

（１/４）

Ｈ‐37 号住居跡

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

０ ５㎝１：２
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Ｈ‐40 号住居跡

Fig.53　遺物実測図（４）

Ｈ37住 -17

（１/４）

Ｈ 38 住 -３

（１/３）

Ｈ 38 住 -１

（１/３）

Ｈ 38 住 -２

（１/３）

Ｈ 38 住 -４

（１/４）

Ｈ 38 住 -５

（１/４）

Ｈ 38 住 -９

（１/３）

Ｈ 38 住 -７

（１/４）

Ｈ 38 住 -６

（１/４） Ｈ 38 住 -８

（１/３）

Ｈ 40 住 -１

（１/３） Ｈ 40 住 -２

（１/３）

Ｈ 40 住 -３

（１/３）
Ｈ 40 住 -４

（１/３）

Ｈ 40 住 -５

（１/３）

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

Ｈ‐37 号住居跡 Ｈ‐38 号住居跡
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Ｈ‐40 号住居跡 Ｈ‐41 号住居跡

Ｈ‐42 号住居跡

Fig.54　遺物実測図（５）

Ｈ40住 -６

（１/４）

Ｈ 41 住 -１

（１/３）

Ｈ 41 住 -７

（１/４）

Ｈ 41 住 -８

（１/３）
Ｈ 41 住 -２

（１/３）
Ｈ 41 住 -３

（１/３）

Ｈ 41 住 -４

（１/３）

Ｈ 41 住 -５

（１/３）
Ｈ 41 住 -６

（１/３）

Ｈ 42 住 -１

（１/３）

Ｈ 42 住 -３

（１/３）

Ｈ 42 住 -２

（１/３）

Ｈ 42 住 -４

（１/３）

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４
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Ｈ‐43 号住居跡

Fig.55　遺物実測図（６）

Ｈ42住 -５

（１/４）

Ｈ 42 住 -６

（１/４）

Ｈ 42 住 -７

（１/４）

Ｈ 42 住 -８

（１/４）

Ｈ 43 住 -１

（１/３）

Ｈ 43 住 -２

（１/３）

Ｈ 43 住 -３

（１/３）

Ｈ 43 住 -４

（１/３）

Ｈ 43 住 -５

（１/３）

Ｈ 43 住 -６

（１/３）

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

Ｈ‐42 号住居跡

－ 84 － － 85 －



Fig.56　遺物実測図（７）

Ｈ43住 -７

（１/３）

Ｈ 43 住 -８

（１/３）

Ｈ 43 住 -９

（１/３）

Ｈ 43 住 -10

（１/３）

Ｈ 44 住 -１

（１/３）

Ｈ 44 住 -４

（１/３）

Ｈ 44 住 -２

（１/３）

Ｈ 44 住 -３

（１/３）

Ｈ 44 住 -５

（１/３）

Ｈ‐43 号住居跡

０ 10㎝１：３

Ｈ‐44 号住居跡
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Ｈ‐44 号住居跡

Ｈ‐45 号住居跡

Fig.57　遺物実測図（８）

Ｈ44住 -７

（１/４）

Ｈ 44 住 -６

（１/３）

Ｈ 45 住 -１

（１/３）

Ｈ 45 住 -３

（１/３）

Ｈ 45 住 -２

（１/３）

Ｈ 45 住 -４

（１/３）

Ｈ 45 住 -５

（１/３）

Ｈ 45 住 -６

（１/４）

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

－ 86 － － 87 －



Fig.58　遺物実測図（９）

Ｈ45住 -７

（１/４）

Ｈ 45 住 -８

（１/６）

Ｈ 45 住 -10

（１/４）

Ｈ 45 住 -９

（１/４）

Ｈ 46 住 -１

（１/３）

Ｈ 46 住 -２

（１/３）

Ｈ‐45 号住居跡

Ｈ‐46 号住居跡

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

－ 88 － － 89 －



Fig.59　遺物実測図（10）

Ｈ 46住 -３

（１/３）

Ｈ 46 住 -４

（１/３）

Ｈ 46 住 -８

（１/４）

Ｈ‐46 号住居跡

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

－ 88 － － 89 －



Ｈ‐46 号住居跡

Fig.60　遺物実測図（11）

Ｈ 46住 -５

（１/４）

Ｈ 46 住 -６

（１/４）

Ｈ 46 住 -７

（１/４）

Ｈ 47 住 -６

（１/３）

Ｈ 47 住 -２

（１/３）

０ 10㎝１：３ ０ 10㎝１：４

Ｈ‐47 号住居跡

－ 90 － － 91 －



Fig.61　遺物実測図（12）

Ｈ 47住 -１

（１/３）

Ｈ 47 住 -３

（１/３）

Ｈ 47 住 -５

（１/４）

Ｈ 47 住 -４

（１/４）

Ｈ 47 住 -７

（１/４）

Ｈ 47 住 -８

（１/４）

Ｈ‐47 号住居跡

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

－ 90 － － 91 －



Ｈ‐48 号住居跡

Ｈ‐49 号住居跡

Fig.62　遺物実測図（13）

Ｈ 48住 -１

（１/３）

Ｈ 48 住 -２

（１/３）

Ｈ 48 住 -６

（１/３）

Ｈ 48 住 -７

（１/３）

Ｈ 48 住 -３

（１/３）

Ｈ 48 住 -５

（１/３）

Ｈ 48 住 -４

（１/３） Ｈ 48 住 -８

（１/３） Ｈ 48 住 -９

（１/３）

Ｈ 49 住 -１

（１/３）

Ｈ 49 住 -２

（１/３）

Ｈ 49 住 -３

（１/３）

Ｈ 50 住 -１

（１/３）

Ｈ 50 住 -２

（１/３）

Ｈ 50 住 -４

（１/３）
Ｈ 50 住 -６

（１/３）

Ｈ 50 住 -３

（１/３）

Ｈ‐50 号住居跡

０ 10㎝１：３

－ 92 － － 93 －



Fig.63　遺物実測図（14）

Ｈ 50住 -５

（１/３）

Ｈ 50 住 -８

（１/３）

Ｈ 50 住 -７

（１/３）

Ｈ 51 住 -１

（１/３）

Ｈ 51 住 -２

（１/３）

Ｈ 52 住 -１

（１/３）

Ｈ 52 住 -４

（１/３）

Ｈ 52 住 -２

（１/３）

Ｈ 52 住 -５

（１/３）

Ｈ 52 住 -３

（１/３）

Ｈ 52 住 -６

（１/３）

Ｈ 53 住 -１

（１/３）

Ｈ 53 住 -３

（１/３）

Ｈ 53 住 -２

（１/３）

Ｈ 53 住 -６

（１/３）

Ｈ 53 住 -４

（１/３） Ｈ 53 住 -５

（１/３）

Ｈ 53 住 -７

（１/３）

Ｈ 53 住 -８

（１/３）

Ｈ‐51 号住居跡

Ｈ‐53 号住居跡

０ 10㎝１：３

Ｈ‐50 号住居跡

Ｈ‐52 号住居跡

－ 92 － － 93 －



Fig.64　遺物実測図（15）

Ｈ 54住 -１

（１/３）
Ｈ 54 住 -２

（１/３）

Ｈ 54 住 -３

（１/３）

Ｈ 54 住 -４

（１/３）

Ｈ 54 住 -５

（１/３）

Ｈ 55 住 -１

（１/３）

Ｈ 55 住 -２

（１/３）

Ｈ 55 住 -３

（１/３）

Ｈ 55 住 -４

（１/３）

Ｈ 55 住 -５

（１/３）

Ｈ 55 住 -６

（１/３）

Ｈ 55 住 -７

（１/３）

Ｈ 56 住 -１

（１/３）

Ｈ 56 住 -２

（１/３）

Ｈ 57 住 -１

（１/３）

Ｈ‐54 号住居跡

Ｈ‐55 号住居跡

Ｈ‐57 号住居跡

０ 10㎝１：３

Ｈ‐56 号住居跡

－ 94 － － 95 －



Ｈ‐60 号住居跡

Fig.65　遺物実測図（16）

Ｈ 60住 -１

（１/３）

Ｈ 60 住 -２

（１/３）

Ｈ 60 住 -３

（１/３）

Ｈ 60 住 -４

（１/３）

Ｈ 60 住 -５

（１/３）

Ｈ 60 住 -６

（１/３）

Ｈ 60 住 -８

（１/３）

Ｈ 60 住 -７

（１/３）

０ 10㎝１：３

－ 94 － － 95 －



Fig.66　遺物実測図（17）

Ｈ 60住 -９

（１/３）

Ｈ 60 住 -10

（１/３）

Ｈ 60 住 -11

（１/３）

Ｈ 63 住 -１

（１/３）

Ｈ 63 住 -２

（１/３）

Ｈ 63 住 -３

（１/３）

Ｈ 63 住 -５

（１/３）

Ｈ 63 住 -６

（１/３）

Ｈ 63 住 -４

（１/３）

Ｈ 63 住 -７

（１/３）

Ｈ 63 住 -８

（１/３）

Ｈ 63 住 -10

（１/３）

Ｈ 63 住 -11

（１/３）

Ｈ 63 住 -12

（１/３）

Ｈ 63 住 -13

（１/３）

Ｈ‐60 号住居跡

Ｈ‐63 号住居跡

０ 10㎝１：３

－ 96 － － 97 －



Fig.67　遺物実測図（18）

Ｈ 63住 -９

（１/４）

Ｈ 64 住 -１

（１/３）

Ｈ 64 住 -３

（１/３）

Ｈ 64 住 -２

（１/３）

Ｈ 64 住 -４

（１/４）

Ｈ‐63 号住居跡

Ｈ‐64 号住居跡

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

－ 96 － － 97 －



Ｈ‐65 号住居跡

Ｈ‐69 号住居跡

Fig.68　遺物実測図（19）

Ｈ 65住 -１

（１/３）

Ｈ 65 住 -２

（１/３） Ｈ 65 住 -３

（１/３）

Ｈ 65 住 -４

（１/３）

Ｈ 65 住 -５

（１/３）

Ｈ 65 住 -６

（１/３）

Ｈ 65 住 -７

（１/３）

Ｈ 65 住 -８

（１/３）

Ｈ 65 住 -９

（１/４）

Ｈ 67 住 -２

（１/３）

Ｈ 67 住 -１

（１/３） Ｈ 67 住 -４

（１/３）

Ｈ 67 住 -３

（１/３）

Ｈ 69 住 -１

（１/３）

Ｈ 69 住 -２

（１/３）

Ｈ 69 住 -３

（１/３）

Ｈ 69 住 -６

（１/３）
Ｈ 69 住 -５

（１/３）

Ｈ 69 住 -４

（１/３）

Ｈ 69 住 -７

（１/３）

Ｈ‐67 号住居跡

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

－ 98 － － 99 －



Fig.69　遺物実測図（20）

Ｈ 69住 -８

（１/３）

Ｈ 69 住 -９

（１/３）
Ｈ 69 住 -10

（１/３）

Ｈ 73 住 -１

（１/３）

Ｈ 73 住 -３

（１/３）

Ｈ 73 住 -４

（１/３）

Ｈ 73 住 -２

（１/４）

Ｈ‐69 号住居跡

Ｈ‐73 号住居跡

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

－ 98 － － 99 －



Fig.70　遺物実測図（21）

Ｈ 79住 -１

（１/３）

Ｈ 79 住 -２

（１/３）

Ｈ 81 住 -１

（１/３）

Ｈ 81 住 -２

（１/３）

Ｈ 81 住 -３

（１/３）

Ｈ 81 住 -５

（１/３）

Ｈ 81 住 -４

（１/３）

Ｈ 81 住 -６

（１/４）

Ｈ‐79 号住居跡

Ｈ‐81 号住居跡

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

－ 100 － － 101 －



Ｈ‐82 号住居跡

Ｈ‐83 号住居跡

Fig.71　遺物実測図（22）

Ｈ 81住 -８

（１/４）

Ｈ 81 住 -７

（１/４）

Ｈ 82 住 -１

（１/３）

Ｈ 83 住 -１

（１/３）

Ｈ 83 住 -２

（１/３）

Ｈ 83 住 -３

（１/３）

Ｈ 83 住 -４

（１/３）

Ｈ 83 住 -６

（１/３）

Ｈ‐81 号住居跡

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

－ 100 － － 101 －



Fig.72　遺物実測図（23）

Ｈ 83住 -７

（１/３）

Ｈ 83 住 -５

（１/３）

Ｈ 84 住 -１

（１/３）

Ｈ 84 住 -２

（１/３）

Ｈ 87 住 -１

（１/３）

Ｈ 87 住 -２

（１/３）

Ｈ 85 住 -１

（１/３）

Ｗ２溝 -１

（１/３）

Ｗ２溝 -２

（１/３）

Ｗ２溝 -３

（１/３）

Ｗ２溝 -７

（１/１）

Ｈ‐83 号住居跡

Ｈ‐84 号住居跡

Ｈ‐87 号住居跡

Ｈ‐85 号住居跡

０ 10㎝１：３

０ ３㎝１：１

Ｗ‐２号溝

－ 102 － － 103 －



Fig.73　遺物実測図（24）

Ｗ２溝 -４

（１/３）

Ｗ２溝 -５

（１/３）

Ｗ 15 溝 - １

（１/３）

Ｗ２溝 -６

（１/３）

Ｗ 15 溝 - ２

（１/３）

Ｗ 15 溝 - ３

（１/３）

Ｗ 15 溝 - ５

（１/３）

Ｗ９・11 溝 - １

（１/３）

Ｗ９・11 溝 - ２

（１/３）

Ｗ３溝 -１

（１/３）

Ｗ 15 溝 - ４

（１/３）

Ｗ 15 溝 - ７

（１/３）

Ｗ 15 溝 - ８

（１/３）

Ｗ 15 溝 - ６

（１/３）

Ｗ 15 溝 - ９

（１/３）

Ｗ 15 溝 -10

（１/３）

Ｗ‐２号溝 Ｗ‐９・11 号溝

Ｗ‐３号溝

０ 10㎝１：３

Ｗ‐15 号溝

－ 102 － － 103 －



Ｗ‐17 号溝

Fig.74　遺物実測図（25）

Ｗ 17 溝 - １

（１/３）

Ｗ 17 溝 - ４

（１/３）

Ｗ 17 溝 - ６

（１/３）

Ｗ 17 溝 - ８

（１/３）

Ｗ 17 溝 - ２

（１/３）

Ｗ 17 溝 - ５

（１/３）

Ｗ 17 溝 - ７

（１/３）

Ｗ 17 溝 - ３

（１/３）

Ｗ 17 溝 - ９

（１/３）
Ｗ 17 溝 -10

（１/３）

Ｗ 17 溝 -11

（１/３）

Ｗ 17 溝 -12

（１/３）

Ｗ 17 溝 -13

（１/３）
Ｗ 17 溝 -14

（１/３）

Ｗ 17 溝 -17

（１/３）

Ｗ 17 溝 -16

（１/４）

Ｗ 17 溝 -15

（１/３）

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

－ 104 － － 105 －



Fig.75　遺物実測図（26）

Ｗ 17 溝 -18

（１/３）

Ｗ 17 溝 -19

（１/３）
Ｗ 17 溝 -20

（１/３）

Ｗ 17 溝 -21

（１/３）

Ｗ 17 溝 -22

（１/３）
Ｗ 17 溝 -23

（１/３）
Ｗ 17 溝 -25

（１/４）

Ｗ 17 溝 -24

（１/３）

Ｗ‐17 号溝

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

－ 104 － － 105 －



Fig.76　遺物実測図（27）

Ｗ 17 溝 -26

（１/４）

Ｗ 17 溝 -27

（１/４）

Ｗ 17 溝 -28

（１/４）

Ｗ 17 溝 -29

（１/４）

Ｗ‐17 号溝

０ 10㎝１：４

－ 106 － － 107 －



Fig.77　遺物実測図（28）

Ｗ 17 溝 -30

（１/４）

Ｗ 23 溝 - １

（１/３）

Ｗ 23 溝 - ２

（１/３）

Ｗ 23 溝 - ３

（１/３）

Ｗ 23 溝 - ４

（１/３）
Ｗ 23 溝 - ５

（１/３）

Ｄ 15 土 - １・２

（１/３）

Ｄ 15 土 - ３

（１/３）

Ｗ 27 溝 - １

（１/３）

Ｄ 22 土 - １

（１/３）

Ｗ‐17 号溝

Ｄ‐15 号土坑

０ 10㎝１：３

０ 10㎝１：４

Ｗ‐23 号溝

Ｗ‐27 号溝

Ｄ‐22 号土坑

－ 106 － － 107 －



Fig.78　遺物実測図（29）

Ｄ 24 土 - １

（１/３）

Ｄ 24 土 - ２

（１/３）

Ｄ 25 土 - １

（１/３）

Ｄ 25 土 - ２

（１/３）

Ｄ 25 土 - ３

（１/３）

Ｄ 25 土 - ４

（１/３）

Ｄ 30 土 - １

（１/３）

Ｄ 28 土 - １

（１/３）

Ｔ５竪 -１

（１/３）

外 -１

（１/３）
外 -２

（１/３）

外 -３

（１/３）

外 -４

（１/３）

外 -11

（１/３）

外 -10

（１/３）

外 -６

（１/３）

外 -７

（１/３）

外 -８

（１/３）

外 -５

（１/３）

Ｄ‐24 号土坑

Ｔ‐５号竪穴状遺構

０ 10㎝１：３

Ｄ‐25 号土坑

Ｄ‐30 号土坑

遺構外出土遺物

Ｄ‐28 号土坑

－ 108 － － 109 －



Fig.79　遺物実測図（30）

外 -28

（１/３）

外 -29

（１/３）

外 -30

（１/３）

外 -25

（１/３）

外 -26

（１/３）

外 -22

（１/３）

外 -23

（１/３）

外 -27

（１/３）

外 -24

（１/３）

外 -21

（１/３）

外 -19

（１/３）
外 -16

（１/３）

外 -20

（１/３）

外 -18

（１/３）

外 -17

（１/３）

外 -15

（１/３）

外 -12

（１/３）

外 -14

（１/３）

外 -13

（１/３）

外 -９

（１/３）

外 -31

（１/３）

外 -33

（１/３）

外 -34

（１/３）

外 -35

（１/３）

外 -32

（１/３）

外 -36

（１/３）

外 -38

（１/３）

０ 10㎝１：３

遺構外出土遺物

－ 108 － － 109 －



Fig.80　遺物実測図（31）

外 -37

（１/３）

外 -39

（１/３）
外 -40

（１/３）

外 -41

（１/３）
外 -42

（１/３）

外 -43

（１/１）

外 -44

（１/１）

外 -45

（１/３）

外 -46

（１/３）

外 -47

（１/３）

外 -48

（１/３）

遺構外出土遺物

０ 10㎝１：３

０ ３㎝１：１

－ 110 － － 111 －



Ｈ－ 31 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土製品
支脚

器高〈6.7〉 ①酸化焔　②にぶい黄橙
③細砂粒・白色粒・赤色粒　
④両端部欠

外面：縦位箆ナデ。
棒状の工具に粘土を貼り付けて成形したものと想定され、内面形
状は端部に丸みをもつ円錐状を呈する。

２ 土師器
甕

口径 (16.0) ①酸化焔　②橙　
③粗砂粒・石英・チャート　
④口縁～体部上位 1/6

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部横位箆ナデ。

３ 土師器
甕

口径 (22.3) ①酸化焔　②浅黄　③透明粒・
角閃石　④口縁～体部下半 2/3

外面：口縁部横ナデ。体部縦位箆ケズリ。体部中位に粘土付着。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

４ 土師器
甕

口径 (20.5) ①酸化焔　②浅黄　③チャー
ト・角閃石　④口縁～底部 1/2

外面：口縁部横ナデ。体部縦位箆ケズリ。体部下位に粘土付着。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

５ 石製品 石皿(多孔石) 長さ〈10.7〉　幅〈10.6〉　厚さ〈5.2〉　重さ 729.1　表面は磨耗により平滑。裏面は漏斗状の凹
み穴が 16 穴。安山岩製。

Tab. ３　出土遺物観察表（１）

Fig.81　遺物実測図（32）

外 -49

（１/３）

外 -50

（１/３）

外 -51

（１/３）

外 -52

（１/３）

遺構外出土遺物

０ 10㎝１：３

－ 110 － － 111 －



Ｈ－ 32 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
台付甕

口径 (15.4) ①酸化焔　②にぶい黄橙　
③細砂粒・白色粒・角閃石　
④口縁～底部 2/3、台部欠損

外面：口縁部横ナデ。体部ナデ後斜位刷毛目。指頭痕が見られる。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

２ 土師器
台付甕

口径 19.4
底径 10.5
器高 31.4

①酸化焔　②にぶい黄橙
③細砂粒・チャート・角閃石
④口縁～台部 3/4

外面：口縁部横ナデ。体部斜位刷毛目後一部ナデ。脚部斜位刷毛
目後ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。脚部ナデ。

Ｈ－ 35 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
坏

口径 12.6
器高  4.5

①酸化焔　②にぶい褐　
③白色粒・赤色粒・黒色粒
④ほぼ完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

２ 土師器
坏

口径 13.2
器高  4.8

①酸化焔　②明赤褐　③白色
粒・赤色粒　④ほぼ完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～底部横ナデ。

３ 土師器
甕

口径 15.0
底径  6.3
器高 12.8

①酸化焔　②にぶい褐　
③白色粒・黒色粒　
④ほぼ完形

外面：口縁部横ナデ。体部縦位箆ケズリ後横位ナデ。底部箆ナデ。
内面：口縁部世お撫で。体～底部箆ナデ。

Ｈ－ 34 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
蓋

口径（10.6） ①還元焔　②灰　③白色粒・
チャート　④口縁部片

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

Ｈ－ 36 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

口径 (10.0)
底径 ( 4.6)
器高  2.5

①還元焔気味　②灰黄　
③白色粒・黒色鉱物　
④口縁～底部 1/6

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

２ 須恵器
坏

口径 (10.1)
底径 ( 5.1)
器高  2.8

①還元焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒・赤色粒・黒色鉱物
④口縁～底部 3/4

外面：轆轤整形。底部左回転糸切り。口縁端部に油煙付着。
内面：轆轤整形。口縁端部に油煙付着。

灯明皿。

３ 須恵器
坏

口径  9.0
底径  5.4
器高  2.5

①酸化焔　②にぶい橙　③白
色粒・黒色鉱物・チャート
④ほぼ完形

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。口縁端部に油煙付着。
内面：轆轤整形。口縁端部に油煙付着。

灯明皿。

４ 須恵器
碗

口径 (11.8)
底径 ( 6.0)
器高  4.8

①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・赤色粒　
④口縁～底部 1/3

外面：轆轤整形。底部回転横ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

５ 須恵器
碗

口径 (15.0) ①酸化焔　②暗灰黄　
③白色粒・黒色粒　
④口縁～底部 1/4、高台剥落

外面：轆轤整形。底部回転横ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

６ 須恵器
碗

口径 (17.6) ①酸化焔　②にぶい黄褐
③白色粒・チャート　
④口縁～底部 1/6、高台剥落

外面：轆轤整形。底部回転横ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

７ 須恵器
碗

－ ①酸化焔　②にぶい黄褐　　
③細砂粒・黒色鉱物・チャー
ト　④体部上位～底部 1/5、高
台剥落

外面：轆轤整形。底部回転横ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

８ 須恵器
碗

口径 (17.0) ①還元焔　②にぶい黄橙
③細砂粒・赤色粒・黒色粒
④口縁～底部 1/3

外面：轆轤整形。高台貼付。高台端部は欠損しているものの、磨
滅させて再利用しているものと想定される。
内面：轆轤整形。

９ 須恵器
皿

口径 (16.0) ①酸化焔　②にぶい橙　
③細砂粒・白色粒・黒色粒
④口縁～底部 1/4

外面：轆轤整形。底部回転横ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

10 灰釉陶器
碗

底径 ( 8.4) ①堅緻　②灰白　③白色粒
④体部下位～底部片

外面：轆轤整形。底面回転横ナデ。
内面：轆轤整形。

11 灰釉陶器
碗

底径 ( 5.2) ①堅緻　②灰白　③白色粒
④体部下位～底部片

外面：轆轤整形。高台貼付。
内面：轆轤整形。

12 灰釉陶器
碗

底径 ( 7.0) ①堅緻　②灰白　③白色粒
④底部 1/3

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。見込み部に重ね焼き痕。

13 緑釉陶器
碗

底径 ( 9.0) ①堅緻　②にぶい黄橙　
釉：暗オリーブ灰　③白色粒
④体部下位～底部 1/4

外面：轆轤整形。恥部回転横ナデ。
内面：轆轤整形。

14 瓦
平瓦

厚さ  1.7 ①酸化焔気味　②灰黄　③粗
砂粒・白色粒　④右広端部片

凹面：布目圧痕。　　凸面：縄叩き。
側面：箆ナデ。　　広端部：箆ナデ。

15 瓦
平瓦

厚さ  1.7 ①還元焔気味　②黄灰　③粗
砂粒・白色粒　④中央部片

凹面：布目圧痕。
凸面：縄叩き。

二次焼成痕が
認められる。

Tab. ４　出土遺物観察表（２）
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Tab. ５　出土遺物観察表（３）

Ｈ－ 37 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
坏

口径 (12.4) ①酸化焔　②橙　③赤褐色粒・
角閃石　④口縁～底部 1/3

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

２ 土師器
坏

口径 (11.4)
器高  4.2

①酸化焔　②橙　③赤褐色粒・
石英　④口縁～底部 1/3

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

３ 土師器
坏

口径 13.3
器高  4.4

①酸化焔　②橙　③チャート・
角閃石　④口縁～底部 5/6

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

４ 土師器
坏

口径 11.4
器高  3.6

①酸化焔　②橙　③赤褐色粒・
石英・チャート　④完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

５ 土師器
坏

口径 11.6
器高  4.6

①酸化焔　②橙　③石英・
チャート　④ほぼ完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：黒色処理。口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

６ 土師器
坏

口径 (11.5)
器高  3.6

①酸化焔　②橙　③赤褐色粒・
黒色粒　④口縁～底部 1/3

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

７ 土師器
坏

口径 (11.2)
器高 ( 3.5)

①酸化焔　②橙　③赤褐色粒・
石英　④口縁～底部 1/2

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

８ 須恵器
蓋

－ ①還元焔　②灰　
③白色粒・黒色粒・石英　
④口縁～天井部 2/3

外面：轆轤整形。天井部回転箆ケズリ。
内面：轆轤整形。

９ 須恵器
高坏

－ ①酸化焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒・石英・チャート
④体部下半～脚部上位片

外面：轆轤整形。脚部に長方形状を呈する透孔３箇所。
内面：轆轤整形。

10 土師器
高坏

底径 14.8 ①酸化焔　②橙　③赤褐色粒・
チャート・黒色鉱物　④脚部

外面：縦位ミガキ。脚部端部横ナデ。
内面：底部ミガキ。箆及び指ナデ。脚部端部横ナデ。

11 土師器
小型壺

口径 (10.4) ①酸化焔　②橙　
③白色粒・石英・チャート
④口縁～体部上位片

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ後ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

12 土師器
鉢

口径 (14.9) ①酸化焔　②褐　③粗砂粒・
片岩　④口縁～体部上半片

外面：口縁部横ナデ。体部斜位箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

13 土師器
甕

口径 (21.6) ①酸化焔　②明赤褐　③粗砂
粒・片岩　④口縁～体部 1/3

外面：口縁部横ナデ。体部上位縦位箆ケズリ。体部下位斜位箆ケ
ズリ。体部下位に粘土付着。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

14 土師器
甕

－ ①酸化焔　②にぶい黄褐　
③粗砂粒・黒色鉱物　
④体部 1/3

外面：箆ケズリ後一部箆ナデ。
内面：箆ナデ。

15 土師器
甕

底径  5.8 ①　②にぶい黄橙
③　④体部上位～底部

外面：体部上位箆ナデ。体部下位箆ケズリ。底部箆ナデ。体部上
位に粘土付着。
内面：体～底部箆ナデ。

体部別造り。

16 土師器
甕

口径 18.8 ①酸化焔　②にぶい褐　③粗
砂粒・石英・チャート・片岩
④口縁～体部下半 5/6

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ後一部箆ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

体部別造り。

17 土師器
甕

口径 22.4 ①酸化焔　②橙　③細砂粒・
チャート　④口縁～体部 5/6

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

番号 器　種 法量（㎝・ｇ）、成・整形技法の特徴 備　考

18 石製品 紡錘車 長さ 3.7　幅 3.6　厚さ 2.5　孔径 0.7 ～ 0.8　重さ 45.10　　両面穿孔。削り調整による成形後、
研磨による仕上げ。

Ｈ－ 38 号住居跡①

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
坏

口径 (13.1)
器高  4.1

①酸化焔　②明赤褐　
③透明粒・赤色粒　
④口縁～底部 3/4

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：横ナデ後放射状のミガキ。体～底部ナデ後粗いミガキ。

２ 土師器
坏

口径 13.2 ①酸化焔　②明赤褐　③赤色
粒・角閃石　④口縁～底部 1/2

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

３ 土師器
小型壺

口径 10.6
底径  4.0
器高  8.6

①酸化焔　②橙　③白色粒・
石英・チャート　④ほぼ完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体～底部箆ナデ。

４ 土師器
甕

口径 (13.9) ①酸化焔　②明赤褐　
③細砂粒・白色粒・チャート
④口縁～体部下位 1/2

外面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

５ 土師器
甕

口径 15.6
器高 20.6

①酸化焔　②橙　③赤色粒・
黒色鉱物　④口縁～底部 5/6

外面：口縁部横ナデ後斜縦位箆ナデ。体～底部箆ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体～底部箆ナデ。

６ 土師器
甕

口径 (20.7)
底径 ( 7.0)
器高 32.8

①酸化焔　②にぶい黄橙　
③白色粒・透明粒　
④口縁～底部 1/2

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ナデ。体部下位に粘土付着。
内面：口縁部横ナデ。体～底部箆ナデ。

７ 土師器
甕

口径 17.2
底径  3.8
器高 39.5

①酸化焔　②にぶい黄橙
③細砂粒・白色粒・角閃石
④口縁～底部 3/4

外面：口縁部横ナデ。体部縦位箆ケズリ。底部器面荒れる。体部
中位に粘土付着。
内面：口縁部横ナデ。体～底部箆ナデ。

８ 土師器
甑

底径　8.2 ①酸化焔　②橙　
③細砂粒・白色粒・赤褐色粒
④体部下半～底部 1/2

外面：体～底部箆ケズリ後ミガキ。
内面：体～底部ミガキ。
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Ｈ－ 40 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
坏

口径 (12.4)
器高 ( 4.0)

①酸化焔　②橙　③白色粒・
赤色粒　④口縁～底部 1/3

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

２ 土師器
坏

口径 12.2
器高  4.4

①酸化焔　②橙　③赤色粒・
角閃石　④口縁～底部 5/6

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部横位箆ナデ。底部器面荒れる。

３ 土師器
坏

口径 13.5
器高  5.1

①酸化焔　②橙　
③白色粒・赤色粒　④完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

４ 須恵器
蓋

－ ①還元焔　②灰白　③白色粒・
チャート　④口縁～天井部 1/2

外面：轆轤整形。天井部箆ナデ。
内面：轆轤整形。

５ 土師器
甕

口径 (14.3) ①酸化焔　②にぶい黄橙　
③細砂粒・赤色粒・チャート・
角閃石　④口縁～体部下半 1/3

外面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。体部粘土付着。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

６ 土師器
甑

口径 25.8
底径  9.7
器高 25.4

①酸化焔　②明赤褐　③粗砂
粒・赤色粒・黒色鉱物　
④口縁～底部 5/6

外面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。体部下端箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

Ｈ－ 41 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
手捏

口径 10.2
底径  7.1
器高  3.7

①酸化焔　②にぶい黄橙
③黒色鉱物・赤色粒・角閃
石　④ほぼ完形

外面：口縁～体部ナデ。底部ナデ後ミガキ後先端角状工具による
線刻。
内面：口縁～体部ミガキ。底部ミガキ後先端角状工具による線刻。

２ 土師器
坏

口径 (13.6) ①酸化焔　②灰オリーブ
③白色粒・黒色鉱物　
④口縁～体部片

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。

３ 土師器
坏

口径 (13.6) ①酸化焔　②橙　③白色粒　
④口縁～体部片

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。

４ 土師器
坏

口径 14.1
器高  4.4

①酸化焔　②灰　③白色粒・
黒色鉱物　④口縁～底部 3/5

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。体部ナデ。

５ 土師器
坏

口径 12.2 ①酸化焔　②灰　③白色粒・
赤色粒　④口縁～底部 2/3

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。体部ナデ。

６ 須恵器
蓋

口径 (14.5) ①還元焔　②灰　
③細砂粒・白色粒・チャート
④口縁～天井部 1/3

外面：轆轤整形。天井部回転箆ケズリ。
内面：轆轤整形。

７ 土師器
甕

口径 (19.4)
器高 37.1

①酸化焔　②にぶい黄橙
③細砂粒・白色粒・角閃石　
④口縁～底部 5/6

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。底部箆ナデ。体部上位～中
位にかけて粘土の付着が顕著。
内面：口縁部横ナデ。体～底部箆ナデ。

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

８ 鉄製品 鋤先 厚さ 0.3　重さ 113.00

Ｈ－ 42 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

底径  5.0 ①酸化焔　②にぶい黄褐
③細砂粒・白色粒　④底部

外面：轆轤整形。底部左回転糸切り。
内面：轆轤整形。

２ 須恵器
碗

口径 (14.0)
底径 ( 8.4)
器高  6.0

①酸化焔　②暗灰黄　
③細砂粒・白色粒　
④口縁～底部 1/4

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。

３ 羽釜 口径 (26.0) ①酸化焔　②にぶい黄褐
③細砂粒・白色粒　
④口縁～体部上位片

外面：轆轤整形。鍔貼付。
内面：轆轤整形。体部ナデ。

４ 羽釜 口径 (24.8) ①酸化焔　②明赤褐　
③白色粒・黒色鉱物　
④口縁～体部片

外面：轆轤整形。体部縦位箆ケズリ。鍔貼付。
内面：轆轤整形。体部斜位箆ナデ。

５ 瓦
丸瓦

厚さ　2.1 ①還元焔　②暗灰黄
③粗砂粒・白色粒・チャート
④狭端部左側

凸面：縦位箆ナデ。端部面取り。　　凹面：布目圧痕。端部面取り。
側面：箆ナデ。　　狭端部：箆ナデ。

６ 瓦
平瓦

厚さ　2.0 ①酸化焔　②明褐　③白色粒・
透明粒・角閃石　④側面左側

凹面：布目圧痕後縦位箆ナデ。端部面取り。
凸面：縄叩き後斜位箆ナデ。　　側面：箆ナデ。　　

７ 瓦
平瓦

厚さ　2.3 ①酸化焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒・チャート　
④広端部左側

凹面：布目圧痕後縦・斜位箆ナデ。端部面取り。
凸面：縦位箆ナデ。
側面：箆ナデ。　　広端部：箆ナデ。

８ 瓦
平瓦

厚さ　2.0 ①還元気味　②黄褐　③白色
粒・チャート　④広端部右側

凹面：布目圧痕。。端部面取り。　凸面：縦・横位箆ナデ。
側面：箆ナデ。　　広端部：箆ナデ。

二次焼成痕が
認められる。

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

９ 土師器
手捏

口径 ( 5.2)
器高  4.0

①酸化焔　②にぶい赤褐
③細砂粒・白色粒・赤褐色粒
④口縁～底部 2/3

外面：口縁～体部箆ナデ。底部箆ケズリ。
内面：口縁～底部箆及び指によるナデ。

Ｈ－ 38 号住居跡②

Tab. ６　出土遺物観察表（４）

－ 114 － － 115 －



Ｈ－ 43 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
坏

口径 11.9
器高  4.6

①酸化焔　②橙　③赤色粒・
チャート　④完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

２ 土師器
坏

口径 12.9
器高  4.7

①酸化焔　②橙　③赤色粒・
チャート　④ほぼ完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体～底部箆ナデ。

３ 土師器
坏

口径 13.8 ①酸化焔　②橙　③黒色粒・
赤色粒　④口縁～体部下位 1/4

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。

４ 土師器
坏

口径 13.6
器高  4.6

①酸化焔　②にぶい橙　
③白色粒・黒色粒　④完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部箆ナデ。

５ 土師器
坏

口径 (12.7)
器高  4.4

①酸化焔　②橙　
③石英・片岩・チャート　
④口縁～体部 1/2

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

６ 須恵器
蓋

口径 13.7
摘み  3.5
器高  4.5

①還元焔　②灰　
③粗砂粒・白色粒　　
④ほぼ完形

外面：轆轤整形。天井部回転箆ケズリ。
内面：轆轤整形。

７ 土師器
高坏

－ ①酸化焔　②明赤褐
③白色粒・赤色粒　④脚部

外面：縦位箆ナデ。
内面：箆及び指によるナデ。

８ 土師器
甕

口径 (20.8) ①酸化焔　②黄橙　
③粗砂粒・赤色粒・黒色鉱物
④口縁～体部 1/2

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

９ 土師器
甕

底径  4.6 ①酸化焔　②灰黄　③細砂粒・
黒色鉱物・チャート　
④体部下半～底部片

外面：体部箆ケズリ。底部箆ナデ。体部に粘土付着。
内面：体～底部箆ナデ。

10 土師器
甕

口径 17.9
底径 ( 5.5)
器高 29.5

①酸化焔　②橙　
③粗砂粒・赤色粒・片岩　
④口縁～底部 3/4

外面：口縁部横ナデ。体部上～中位箆ケズリ後箆ナデ。体部下位
箆ケズリ。底部箆ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体～底部箆ナデ。

Ｈ－ 44 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
碗

口径 (14.5)
底径   7.5
器高   5.4

①酸化焔　②にぶい黄橙
③黒色鉱物・チャート　
④口縁～底部 1/8

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付。高台に棒状圧痕。
内面：轆轤整形。

２ 須恵器
碗

口径 (18.2) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③細砂粒・雲母　
④口縁～体部下位 1/3

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

３ 土師器
甕

口径 (18.2) ①酸化焔　②橙　
③白色粒・黒色鉱物　
④口縁～体部上位片

外面：口縁～頸部横ナデ。体部横位箆ケズリ。
内面：口縁～頸部横ナデ。体部斜位ナデ。

４ 土師器
甕

口径 (16.6) ①酸化焔　②橙　③白色粒・
黒色粒　④口縁～体部上位片

外面：口縁～頸部横ナデ。体部斜位箆ケズリ。
内面：横ナデ。

５ 土師器
甕

口径 (17.8) ①酸化焔　②にぶい赤褐
③白色粒　④口縁～体部 1/4

外面：口縁～頸部横ナデ。体部斜位・縦位箆ケズリ。
内面：横ナデ。

６ 瓦
丸瓦

厚さ　1.6 ①還元焔　②灰白　③白色粒・
チャート　④中央部片

凸面：縄叩き後箆ナデ。
凹面：布目圧痕。布合わせ目。

二次焼成痕が
認められる。

７ 瓦
玉縁付
丸瓦

厚さ　1.8 ①還元焔　②灰　③粗砂粒・
白色粒　④狭端部

凸面：縄叩き後箆ナデ。端部面取り。　　
凹面：布目圧痕後一部箆ナデ。端部面取り。
側面：箆ナデ。　　狭端部：箆ナデ。　　

二次焼成痕が
認められる。

Tab. ７　出土遺物観察表（５）

Ｈ－ 45 号住居跡①

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

口径 (10.6)
底径 ( 7.4)
器高  1.8

①酸化焔　②にぶい褐　
③白色粒・赤色粒・片岩　
④口縁～底部 1/3

外面：轆轤整形。体部下位ナデ。底部静止糸切り。
内面：轆轤整形。
※最初に轆轤整形、底部回転糸切りの坏を製作した後、口縁部～
底端部まで粘土を加え、轆轤により再整形している。

２ 須恵器
坏

口径 ( 9.3)
底径  5.2
器高  1.9

①酸化焔　②褐　
③白色粒・黒色粒・雲母　
④口縁～底部 1/3

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

３ 須恵器
坏

底径 ( 6.4) ①還元焔気味　②にぶい黄褐
③細砂粒・黒色粒・チャート
④底部 1/3

外面：轆轤整形。底部静止糸切り。
内面：轆轤整形。

４ 須恵器
碗

底径  7.8 ①酸化焔　②褐　
③細砂粒・白色粒・チャート
④体部下位～底部

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

５ 羽釜 口径 (19.6) ①酸化焔気味　②にぶい黄褐
③細砂粒・白色粒・チャート
④口縁～体部上位片

外面：轆轤整形。鍔貼付。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

６ 瓦
丸瓦

厚さ　1.5 ①還元焔　②灰　③白色粒・
透明粒　④両端部欠

凸面：縄叩き後縦位箆ナデ。　　凹面：布目圧痕。端部面取り。
側面：箆ナデ。

－ 114 － － 115 －



Ｈ－ 46 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

口径 (10.2)
底径 ( 6.5)
器高  2.4

①酸化焔　②にぶい橙
③白色粒・赤色粒　
④口縁～底部 1/4

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。
内面：轆轤整形。

２ 須恵器
坏

口径  9.6
底径  4.8
器高  1.9

①酸化焔　②橙　
③細砂粒・チャート　
④ほぼ完形（口縁一部欠）

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

３ 羽釜 口径 (25.1) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③粗砂粒・白色粒・チャート
④口縁 1/8

外面：轆轤成形。口縁部横ナデ。体部横ナデ後縦・斜位ナデ。鍔貼付。
内面：轆轤成形。口縁部横ナデ。体部回転横ナデ。

４ 瓦
丸瓦

厚さ　1.8 ①還元焔　②灰　③黒色粒
④広端部右側

凸面：縄叩き後縦・横位箆ナデ。端部面取り。　　凹面：布目圧痕。
側面：箆ナデ。　　広端部：箆ナデ。

５ 瓦
丸瓦

厚さ　1.5 ①還元焔　②灰　③白色粒・
黒色粒　④狭端部

凸面：縄叩き後横位箆ナデ。端部面取り。　　凹面：布目圧痕。
側面：箆ナデ。　　狭端部：箆ナデ。

６ 瓦
丸瓦

厚さ　1.6 ①還元焔　②灰　③白色粒・
片岩　④狭端部左側

凸面：横位箆ナデ。端部面取り。刻書が施される。　　
凹面：布目圧痕。端部面取り。　　
側面：箆ナデ。　　狭端部：箆ナデ。

７ 瓦
丸瓦

厚さ　1.8 ①還元焔　②灰白　③細砂粒
④広端部右側

凸面：縦・横位箆ナデ。端部面取り。　　
凹面：布目圧痕。端部面取り。
側面：箆ナデ。　　広端部：箆ナデ。

８ 瓦
平瓦

厚さ　2.0 ①酸化焔気味　②橙　
③赤色粒・チャート　
④広端部右側

凹面：布目圧痕。端部面取り。　　
凸面：縄叩き後斜位箆ナデ。端部面取り。
側面：箆ナデ。　　広端部：箆ナデ。

Ｈ－ 47 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
碗

底径  8.3 ①酸化焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒　④体部下位～底部

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付。体部に粘土付着。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

２ 土師器
甕

口径 (18.2) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・雲母　
④口縁～体部上位 1/4

外面：口縁部横ナデ。体部上位横位箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部上位箆ナデ。

３ 須恵器
土釜

口径 (19.4) ①酸化焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒・黒色粒　
④口縁～体部上位 1/4

外面：口縁部横ナデ。体部縦位箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

二次焼成痕が
認められる。

４ 須恵器
土釜

口径 (24.8) ①酸化焔気味　②灰黄褐
③白色粒・チャート・片岩
④口縁～体部 1/4

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ後縦・横位ナデ。体部下位に
粘土付着。
内面：口縁部横ナデ。体部横位箆ナデ。

二次焼成痕が
認められる。

５ 瓦
丸瓦

厚さ  1.6 ①還元焔　②灰白　
③白色粒・黒色粒・チャート
④狭端部左側

凸面：横位箆ナデ。
凹面：布目圧痕。端部面取り。
側面：箆ナデ。　　狭端部：箆ナデ。

二次焼成痕が
認められる。

６ 瓦
平瓦

厚さ  1.6 ①還元焔　②灰オリーブ
③白色粒・黒色粒　
④両端部欠

凹面：布目圧痕。
凸面：縄叩き。

７ 瓦
平瓦

厚さ　2.2 ①還元焔　②灰　③白色粒・
チャート　④狭端部右側

凹面：布目圧痕・糸切り痕後縦位ナデ。端部面取り。
凸面：縄叩き後縦位箆ナデ。箆ナデ後に多量の砂粒が表面に付着。
側面：箆ナデ。　　狭端部：箆ナデ。

８ 瓦
平瓦

厚さ　1.9 ①還元焔　②浅黄　
③白色粒・石英・チャート
④狭端部右側

凹面：布目圧痕・糸切り痕。端部面取り。刻書。
凸面：箆ナデ。
側面：箆ナデ。　　狭端部：箆ナデ。紐状圧痕。

Ｈ－ 48 号住居跡①

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
高坏

口径 17.1 ①酸化焔　②橙　③白色粒・
角閃石　④口縁～体部 3/4

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：横ナデ。

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

７ 瓦
平瓦

厚さ　2.1 ①還元焔　②灰　
③白色粒・黒色粒・黒色鉱物
④狭端部右側

凹面：布目圧痕。端部面取り。　　
凸面：粗大斜格子叩き。端部面取り。
側面：箆ナデ。　　狭端部：箆ナデ。

８ 瓦
平瓦

厚さ　2.1 ①還元焔　②灰　③白色粒・
黒色粒　④広端部右側

凹面：布目圧痕。端部面取り。　　
凸面：縦位縄叩き。広端部付近のみ横位縄叩き。
側面：箆ナデ。　　広端部：箆ナデ。　

９ 瓦
平瓦

厚さ　1.7 ①還元　②褐灰　③白色粒・
黒色粒　④広端部左側

凹面：布目圧痕。糸切り痕。側面付近のみ縦位箆ナデ。
凸面：縦位縄叩き。広端部付近のみ横位縄叩き。縄叩き後縦位箆
ナデ。端部箆ナデ。　　側面：箆ナデ。　　広端部箆ナデ。

10 瓦
平瓦

厚さ　1.7 ①還元　②褐灰　③白色粒・
黒色粒　④狭端部

凹面：布目圧痕。糸切り痕。側面付近のみ縦位箆ナデ。
凸面：縄叩き。端部面取り。
側面：箆ナデ。　　狭端部：箆ナデ。

Ｈ－ 45 号住居跡②

Tab. ８　出土遺物観察表（６）

－ 116 － － 117 －



Ｈ－ 49 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
甕

口径（16.3） ①酸化焔　②褐灰　③チャー
ト・赤褐色粒・黒色粒
④口縁 1/6

外面：口縁部横ナデ。体部刷毛目後一部ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体部ナデ。

２ 土師器
甕

口径（16.6） ①酸化焔　②灰褐　③角閃石・
チャート・赤褐色粒　
④口縁 1/4

外面：口縁部横ナデ。体部刷毛目。
内面：口縁部横ナデ。体部ナデ。

３ 土師器
壺ヵ

－ ①酸化焔　②にぶい黄褐
③黒色鉱物・白色石　
④口縁部片

外面：口縁部横ナデ。口縁部に鋸歯状の刻みを施す。
内面：口縁部横ナデ後赤色塗彩。

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

２ 土師器
高坏

口径 19.9 ①酸化焔　②にぶい黄橙　
③白色粒・黒色鉱物・チャー
ト　④口縁～脚部 3/4

外面：口縁～脚部ミガキ。脚部に円形の透孔。
内面：口縁～底部ミガキ。脚部箆ナデ。

３ 土師器
甕

口径 (16.0) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・海綿骨針・黒色粒
④口縁～肩部片

外面：口縁部横ナデ。肩部刷毛目。
内面：口縁部横ナデ。肩部箆ナデ。

４ 土師器
壺

口径 (16.0) ①酸化焔　②灰黄褐　③細砂
粒・黒色粒　④口縁～頸部 1/4

外面：折返し口縁。口縁部横ナデ。頸部縦位箆ナデ。
内面口縁～頸部横位ミガキ。

５ 土師器
壺

口径 15.2 ①酸化焔　②橙　③粗砂粒・
チャート　④口縁～頸部

外面：折返し口縁。口縁部横ナデ後ミガキ。頸部刷毛目後ミガキ。
内面：口縁～頸部箆ナデ後ミガキ。

６ 土師器
壺

口径 (12.6) ①酸化焔　②にぶい橙　
③赤色粒・黒色鉱物　
④口縁～体部上位 1/3

外面：折返し口縁。口縁部横ナデ。頸～体部箆ナデ後ミガキ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

７ 土師器
壺

－ ①酸化焔　②灰黄　③白色粒・
チャート　④口縁～頸部片

外面：口縁部斜位ミガキ。頸部刷毛目。
内面：口縁～頸部刷毛目後ミガキ。

８ 土師器
坩

底径 3.5 ①酸化焔　②黒褐
③細砂粒・赤色粒
④体～底部 3/4

外面：体～底部箆ナデ。
内面体～底部ナデ。

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

９ 石製品 砥石 長さ 11.5　幅 7.9　厚さ 1.6　重さ 135.30　　流紋岩製。欠損品。打製石斧の転用品。表面中央
に縦位の線状磨耗痕。

Ｈ－ 48 号住居跡②

Tab. ９　出土遺物観察表（７）

Ｈ－ 50 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

口径 12.2
底径  5.2
器高  3.7

①還元焔気味　②灰黄　
③白色粒・チャート　
④口縁～底部 2/3

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

２ 須恵器
坏

口径 12.7
底径  6.7
器高  3.5

①還元　②灰　③白色粒
④ほぼ完形

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

３ 須恵器
碗

口径 (16.4)
底径  6.4
器高  7.7

①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・チャート　
④口縁～底部 1/4

外面：轆轤整形。底部回転糸切り後ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

４ 須恵器
皿

口径 (12.6)
底径 ( 6.6)
器高  3.1

①酸化焔　②灰黄褐　
③粗砂粒・白色粒・チャート
④口縁～底部 1/2

外面：轆轤整形。底部回転糸切り後回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

５ 土師器
甕

口径 (16.0) ①酸化焔　②にぶい橙
③白色粒・黒色粒　
④口縁～体部上位 1/4

外面：口縁部横ナデ。体部横位箆ケズリ後体部中位から下位に向
けてナデ。
内面：横ナデ。

６ 灰釉陶器
碗

底径  7.0 ①堅緻　②褐灰　③白色粒
④体部～底部 1/4

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

７ 瓦
丸瓦

厚さ　1.3 ①還元焔　②灰　③白色粒・
チャート　④狭端部

凸面：縄叩き後縦位箆ナデ。　　凹面：布目圧痕。
狭端部：箆ナデ。

８ 瓦
平瓦

厚さ　2.0 ①還元　②灰　③白色粒・黒
褐色　④両端部欠、左側

凹面：布目圧痕後横位箆ナデ。端部面取り。
凸面：斜格子叩き後縦位箆ナデ。　　側面：箆ナデ。　

Ｈ－ 51 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
坏

口径 12.0
器高　3.8

①酸化焔　②にぶい褐
③赤褐色粒・細砂粒　
④ほぼ完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部は器面が荒れ、剥落。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

２ 土師器
甕

－ ①酸化焔　②褐　③角閃石・
細砂粒　④口縁部片

外面：口縁部横ナデ。頸部刷毛目後横ナデ。
内面：口縁～頸部横ナデ。

－ 116 － － 117 －



Ｈ－ 52 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
坏

口径（9.6） ①酸化焔　②にぶい橙　
③チャート・白色粒　
④口縁～底部 1/3

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

２ 土師器
坏

口径（12.1）
器高　 4.1

①酸化焔　②橙　③赤褐色粒・
細砂粒　④口縁～底部 1/2

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

３ 土師器
坏

口径（12.4）
器高　 3.9

①酸化焔　②橙　③赤褐色粒・
細砂粒　④口縁～底部 3/4

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

４ 土師器
坏

口径（12.0） ①酸化焔　②橙　③角閃石・
赤褐色粒　④口縁～体部 1/4

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。

５ 土師器
坏

口径　12.0
器高　 4.0

①酸化焔　②橙　③赤褐色粒・
細砂粒　④口縁～底部 1/2

外面：口縁部横ナデ。体部～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

６ 須恵器
蓋

口径　 8.6
器高　 5.3

①還元焔　②灰　③チャート・
白色石　④口縁～天井部 1/2

外面：轆轤整形。口縁部回転箆ナデ。天井部箆ケズリ。
内面：轆轤整形。口縁部回転箆ナデ。

Ｈ－ 53 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

口径  9.6
底径  5.4
器高  2.6

①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・赤色粒・角閃石・
チャート　④口縁～底部 1/2

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。
内面：轆轤整形。

２ 須恵器
坏

底径  5.6 ①還元焔　②灰　③白色粒・
チャート　④体～底部 2/3

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

３ 須恵器
坏

口径　9.9
底径　4.8
器高　3.3

①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・黒色粒・チャート
④ほぼ完形

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。口縁端部に油煙付着。
内面：轆轤整形。見込み中央は箆状工具により抉られている。口
縁端部に油煙付着。

灯明具。

４ 灰釉陶器
碗

底径 ( 6.0) ①堅緻　②灰白　③白色粒
④底部 1/3

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

釉漬け掛け。

５ 灰釉陶器
碗

底径 ( 6.7) ①堅緻　②灰白　③白色粒
④底部 1/6

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。
内面：轆轤整形。

６ 灰釉陶器
碗

底径 ( 7.7) ①堅緻　②灰白　③白色粒・
黒色粒　④体～底部 1/2

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

釉漬け掛け。

７ 灰釉陶器
皿

口径 (13.0) ①堅緻　②灰白　③白色粒
④口縁～体部 1/8

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

８ 瓦
丸瓦

厚さ  1.5 ①還元焔　②灰　③白色粒・
チャート　④両端部欠、右側

凸面：斜位箆ナデ。　　凹面：布目圧痕。
側面：箆ナデ。

Ｈ－ 55 号住居跡①

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

口径 (15.0)
底径 ( 7.4)
器高  3.3

①酸化焔気味　②浅黄
③黒色粒・チャート
④口縁～底部 1/3

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

２ 須恵器
坏

口径 (15.7)
底径 ( 7.0)
器高  3.7

①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・黒色粒　
④口縁～底部 1/3

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

３ 須恵器
坏

口径 (14.5)
底径 ( 7.8)
器高  4.1

①酸化焔　②にぶい黄
③白色粒・黒色粒・黒色鉱物
④口縁～底部 1/2

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

４ 須恵器
坏

口径 (15.6)
底径 ( 7.0)
器高  4.1

①還元焔気味　②灰黄
③細砂粒・黒色粒　
④口縁～底部 2/3

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

Ｈ－ 54 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

－ ①酸化焔気味　②浅黄橙
③チャート・白色石　
④口辺～体部片

外面：轆轤整形。体部箆ナデ。
内面：轆轤整形。

２ 土師器
坏

口径（12.2） ①酸化焔　②橙　③黒色粒・
白色粒　④口縁～体部片

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。

３ 土師器
坏

口径（21.9） ①酸化焔　②橙　③赤褐色粒・
チャート・白色粒　
④口縁～体部片

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。

４ 土師器
坏

口径（18.8） ①酸化焔　②橙
③石英・赤褐色粒・白色粒　
④口縁～体部片

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。

５ 朝顔形
円筒埴輪

厚さ　 1.4 ①酸化焔　②にぶい黄褐
③黒色鉱物・白色粒・細砂粒
④肩部片

外面：縦刷毛目。突帯貼付。刷毛本数２㎝ 11 ～ 13 本。
内面：斜位刷毛目後ナデ。刷毛本数２㎝９～ 14 本。

Tab.10　出土遺物観察表（８）

－ 118 － － 119 －



Ｈ－ 56 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
土釜

－ ①酸化焔　②褐　③白色粒・
赤色粒・黒色鉱物　④体部片

外面：頸部横ナデ。体部縦位箆ナデ後斜位箆ナデ。
内面：頸部横ナデ。体部斜位箆ナデ。

２ 瓦
丸瓦

厚さ　1.7 ①還元焔　②灰　③白色粒・
チャート　④両端部欠、左側

凸面：縦位箆ナデ。　　凹面：布目圧痕。
側面：箆ナデ。

Ｈ－ 57 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
甕

－ ①酸化焔　②にぶい黄
③石英・チャート・黒色粒　
④体部片

外面：刷毛目
内面：刷毛ナデ。

Ｈ－ 55 号住居跡②

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

５ 須恵器
碗

底径 12.6 ①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・赤色粒・黒色粒
④底部

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。台部に不明墨書？
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

６ 須恵器
坏

口径　8.9
底径　4.6
器高　2.5

①酸化焔　②にぶい橙
③細砂粒・白色粒
④口縁～底部 4/5

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

７ 瓦
平瓦

厚さ　1.7 ①酸化焔気味　②にぶい黄
③白色粒・チャート　
④両端部欠、左側

凹面：布目圧痕。　　凸面：縄叩き後横位箆ナデ。
側面：箆ナデ。

Tab.11　出土遺物観察表（９）

Ｈ－ 60 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
碗

口径 14.5
底径  7.0
器高  4.7

①酸化焔　②橙　③細砂粒・
白色粒　④口縁～体部 2/3

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

２ 須恵器
碗

口径 13.3
底径  6.5
器高  5.6

①酸化焔　②にぶい黄　
③白色粒・チャート　
④口縁～底部 3/4

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

３ 須恵器
碗

口径 13.3
底径  7.0
器高  5.2

①還元焔　②灰黄　③白色粒・
角閃石　④口縁～底部 3/4

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。

４ 須恵器
碗

口径 13.3
底径  7.8
器高  5.5

①酸化焔　②にぶい黄
③白色粒・チャート　
④口縁～底部 4/5

外面：轆轤整形。底部２度の回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。

５ 須恵器
碗

口径 15.9 ①還元焔　②灰黄　
③白色粒・黒色粒・チャート
④口縁～底部 2/3、高台剥落

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

６ 羽釜 口径 (18.9) ①酸化焔　②暗灰黄
③白色粒・チャート　
④口縁～体部 1/4

外面：轆轤整形。鍔貼付。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

７ 羽釜 口径 (15.8) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・赤色粒・チャート
④口縁～体部下位 1/3

外面：轆轤整形。体部下位縦位箆ナデ。鍔貼付。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

８ 羽釜 口径 19.3
底径 ( 7.6)
器高 29.3

①還元焔　②灰白
③白色粒・チャート
④口縁～底部 2/3

外面：轆轤整形。体部下位箆ナデ。底部箆ナデ。鍔貼付。
内面：轆轤整形。

９ 瓦
平瓦

厚さ　2.1 ①酸化焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒・チャート　
④両端部欠、左側

凹面：布目圧痕後縦・横位箆ナデ。端部面取り。
凸面：縄叩き後横位箆ナデ。
側面：箆ナデ。

二次焼成痕が
認められる。

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

10 鉄製品 刀子 長さ〈11.8〉　幅 (1.7)　厚さ 0.4　重さ 217.50　　両関。

11 鉄製品 鉄鏃 長さ〈10.3〉　幅 1.7　 厚さ 0.4　重さ 15.03

Ｈ－ 63 号住居跡①

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

口径 ( 9.4)
底径 ( 5.8)
器高  2.0

①酸化焔　②灰黄褐　③白色
粒・黒色粒　④口縁～底部 1/6

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

２ 須恵器
坏

口径 ( 9.6)
底径 ( 5.0)
器高  1.7

①酸化焔　②橙　③白色粒・
赤色粒　④口縁～底部 1/4

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

－ 118 － － 119 －



Ｈ－ 64 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
碗

口径 (15.6) ①酸化焔　②にぶい褐
③白色粒・黒色粒　
④口縁～底部 1/5

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。高台端部は欠損して
いるものの、磨滅させて再利用しているものと想定される。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

２ 須恵器
土釜

口径 (28.2) ①酸化焔　②橙　
③白色粒・赤色粒・チャート
④口縁～体部上位 1/6

外面：口縁部横ナデ。体部上端横位箆ナデ。体部上位縦位箆ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体部横位箆ナデ。

３ 須恵器
土釜

－ ①酸化焔気味　②にぶい橙
③白色粒　④体部下位 1/2

外面：体部縦位箆ナデ。体部下端のみ横位箆ナデ。
内面：斜位箆ナデ。

二次焼成痕が
認められる。

４ 瓦
平瓦

厚さ　2.3 ①酸化焔気味　②灰黄褐
③粗砂粒・白色粒・チャート
④広端部左側

凹面：布目圧痕後一部縦位箆ナデ。
凸面：縦・斜位箆ナデ。「武足」の刻書。
側面：箆ナデ。　　広端部：箆ナデ。

Ｈ－ 65 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
坏

口径 12.2
器高 ( 4.6)

①酸化焔　②にぶい橙
③赤色粒・黒色鉱物　
④口縁～底部 3/4

外面：口縁～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部箆ナデ。

２ 須恵器
坏

口径 (14.1)
器高 ( 4.0)

①還元焔　②暗灰　③白色粒・
石英　④口縁～底部 1/8

外面：轆轤整形。自然釉付着。
内面：轆轤整形。

３ 土師器
坏

口径 13.8
器高  3.8

①酸化焔　②明赤褐
③細砂粒・白色粒・黒色粒
④口縁～底部 3/4

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

４ 土師器
高坏

底径 (11.9) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③粗砂粒・黒色粒・チャート・
角閃石　④脚部

外面：底～脚部ナデ後粗いミガキ。脚部端部横ナデ。
内面：底部ミガキ。脚部箆ケズリ。脚部端部横ナデ。

５ 土師器
高坏

口径 (19.2) ①酸化焔　②橙
③粗砂粒・赤色粒・黒色粒
④口縁～体部 1/3

外面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。
内面：口縁～体部横ナデ。

６ 土師器
高坏

底径 (14.2) ①酸化焔　②橙　③白色粒・
赤色粒　④脚部 1/2

外面：横位箆ナデ。
内面：横位箆ナデ。

７ 土師器
甑

口径 (14.4)
底径 ( 3.5)
器高 10.0

①酸化焔　②浅黄　③白色粒・
赤色粒・チャート・黒色鉱物
④口縁～底部 2/3

外面：口縁～体部箆ケズリ後箆ナデ。底部箆ナデ。
内面：口縁端部横ナデ。口縁～底部箆ナデ。

８ 土師器
甕

口径 (16.4) ①酸化焔　②橙　③白色粒・
赤色粒・チャート・片岩
④口縁～体部上位 1/4

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

９ 土師器
甕

－ ①酸化焔　②橙　③粗砂粒・
角閃石　④口縁～体部下位 1/4

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ後箆ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

Ｈ－ 67 号住居跡①

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
碗

口径 (14.9) ①酸化焔　②にぶい橙
③白色粒　④口縁～体部 1/8

外面：轆轤整形。体部下位に粘土付着。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

Ｈ－ 63 号住居跡②

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

３ 須恵器
坏

口径  9.2
底径  5.4
器高  1.9

①還元焔気味　②黄灰
③白色粒・赤色粒　
④口縁～底部 3/4

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

４ 須恵器
坏

口径  9.8
底径  5.6
器高  2.1

①酸化焔　②灰褐　③雲母・
チャート・片岩　④完形

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

５ 須恵器
碗

口径 (15.3)
底径 ( 6.9)
器高  6.2

①酸化焔　②明赤褐　
③白色粒・赤色粒・チャート・
角閃石　④口縁～底部 1/3

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。

６ 灰釉陶器
碗

底径 ( 6.8) ①堅緻　②灰白　③白色粒・
黒色粒　④体部～底部 1/4

外面：轆轤整形。底部ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

釉漬け掛け。

７ 灰釉陶器
壺

－ ①堅緻　②灰白　③白色粒
④肩～体部 1/5

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

８ 灰釉陶器
壺

底径 16.0 ①堅緻　②灰白　③白色粒・
黒色粒　④底部 1/2

外面：轆轤整形。底部ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

９ 瓦
平瓦

厚さ　1.6 ①還元焔　②灰　③白色粒・
黒色粒　④広端部左側

凹面：布目圧痕。端部面取り。　　凸面：縄叩き。
側面：箆ナデ　　広端部：箆ナデ。

二次焼成痕が
認められる。

番号 器　種 法量（㎝・ｇ）、成・整形技法の特徴 備　考

10 鉄製品 紡錘車 長さ 5.4　幅 5.1　厚さ 0.2　重さ 22.74

11 鉄製品 紡錘車 長さ 6.1　幅 6.0　厚さ 0.2　重さ 22.52

12 鉄製品 鎌？ 長さ〈4.0〉　幅〈2.9〉　厚さ 0.2　重さ 6.22

13 鉄製品 釘？ 長さ〈5.6〉　幅 1.5　厚さ 0.3　重さ 8.83　　断面長方形。

Tab.12　出土遺物観察表（10）

－ 120 － － 121 －



Ｈ－ 67 号住居跡②

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

２ 須恵器
坏

口径 10.2
底径  5.3
器高  2.8

①酸化焔　②にぶい黄
③白色粒・赤色粒・黒色粒
④口縁～底部 3/4

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

３ 須恵器
碗

底径  6.9 ①酸化焔　②明赤褐
③白色粒・黒色粒
④体部下半～底部 2/3

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

番号 器　種 法量（㎝・ｇ）、成・整形技法の特徴 備　考

４ 鉄製品 刀子？ 長さ〈4.2〉　幅 1.6　厚さ 0.6　重さ 8.15

Tab.13　出土遺物観察表（11）

Ｈ－ 69 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
小型鉢

口径  7.2
底径  3.3
器高  5.1

①酸化焔　②にぶい黄
③細砂粒・白色粒　
④口縁部一部欠

外面：口縁～底部ナデ。
内面：口縁～底部ナデ。

２ 土師器
小型鉢

口径 10.1
底径  3.4
器高  5.7

①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・黒色鉱物　④完形

外面：口縁端部に連続する指頭痕。体部刷毛目後ナデ。
内面：口縁～底部箆ナデ。

３ 土師器
坩

口径 15.4
底径  3.3
器高  8.7

①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・赤色粒・チャート
④口縁～底部 3/4

外面：口縁～体部刷毛目後ミガキ。底部ナデ。
内面：口縁端部横ナデ。口縁～底部ミガキ。

４ 土師器
壺

－ ①酸化焔　②にぶい褐
③白色粒・赤色粒・黒色鉱物・
チャート　④頸部

外面：箆ナデ。
内面：箆ナデ。

５ 土師器
甕

口径 (14.2) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・黒色鉱物・チャー
ト　④口縁～体部 1/4

外面：口縁部横ナデ。肩部刷毛目後箆ナデ。体部箆ケズリ後箆ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

６ 土師器
台付甕

口径 11.1 ①酸化焔　②にぶい褐
③赤色粒・黒色鉱物　
④口縁～体部下半 3/4

外面：口縁部横ナデ。体部刷毛目後一部指頭痕。
内面：口縁部横ナデ後爪状の列点を横位に巡らせる。体部箆ナデ。

７ 土師器
甕

口径 (16.0) ①酸化焔　②暗灰黄
③赤色粒・黒色粒・チャート
④口縁～肩部 1/3

外面：口縁部横ナデ。肩部縦位刷毛目後一部横位刷毛目。
内面：口縁部横ナデ。肩部箆ナデ。

８ 土師器
甕

口径 (14.7) ①酸化焔　②にぶい黄
③白色粒・赤色粒・黒色粒・
チャート　④口縁～肩部 1/3

外面：口縁部横ナデ。肩部斜位刷毛目。
内面：口縁部横ナデ。肩部箆ナデ。

９ 土師器
甕

口径 (15.6) ①酸化焔　②灰黄褐
③白色粒・黒色粒・チャート
④口縁～体部下半 1/4

外面：口縁部横ナデ。肩部上位斜位刷毛目後横位箆ナデ。肩～体
部斜位刷毛目。
内面：口縁部横ナデ。肩～体部箆ナデ。

10 土師器
台付甕

口径 15.8
底径  9.8
器高 28.5

①酸化焔　②明黄褐
③黒色鉱物・チャート・片岩
④ほぼ完形

外面：口縁部横ナデ。肩～体部箆ケズリ後斜位刷毛目。台部上位
ナデ後刷毛目。台部下位ナデ。
内面：口縁部横ナデ。肩～底部箆ナデ。台部箆ナデ。

Ｈ－ 73 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
碗

底径  8.8
器高 <4.1>

①酸化焔ぎみ　②にぶい赤褐
③白色粒・赤色粒・角閃石　
④高台 2/3

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

２ 土師器
土釜

口径 (31.0)
器高 <27.4>

①酸化焔ぎみ　②にぶい赤褐
③白色粒・赤色粒・チャート・
角閃石　④口縁～体部 1/4

外面：口縁部横ナデ。体部下半縦位箆ケズリ後上半斜位箆ナデ。
体部上半に粘土を帯状に塗布。
内面：口縁部横ナデ。指頭圧痕。体部横位・斜位・縦位箆ナデ。

カマド内で使

用か。

３ 瓦
丸瓦

厚さ　2.2 ①還元焔　②灰黄
③白色粒・黒色粒・チャート
④側部

凸面：縦位箆ナデ。　凹面：布目圧痕後、一部指ナデ。
側部：箆ケズリ。

４ 瓦
丸瓦

厚さ　1.5 ①還元焔　②灰
③白色粒・透明粒・チャート
④側部

凸面：縄叩き。　凹面：布目圧痕。
側部：箆ケズリ。

Ｈ－ 79 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
坏

口径（12.2） ①酸化焔　②橙　③赤褐色粒
④口縁～体部片

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。

２ 土師器
坏

口径（12.0） ①酸化焔　②橙
③石英・赤褐色粒・白色粒　
④口縁～体部片

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。

－ 120 － － 121 －



Ｈ－ 81 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

口径 (12.6)
底径 ( 4.6)
器高  4.1

①還元焔気味　②にぶい黄
③白色粒・黒色粒　
④口縁～底部 1/5

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

２ 須恵器
坏

口径 (14.0)
底径 ( 6.8)
器高  3.4

①酸化焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒・チャート　
④口縁～底部 1/3

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

３ 須恵器
碗

底径 ( 6.5) ①酸化焔　②橙　③白色粒・
チャート・雲母　
④体部～底部 1/3

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

４ 須恵器
碗

底径　6.4 ①酸化焔気味　②にぶい黄
③白色粒・黒色粒　
④体部下位～底部

外面：轆轤整形。底部回転糸切り後回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

二次焼成痕が
認められる。

５ 土師器
甕

口径 (18.8) ①酸化焔　②褐　③白色粒・
黒色粒・黒色鉱物　
④口縁～体部 1/4

外面：口縁横ナデ。体部上位横位箆ケズリ。体部中～下位縦位箆
ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部横位箆ナデ。

二次焼成痕が
認められる。

６ 瓦
丸瓦

厚さ　2.5 ①還元焔　②灰　③白色粒・
黒色粒　④狭端部

凸面：横位ナデ。　　凹面：布目圧痕・糸切り痕。端部面取り。
側面：箆ナデ。　　狭端部：箆ナデ。

二次焼成痕が
認められる。

７ 瓦
平瓦

厚さ　2.2 ①還元焔　②灰　③白色粒・
チャート　④広端部左側

凹面：布目圧痕。端部面取り。　　凸面：縦・横斜位箆ナデ。
側面：箆ナデ。　　広端部：箆ナデ。

二次焼成痕が
認められる。

８ 瓦
平瓦

厚さ　 ①還元焔　②暗灰　
③粗砂粒・白色粒・チャート
④広端部

凹面：布目圧痕。端部面取り。　　
凸面：縦位箆ナデ。端部面取り。
側面：箆ナデ。　　広端部：箆ナデ。

Ｈ－ 82 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

口径　9.9
底径　6.1
器高 3.1

①還元焔　②灰白　③細砂粒・
チャート・角閃石　④完形

外面：轆轤整形。底部静止糸切り。
内面：轆轤整形。

Ｈ－ 83 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

口径 (12.2) ①還元焔　②にぶい黄
③白色粒・黒色粒・チャート
④口縁～体部片

外面：轆轤整形。不明墨書。
内面：轆轤整形。

２ 須恵器
碗

口径 (13.9)
底径 ( 7.0)
器高  5.0

①酸化焔気味　②にぶい黄褐
③白色粒・チャート　
④口縁～底部 1/8

外面：轆轤整形。底部回転糸切り後高台貼付。製作段階で、底部
の器厚が薄かったため、高台貼付時に底部に粘土を追加。
内面：轆轤整形。

３ 土師器
甕

口径 (19.3) ①酸化焔　②明赤褐　
③白色粒・黒色鉱物　
④口縁～体部上位 1/8

外面：口縁部横ナデ。体部横位箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

４ 土師器
甕

口径 (13.2) ①酸化焔　②にぶい褐
③白色粒・黒色粒・チャート
④口縁～体部上位 1/2

外面：口縁部横ナデ。体部横位箆ケズリ後縦位箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部横位箆ナデ。

５ 須恵器
甕

口径 (12.7) ①還元焔　②灰　
③白色粒・黒色粒・チャート
④口縁～体部 1/8

外面：轆轤成形。口縁横ナデ。体部上位横位箆ナデ。体部中～下
位横・斜位箆ケズリ。
内面：轆轤整形。

６ 羽釜 口径 (18.0) ①酸化焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒・黒色粒・チャート・
雲母　④口縁～体部上位 1/8

外面：轆轤整形。鍔貼付。
内面：轆轤整形。

７ 瓦
丸瓦

厚さ　2.3 ①酸化焔　②橙　③細砂粒・
チャート　④狭端部右側

凸面：縦・斜位箆ナデ。　　凹面：布目圧痕後一部ナデ。
側面：箆ナデ。　　狭端部：箆ナデ。

Ｈ－ 85 号住居跡

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

１ 鉄製品 鉄鏃 全長 13.5　鏃身長　6.7　幅 2.8　厚さ 0.5　重さ 21.77

Ｈ－ 84 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
坏

口径（11.8）
器高　 4.2

①酸化焔　②橙
③赤褐色粒・白色粒・黒色粒
④口縁～底部 1/4

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ後、一部箆ナデ。底部ナデ。

２ 須恵器
蓋

口径（11.8） ①還元焔　②黒褐　③白色粒
④口縁～体部片

外面：轆轤整形。灰かぶり。
内面：轆轤整形。

外面に鉄分が
付着。

Tab.14　出土遺物観察表（12）
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Ｈ－ 87 号住居跡

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
台付甕

底径 (8.8) ①酸化焔　②浅黄　③細砂粒・
黒色粒・チャート　④脚部片

外面：ナデ。
内面：横ナデ。

２ 土師器
坩

－ ①酸化焔　②橙　③細砂粒・
黒色鉱物・チャート・雲母
④脚部片

外面：箆ナデ。円形の孔。
内面：刷毛目。

Ｗ－２号溝

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 軟質陶器
甕

口径 (20.4) ①普通　②褐灰　③白色粒・
赤色粒　④口縁～体部上位片

外面：轆轤整形。
内面：口縁部横ナデ。体部横位箆ナデ。

２ 陶器
大甕

口径 (26.2) ①堅緻　②灰褐　
③白色粒・赤色粒・チャート
④口縁～体部上位片

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

常滑。

３ 軟質陶器
鉢

口径 (29.3) ①普通　②灰　③白色粒・黒
色粒　④口縁～体部片

外面：轆轤整形。体部斜位ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体部横位箆ナデ。

４ 陶器
鉢

口径 (27.4) ①堅緻　②淡黄　③白色粒
④口縁部片

外面：轆轤整形。全面に鉄釉。
内面：轆轤整形。全面に鉄釉。

５ 軟質陶器
内耳鍋

口径 (233.2) ①普通　②灰黄　③白色粒・
チャート　④口縁部片

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

６ 軟質陶器
鉢

底径 (12.0) ①普通　②灰黄褐　
③白色粒・チャート　
④体部下位～底部 1/4

外面：体部下位斜位箆ナデ。体部下端横位箆ナデ。底部糸切り。
内面：体部下位横位箆ナデ。

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

７ 銅製品 古銭 直径 2.4　孔幅 0.7　厚さ 0.1　重さ 2.75　　開元通宝。唐 621 年。

Ｗ－ 15 号溝①

Ｗ－９・11 号溝

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
碗

底径 ( 8.6) ①酸化焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒・チャート・角閃石
④体部下位～底部 2/3

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

２ 石製品 臼玉 長さ 1.7　幅 1.7　厚さ 0.8　重さ 0.25　　滑石製。一部欠損。削り・研磨による成形。

Ｗ－３号溝

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
鉢？

底径 (15.2) ①酸化焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒・チャート　
④体部下位～底部 1/8

外面：体部縦位箆（木口状工具）ナデ（ミガキ）。体部下端横位箆（木
口状工具）ナデ（ミガキ）。
内面：横位箆（木口状工具）ナデ（ミガキ）後黒色処理。

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 弥生土器
甕

－ ①普通　②橙　③白色粒・
チャート・片岩　④体部片

外面：体部上位単節ＬＲ縄文施文後簾状文。体部下位箆ナデ。
内面：ナデ。

後期。

２ 土師器
坏

口径 11.5
器高  3.8

①酸化焔　②橙　③細砂粒・
白色粒　④口縁～底部 4/5

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

３ 須恵器
蓋

口径 (13.1)
器高  4.9

①還元焔　②灰　
③細砂粒・白色粒・チャート
④口縁～天井部 1/3

外面：轆轤整形。天井部回転箆ケズリ。
内面：轆轤整形。

４ 弥生～
土師器
甕

口径 (16.4) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③黒色鉱物・チャート　
④口縁部片

外面：折返し口縁。口縁部に連続する指頭痕。頸部斜位箆ナデ。
内面：刷毛状工具によるナデ。

５ 埴輪
円筒埴輪

厚さ　2.2 ①酸化焔　②明赤褐　
③チャート・角閃石　
④体部片

外面：縦刷毛目。突帯端部横位ナデ。刷毛本数２㎝ 11 本。
内面：斜位刷毛目後一部ナデ。刷毛本数２㎝ 12 本。

６ 須恵器
坏

口径 (10.2)
底径 ( 5.4)
器高  1.6

①還元焔　②灰　
③細砂粒・白色粒　
④口縁～底部 1/6

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。一部口縁端部に銅と推測され
る溶解物が付着。
内面：轆轤整形。残存部分に限り、全体的に銅と推測される溶解
物が付着。

取瓶として利
用されたもの
と 推 測 さ れ
る。

７ 須恵器
碗

口径 (15.2)
底径 ( 9.0)
器高  5.5

①酸化焔　②明褐　
③白色粒・チャート・片岩
④口縁～底部 1/5

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。

８ 灰釉陶器
碗

底径 ( 7.7) ①堅緻　②灰白　③白色粒
④体部下位～底部 2/3

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。見込み部重ね焼き痕。

９ 須恵器
長頸壺

－ ①還元焔　②灰白 
③白色粒・黒色粒・チャート
④頸部 2/3、口縁部欠

外面：轆轤整形。自然釉。
内面：轆轤整形。頸部のみ自然釉。

Tab.15　出土遺物観察表（13）
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Ｗ－ 17 号溝①

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
坏

口径 (11.4)
器高  4.2

①酸化焔　②橙　③白色粒・
赤色粒　④口縁～底部 2/3

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

２ 土師器
坏

口径 13.2
器高  4.3

①酸化焔　②橙　③白色粒・
赤色粒　④口縁～底部 1/2

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

３ 土師器
坏

口径 (12.8)
器高  4.5

①酸化焔　②橙
③白色粒・赤色粒・チャート
④口縁～底部 1/4

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。底部箆ケズリ後丸棒状
工具による「井」の字を線刻。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

４ 土師器
坏

口径 12.1
器高  3.9

①酸化焔　②橙　③赤色粒・
角閃石　④口縁～底部 4/5

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

５ 土師器
坏

口径 11.6
器高  4.1

①酸化焔　②橙　
③白色粒・黒色粒・チャート
④口縁～底部 5/6

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

６ 土師器
坏

口径 (12.0)
器高  3.8

①酸化焔　②橙　③白色粒・
赤色粒　④口縁～底部 1/2

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

７ 土師器
坏

口径 11.6
器高  4.5

①酸化焔　②橙　③赤色粒・
黒色粒　④ほぼ完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

８ 土師器
坏

口径 (12.4)
器高  4.6

①酸化焔　②にぶい黄　
③白色粒・黒色粒　
④口縁～底部 1/3

外面：口縁部横ナデ。体部上位箆ナデ。体部中位～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

９ 土師器
鉢

口径 (16.8)
底径  4.4
器高  5.5

①酸化焔　②にぶい黄褐
③白色粒・赤色粒・黒色鉱物
④口縁～底部 2/3

外面：口縁部横ナデ。体～底部ミガキ。
内面：口縁～底部ミガキ。

10 土師器
坏

口径 (14.5)
器高 ( 5.2)

①酸化焔　②にぶい黄
③白色粒・黒色粒・チャート
④口縁～底部 1/2

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。底部ナデ。

11 土師器
鉢

口径 18.7
器高  7.5

①酸化焔　②橙　
③細砂粒・白色粒・黒色鉱物
④ほぼ完形

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部上位横ナデ。体部下位～底部ナデ。

12 弥生土器
～土師器

甕

口径 (16.2) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③粗砂粒・赤色粒・黒色鉱物・
チャート　④口縁部 1/2

外面：口縁部を輪積みにより段状に成形。口縁部横ナデ。
内面：横ナデ後ミガキ。

13 土師器
甕

口径 (15.5) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③細砂粒・白色粒・黒色鉱物
④口縁～肩部 1/4

外面：口縁部横ナデ。肩部斜位刷毛目後一部横位刷毛目。
内面：口縁部横ナデ。肩部箆ナデ。

14 土師器
甕

口径 (17.3) ①酸化焔　②にぶい黄
③粗砂粒・石英・チャート
④口縁～体部中位 1/4

外面：口縁～体部上端刷毛目後横ナデ。体部上位刷毛目。体部中
位箆ナデ。
内面：口縁部刷毛目後箆ナデ。体部箆ナデ。

15 土師器
壺

－ ①酸化焔　②橙　③粗砂粒・
白色粒・チャート　④体部 1/3

外面：刷毛目後ミガキ。
内面：箆ナデ。

16 土師器
甕

口径 (22.2) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・赤色粒・石英・片
岩　④口縁～体部下位 2/3

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。体部中位に先端三角形の工
具による連続する刺突。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

17 土師器
鉢

口径 (15.1) ①酸化焔　②暗灰黄
③細砂粒・白色粒・黒色鉱物
④口縁～体部 1/8

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部箆ナデ。

18 土師器
甑

底径 ( 9.4) ①酸化焔　②浅黄
③細砂粒・黒色鉱物　
④体部下半～底部 1/4

外面：体部～底部箆ナデ。底部の孔は円形状を呈する。
内面：体部～底部箆ナデ

19 須恵器
碗

口径 (14.2)
底径  7.7
器高  5.1

①酸化焔気味　②暗灰黄
③細砂粒・黒色鉱物・雲母
④口縁～底部 1/3

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。

20 須恵器
ハソウ

口径 (14.0) ①還元焔　②灰白　③細砂粒・
白色粒　④口縁～頸部 1/3

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。自然釉付着。

21 須恵器
高盤？

口径 (25.5)
底径 (23.2)
器高 ( 3.0)

①還元焔　②灰白　③白色粒・
黒色鉱物　④口縁～底部 1/8

外面：轆轤整形。底部箆ケズリ。
内面：轆轤整形。自然釉付着。

22 須恵器
長頸壺

－ ①還元焔　②灰　③白色粒・
透明粒　④頸部

外面：轆轤成形。横位箆ナデ後波状文・丸棒状工具による２条の
横位沈線。
内面：轆轤成形。横位箆ナデ。

23 須恵器
提瓶

口径  8.0 ①勧化年　②灰　③白色粒・
黒色粒　④口縁～体部上位

外面：口縁部轆轤成形後横ナデ後波状文。体部掻き目後ナデ後波
状文。
内面：口縁～体部上端ナデ。体部上位当具痕。

Ｗ－ 15 号溝②

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

10 羽釜 口径 (22.6) ①還元焔気味　②灰　③細砂
粒・チャート・黒色鉱物　
④口縁～体部上位 1/4

外面：轆轤整形。鍔貼付。
内面：轆轤整形。

Tab.16　出土遺物観察表（14）
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Ｗ－ 23 号溝

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
黒色処理

碗

口径 (11.8)
底径  5.7
器高  3.4

①酸化焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒・チャート　
④口縁～底部 1/2

外面：口縁部横位ミガキ。体部轆轤整形。高台貼付。
内面：ミガキ後黒色処理。

２ 須恵器
土釜

口径 (29.0) ①酸化焔　②黄褐
③白色粒・透明粒　
④口縁～体部上位 1/8

外面：口縁部横ナデ。体部縦位箆ナデ。
内面：口縁部横ナデ。体部横位箆ナデ。

Ｗ－ 27 号溝

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
碗

底径 ( 8.4) ①酸化焔気味　②浅黄
③白色粒・チャート・角閃石
④体部下位～底部 1/7

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

Ｄ－ 22 号土坑

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 土師器
甕

口径 (13.6) ①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・黒色粒・黒色鉱物
④口縁～体部 1/4

外面：口縁部横ナデ。体部縦位箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部横位箆ナデ。 

二次焼成痕が
認められる。

Ｄ－ 24 号土坑①

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 瓦
平瓦

厚さ  2.4 ①還元焔　②灰　③白色粒・
黒色粒　④両端部欠、右側

凹面：布目圧痕後一部ナデ。端部面取り。
凸面：格子叩き後一部ナデ。端部面取り。
側面：箆ナデ。

Ｄ－ 15 号土坑

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

１ 鉄製品 杏葉轡 一部に木質が付着。　重さ：左 257.7g　右 255.0g　計 512.7g　　
鏡板：逆ハート形。図左　縦 7.9 ㎝×横 8.7 ㎝、図右 8.0 ㎝× 8.5 ㎝。鏡板全体に捩りが施される。
立耳から鏡板まで１本の棒で鍛造される。銜との連結する部分は開いた「Ｖ」字状を呈し、２本
を１本に接合する筋が確認できる。
立耳：図左　長さ 6.0 ㎝、図右　長さ 6.3 ㎝。棒状部は板状で、２本を１本に接合している筋が
確認できる。立耳壺は隅丸長方形－図左　2.0 ㎝× 3.2 ㎝、図右　1.8 ㎝× 3.5 ㎝。
銜：２連の蕨手銜。長さ 18.8 ㎝。断面形は方形。左側一部欠損。
引手：図左　長さ 14.8 ㎝、図右　現存長（引手壺がずれている）15.5 ㎝。棒状部は板状で、引
手壺は半円形－図左　縦 2.5 ㎝×横 3.0 ㎝、図右縦 2.0 ㎝× 2.3 ㎝
連結法：銜先環を鏡板の「Ｖ」字状部下側で連結し、銜先環には遊環（図左 3.0 ㎝× 3.3 ㎝、図右 2.9
㎝× 2.9 ㎝）を連結して、さらに遊環に引手を連結する。（江田船山型）

２ 鉄製品 紡錘車 軸：長さ（12.1）　幅 0.6　厚さ 0.5　　紡輪：長さ 3.8　幅 3.8　厚さ 0.3　　総重量 21.2

Tab.17　出土遺物観察表（15）

Ｗ－ 17 号溝②

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

24 須恵器
提瓶

口径　9.5
器高 27.1

①還元焔　②灰白　③細砂粒・
白色粒　④ほぼ完形

外面：口縁部轆轤整形後中位に丸棒状工具による１条の横位沈線。
体～底部轆轤成形後カキ目調整。体部上位に自然釉顕著。
内面：口縁～底部轆轤整形。正面閉塞後閉塞部に指頭痕。口縁部
に自然釉顕著。

25 須恵器
甕

口径 19.2 ①還元焔　②灰　③白色粒
④口縁～肩部 3/4

外面：口縁～頸部横ナデ後口縁端部に波状文。肩部箆ナデ。
内面：口縁～頸部横ナデ。肩部当具痕後箆ナデ。

26 須恵器
甕

口径 (23.1) ①還元焔　②灰オリーブ
③白色粒・黒色粒　
④口縁～体部下半 2/3

外面：口縁部横ナデ後波状文。体部格子目叩き。
内面：口縁部横ナデ。体部青海波の当具痕。

27 須恵器
甕

口径 (46.3) ①還元焔　②灰白　③白色粒・
チャート　④口縁部 1/6

外面：口縁部横ナデ後丸棒状工具による２本１組の横位沈線を多
段に施文。多段の横位沈線間に波状文。
内面：口縁部横ナデ。自然釉付着。

28 須恵器
甕

口径 (45.8) ①還元焔　②灰白　③白色粒
④口縁部 1/7

外面：口縁部横ナデ後丸棒状工具による１～３本１組の横位沈線
を多段に施文。多段の横位沈線間に波状文。自然釉付着。
内面：口縁部横ナデ。

29 須恵器
甕

口径 (42.1) ①還元焔　②灰
③白色粒　④口縁部 1/3

外面：口唇部波状文。口縁部刷毛状工具の条線を縦位施文後一部
縦方向の箆ナデ後丸棒状工具による２本１組の横位沈線を多段に
施文・口縁端部横ナデ。
内面：横ナデ。自然釉付着。

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

31 石製品 砥石 長さ 16.0　幅 15.8　厚さ 12.9　重さ 1,598.1　　角閃石安山岩製。砥ぎ面にはやや深い「Ｖ」字
状の線刻が顕著。６面使用。部分的に新しい欠損（ガジリ）あり。
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遺構外出土遺物①

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 縄文土器
深鉢

－ ①普通　②にぶい黄橙　③白
色粒・チャート・黒色鉱物
④体部片

横位浮線文貼付後単節ＲＬ縄文を横位に施文。 諸磯ｂ式

２ 縄文土器
深鉢

－ ①良好　②にぶい褐
③チャート・片岩　
④口縁部片

波状口縁と想定される。口縁部文様帯に横位・弧状の結節浮線文
が施される。

諸磯ｃ式

３ 縄文土器
深鉢

－ ①良好　②明褐　③白色粒・
チャート・黒色鉱物　
④体部片

体部文様帯に０段多条ＲＬ縄文を縦位に施文後丸棒状工具による
２本１組の縦位沈線・縦位蛇行沈線が施される。２本１組の沈線
間は磨消縄文。

加曽利ＥⅢ式

４ 縄文土器
深鉢

－ ①普通　②橙　③白色粒・黒
色鉱物　④体部片

体部文様帯に単節ＬＲ縄文を縦位に施文後丸棒状工具による２本
１組の弧状沈線が施される。２本１組の沈線間は磨消縄文。

加曽利ＥⅣ式

５ 縄文土器
注口土器

－ ①良好　②にぶい黄橙　
③細砂粒・チャート　
④体部片

体部文様帯に単節ＬＲ縄文を横位に施文後丸棒状工具による横
位・斜位沈線が施される。斜位沈線間には孔が穿たれる。

加曽利Ｂ２式

６ 縄文土器
鉢

－ ①普通　②にぶい黄橙
③石英・チャート　④体部片

体部文様帯を丸棒状工具による横位沈線で区画。上位区画無文。
下位区画には単節ＬＲ縄文施文後丸棒状工具による２本１組の斜
位沈線が施される。

加曽利Ｂ２式

７ 縄文土器
土製円盤

長径　3.0
短径　2.9
厚さ　0.7

①普通　②灰黄　③細砂粒・
チャート　④完形

斜位条線が施される。 中期後半？

８ 縄文～
弥生土器

鉢

－ ①良好　②にぶい黄褐
③白色粒・チャート　
④体部下位片

外面：条痕文。
内面：横位箆ナデ。

縄文時代晩期
末～弥生時代
前期

９ 弥生土器
壺

－ ①普通　②橙　③細砂粒・黒
色粒・雲母　④口縁～頸部片

外面：口縁部櫛歯状工具による波状文。頸部縦・斜位刷毛目。口
縁部と頸部間は横位箆ナデ。
内面：口縁部横ナデ。頸部横位刷毛目後一部箆ナデ。

後期

10 弥生土器
壺

－ ①普通　②にぶい黄橙
③黒色鉱物・チャート
④肩部片

外面：箆状工具による山形文施文後箆状工具による多条の横線文。
横線文の最上位のみ丸棒状工具による施文。山形文内は無文。
内面：器面荒れる。

中期？

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

２ 瓦
平瓦

厚さ  2.0 ①酸化焔気味　②暗灰黄
③白色粒・チャート　
④両端部欠

凹面：布目圧痕。　　
凸面：箆ナデ後多方向のナデ。

Ｄ－ 24 号土坑②

Tab.18　出土遺物観察表（16）

Ｄ－ 30 号土坑

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

１ 鉄製品 鉄鏃？ 長さ〈5.0〉　幅 0.8　厚さ 0.7　重さ 10.67

Ｄ－ 25 号土坑

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
坏

口径 (10.9) ①還元焔気味　②灰黄
③白色粒・チャート　
④口縁部片

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

２ 土製品 羽口 厚さ 2.9　重さ 148.32　　外面：ナデ。胎土に繊維混入。 Ｄ -25 土３と
同一個体。

３ 土製品 羽口 厚さ 2.9　重さ 121.39　　外面：ナデ。胎土に繊維混入。 Ｄ -25 土２と
同一個体。

４ 石製品 紡錘車 長さ4.6　幅4.4　厚さ1.6　重さ49.87　　蛇紋岩製。全体に欠損が多いが、欠損後の磨滅が顕著。
上・下面の中心部に削痕や溝状の磨耗痕。

Ｄ－ 28 号土坑

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 須恵器
碗

口径 (10.7)
底径  5.8
器高  4.5

①酸化焔　②橙　
③白色粒・黒色粒　
④口縁～底部 2/3

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。
内面：轆轤整形。

Ｔ－５号竪穴状遺構

番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

１ 瓦
平瓦

厚さ　2.1 ①還元焔気味　②にぶい黄橙
③白色粒・チャート　
④両端部欠、左側

凹面：布目圧痕後端部縦位箆ナデ。
凸面：縄叩き後縦位箆ナデ。
側面：箆ナデ。

二次焼成痕が
認められる。
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番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

11 弥生土器
壺

口径　8.3
底径　4.7
器高 10.6

①良好　②橙、赤彩：赤
③細砂粒・チャート　
④完形

外面：口唇部に角棒状工具による連続する刻み。口縁～頸部横ナ
デ。体部箆ナデ後ミガキ。赤彩す。底部箆ナデ。
内面：口縁～頸部横位ミガキ・赤彩。体～底部箆ナデ。

後期。

12 弥生土器
壺

－ ①良好　②暗灰黄　
③白色粒・黒色鉱物・片岩
④頸～肩部片

外面：頸部横位箆ナデ。肩部単節ＬＲ縄文を横位施文後一部ナデ。
内面：横位箆ナデ。

後期。
吉ヶ谷式。

13 土師器
壺

口径 (15.4) ①酸化焔　②明赤褐　
③細砂粒・黒色粒・チャート
④口縁～頸部 1/5

外面：折返し口縁。口縁部に連続する指頭痕。頸部縦位刷毛目。
内面：ミガキ後横位箆ナデ。

14 土師器
壺

－ ①酸化焔　②にぶい黄橙
③細砂粒・チャート　
④口縁部片

外面：折返し口縁。口縁頂部より棒状工具による縦位沈線を連続
して施す。口縁下端部横位ミガキ。
内面：横位ミガキ。

15 土師器
壺

－ ①酸化焔　②にぶい黄橙
③白色粒・黒色粒・透明粒
④口縁部片

外面：縦位刷毛目。
内面：横位刷毛目。

有段口縁壺。

16 土師器
直口壺

口径 (14.1) ①酸化焔　②橙　
③細砂粒・白色粒・黒色粒
④口縁～体部 1/4

外面：口縁部横位箆ナデ後縦位ミガキ。肩部横位箆ナデ後斜位ミ
ガキ。体部横位箆ケズリ。
内面：口縁部横・斜位箆ナデ後斜位ミガキ。肩～体部横・斜位箆
ナデ。

17 土師器
坩

底径　3.2 ①酸化焔　②にぶい器橙
③黒色鉱物・チャート
④口縁下端～底部

外面：口縁部斜位刷毛目。体部斜位ミガキ。底部ミガキ。
内面：口縁～底部ミガキ。

18 土師器
坏

口径 12.3 ①酸化焔　②にぶい赤褐
③白色粒・赤色粒　
④口縁～体部 1/8

外面：口縁部横ナデ。体部箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ。体部横ナデ後斜位ミガキ。

19 須恵器
高坏？

－ ①還元焔　②灰　③白色粒・
チャート　④脚部片？

外面：轆轤整形。円形の透孔及び方形ないし三角形状の透孔が穿
たれる。
内面：円形透孔付近のみナデ。その他は剥落。

20 須恵器
短頸壺

口径 (13.2) ①還元焔　②灰　③白色粒・
チャート　④口縁～体部 1/6

外面：轆轤整形。体部上位に簾状文。肩部に自然釉。
内面：轆轤整形。体部に横位箆ナデ。

21 須恵器
蓋

口径 (10.0)
器高  1.9

①還元焔　②灰　③白色粒・
黒色粒　④口縁～天井部 1/4

外面：宝珠摘み。天井部右回転箆ケズリ。口縁部回転横ナデ。
内面：轆轤整形。返り貼付。

22 埴輪
円筒埴輪

厚さ　1.3 ①酸化焔　②にぶい黄橙
③細砂粒・チャート・角閃石
④体部片

外面：縦刷毛目。突帯端部横位ナデ。刷毛本数２㎝ 11 ～ 13 本。
内面：斜位刷毛目後一部ナデ。刷毛本数２㎝７～ 11 本。

23 土師器
坏

口径 (12.0) ①酸化焔　②橙　③白色粒・
チャート　④口縁～底部 1/4

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～体部横ナデ。

24 土師器
坏

口径 (11.8)
器高 ( 3.8)

①酸化焔　②橙　③白色粒・
チャート　④口縁～底部 1/5

外面：口縁部横ナデ。体～底部箆ケズリ。
内面：口縁～底部横ナデ。

25 須恵器
坏

口径 (14.7) ①酸化焔　②橙　③白色粒・
黒色粒　④口縁～体部片

外面：轆轤整形。墨書「十六」。
内面：轆轤整形。

26 須恵器
黒色処理

碗

底径　8.6 ①還元焔気味　②浅黄
③細砂粒・黒色粒・チャート
④体部下位～底部

外面：轆轤整形。底部回転ナデ。高台貼付。
内面：ミガキ後黒色処理。

27 須恵器
甕

底径 ( 7.8) ①酸化焔気味　②明黄褐
③白色粒・チャート　
④体部下位～手負い部 1/4

外面：体部斜位箆ナデ。底部ナデ・箆状工具による「×」線刻。
内面：轆轤整形。

28 須恵器
坏

口径  8.3
底径  4.8
器高  2.3

①酸化焔　②橙　
③細砂粒・チャート・雲母
④口縁～底部 1/2

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

29 須恵器
坏

口径  9.0
底径  5.2
器高  1.7

①酸化焔　②明赤褐　③黒色
粒・赤色粒・チャート・片岩
④口縁～底部 3/4

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

30 須恵器
坏

口径　8.8
底径　4.4
器高　2.2

①酸化焔　②橙　③細砂粒
④完形

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

31 須恵器
坏

口径　8.3
底径　4.1
器高　2.1

①酸化焔　②橙　
③細砂粒・黒色粒　
④完形

外面：轆轤整形。底部右回転糸切り。
内面：轆轤整形。

32 灰釉陶器
碗

口径 (13.6)
底径  7.6
器高  4.2

①堅緻　②黄灰　③白色粒
④口縁～底部 1/6

外面：轆轤整形。底部回転箆切り。高台貼付。
内面：轆轤整形。重ね焼き痕。

33 緑釉陶器
碗

口径 (12.0) ①堅緻　②にぶい褐　
③細砂粒　④口縁～体部片

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

34 緑釉陶器
長頸壺

－ ①堅緻　②黄灰　③細砂粒・
白色粒　④頸部片

外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

35 陶器
壺

－ ①堅緻　②灰白　③白色粒・
黒色粒（灰釉陶器に胎土似）
④肩部片

外面：灰釉。陰刻による唐草文。貫入。
内面：轆轤整形。

古瀬戸。

36 瓦
軒丸瓦

厚さ　2.4 ①還元焔　②灰　③白色粒・
チャート　④

単弁５葉蓮華文と想定される。外区重圏文。内面布目圧痕。 笠懸。

Tab.19　出土遺物観察表（17）

遺構外出土遺物②
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番号 器　種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調 ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備　考

37 瓦
平瓦

厚さ　2.7 ①酸化焔気味　②明褐
③細砂粒・チャート　
④両端部欠、左側

凹面：布目圧痕・糸切り痕後一部ナデ。端部面取り。
凸面：縦位箆ナデ。「當」の刻印。
側面：箆ナデ。

番号 器　種 法量（㎝）、成・整形技法の特徴 備　考

38 鉄製品 釘 長さ〈6.2〉　幅 1.4　厚さ 1.1　重さ 38.33　　角釘。

39 石器 打製石斧 長さ〈10.1〉　幅 5.4　厚さ 1.9　重さ 119.3　　安山岩。短冊形。基部欠損。礫皮を持つ剥片を
素材とし、周縁に直接打撃を施す。両面調整。全体に磨耗が認められ、刃部周辺が顕著。刃部周
辺はリダクションしている。

40 石器 打製石斧 長さ〈10.4〉　幅 6.7　厚さ 3.3　重さ 258.7　　ホルンフェルス製。撥形。刃部欠損。礫皮を持
つ剥片を素材とし、周辺に直接打撃を施す。半両面調整。磨耗はほとんど認められない。

41 石器 打製石斧 長さ〈8.0〉　幅4.8　厚さ1.4　重さ55.8　　頁岩製。撥形。基部欠損。礫皮を持つ剥片を素材とし、
周縁に直接打撃を施す。被熱により部分的に熱破砕が認められる。刃部周辺に磨耗が認められる。

42 石器 打製石斧 長さ〈8.15〉　幅 3.4　厚さ 1.0　重さ 35.8　　安山岩製。短冊形。刃部欠損。礫皮を持つ薄型剥
片を素材とし、周縁に直接打撃を施す。両面調整。磨耗はほとんど認められない。

43 石器 石鏃 長さ〈1.9〉　幅〈1.6〉　厚さ 0.5　重さ 0.81　　チャート製。凹基無茎。形足部欠損。

44 石器 石鏃 長さ〈3.1〉　幅 2.0　厚さ 0.4　重さ 1.42　　頁岩製。凹基無茎。先端部欠損。

45 石製品 不明品 長さ 6.7　幅 3.0　厚さ 2.7　重さ 27.5　　角閃石安山岩。砥ぎ面と考えられる磨耗範囲が 18 面
認められる。上部は角錘状にやや尖る。擦痕は認められない。

46 石製品 砥石 長さ 6.1　幅 6.1　厚さ 2.7　重さ 62.6　　角閃石安山岩製。不整円形に調整加工を施し、表・
裏面に研磨痕・線刻が認められる。

47 石製品 砥石 長さ〈5.9〉　幅 3.9　厚さ 3.5　重さ 113.0　　流紋岩製。上部欠損（下端部は新しい欠損）。砥
ぎ面は８面使用。各砥ぎ面には、縦・横・斜位の線刻が認められる。

48 石器 リタッチドフ
レイク

長さ 4.5　幅 7.9　厚さ 1.3　重さ 54.2　　頁岩。礫皮を持つ横長剥片を素材とし、両側縁部に
直接打撃（片面加工）を施す。

49 石器 スクレイパー 長さ 8.5　幅 10.1　厚さ 2.5　重さ 268.2　　黒色安山岩製。剥片を素材とし、一側縁に小型剥
離を施す。刃部周辺には磨耗痕が認められる〈両面調整）。刃部にはリダクションが認められる。

50 石器 敲石（磨） 長さ 13.2　幅 5.4　厚さ 3.0　重さ 300.0　　砂岩製。楕円形の扁平礫を素材とし、敲打痕・磨
耗痕が認められる。敲打痕は上・下端部・両側面部に集中する。磨耗痕は左側面部を除き認めら
れる。磨耗範囲内には、縦・斜位の擦痕あり。裏面の磨耗範囲には黒い変色が認められる。

51 石製品 砥石 長さ 19.3　幅 7.5　厚さ 5.4　重さ 1,200.0　　閃緑岩製。長楕円形の暦を素材とし、表・裏面
の２箇所は顕著な磨耗により平滑。磨耗範囲は茶褐色に変色している（鉄分の沈着か？）。

52 石器 磨石 長 11.6 さ　幅 12.6　厚さ 3.6　重さ 892.0　　安山岩製。円形の扁平礫を素材とし、表・裏面が
磨耗により平滑。表面～右側面は黒色に変色している。

Tab.20　出土遺物観察表（18）

遺構外出土遺物③

Ⅵ　まとめ

１　弥生時代後期～古墳時代前期（Fig.82・83）

　本遺跡の調査では、竪穴住居跡・溝・土坑・ピット・竪穴状遺構など様々な遺構を確認することができた。こ

のうち、竪穴住居跡の検出は 47 軒と突出している。また、隣接する元総社蒼海遺跡群（27）は、本遺跡の調査

と並行して行われており、本遺跡の状況と同様となっている。ここでは、本遺跡で検出された竪穴住居跡に加え、

元総社蒼海遺跡群 (27) で調査した 51 軒の竪穴住居跡を概観し、本遺跡を中心とした各時期ごとの土地利用につ

いて考察を加えたいと思う。

  弥生時代後期から古墳時代前期の住居跡は８軒確認されており、このうち１軒のみが弥生時代後期に帰属する

ものである。

　今回の調査では、古くは縄文時代前期からの遺物が出土しているものの、遺構として捉えられる最古の時期は、

弥生時代後期である。なお、周辺の遺跡を概観すると、縄文時代前期後半から弥生時代後期に至るまでの遺構は

確認されているものの、いずれも単発的で連続性に欠けるものと言えよう。このため、本格的に本遺跡周辺で集

落が形成され始めるのは弥生時代後期以降と考えられ、これを示すように、本遺跡の北に位置する元総社北川遺

跡では古墳時代前期に大規模な水田・畠などの開発が行われている。

　当該期における住居跡の様相は、大きく二分することができ、弥生時代の系統を踏襲する遺物を持つ住居跡、

もう一方は古墳時代の様相と言える東海系（Ｓ字甕）を主体とした遺物を持つ住居跡に分けられる。なお、Ｈ‐
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48 号住居跡は、弥生時代後期の住

居跡で、Ｈ‐24 号住居跡が古墳時

代前期になってからも弥生時代の様

相を色濃く残す住居跡と言えるもの

である。一見、他系統の共存は考え

にくいものであるが、弥生時代の系

統を引く人々とＳ字甕を持つ所謂、

新興的な人々は、いずれも古墳時代

前期前半に帰属するもので、ほぼ同

時期に生活を共にしていたものと想

定される。

　本遺跡内における弥生時代後期か

ら古墳時代前期の土地利用に関して

は、集落として利用されていたほか、

畠も作られていた可能性が指摘され

る。本遺跡で確認された遺構のほと

んどには、時期を問わずＡｓ－Ｃが

埋没土中に含まれ、これから推測す

ると、本遺跡地には相当量のＡｓ－

Ｃ軽石が降り注いだものと推測され

る。しかしながら、遺構の有無に関

わらず、本遺跡内においてＡｓ－Ｃ

の一次堆積層は確認されていない。

これは、Ａｓ－Ｃ降下以降に度重な

る耕作が行われていたことを示すも

のであり、弥生時代後期および古墳

時代前期においても例外なく行われ

ていたようである。ここで、調査に

より認められた弥生時代後期から古

墳時代前期の住居埋没について考え

てみたい。

  弥生時代後期から古墳時代前期の

埋没状態は概ね２種類あり、畠を耕

作した土地に住居を構築するもの

と、まったく耕作を受けていない土

地に住居構築するものが確認されて

いる。なお、先述した通り弥生時代

後期から古墳時代前期の住居跡は８

軒確認されているが、耕作が行われ

ていない土地に住居を構築する例は

３～５世紀の竪穴住居跡分布

３世紀 ４世紀 ５世紀

６・７世紀の竪穴住居跡分布

６世紀 ６～７世紀 ７世紀

８・９世紀の竪穴住居跡分布

８世紀 ９世紀

10・11 世紀の竪穴住居跡分布

10 世紀 10 ～ 11 世紀 11 世紀

００

１/10,000１/1,000

400ｍ40ｍ

Fig.82　時期別の住居跡分布
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総社砂層

黒ボク土

Ａｓ－Ｃ

古墳時代前期
　　　の表土

耕起した畠の土
(Ａｓ－Ｃ混入 )

周堤帯
　(Ａｓ－Ｃ混入 )

弥生時代後期・古墳時代前期の標準堆積

畠の耕作

住居構築

住居埋没

住居埋没

住居構築

住居埋没

住居埋没

畠の耕作

Ａｓ－Ｃの一次堆積に
　　著しく近い埋没土

Ａｓ－Ｃの一次堆積に
　　著しく近い埋没土

畠の耕作 Ａｓ－Ｃの一次堆積に
　　著しく近い埋没土

耕作等が行われず放置

Ｈ‐32 号住居跡の１軒のみで、その他７軒の住居跡は畠であった土地に構築したものと考えられる。ここで注目

したいのが、Ｈ‐32 号住居跡の埋没土内で確認された著しくＡｓ－Ｃの一次堆積層に近い層（38 層）である。同

層は住居跡の壁面崩落により堆積したものと想定され、多少の黒褐色土が混入するものの、そのほとんどがＡｓ 

－Ｃで占められている。さらに、Ａｓ－Ｃ自体に汚れが見られず、角を持つ状態（風化が見られない）であった。

本遺跡内の遺構埋没土中で確認されるＡｓ－Ｃの外面は、黒褐色土との混入により黒く汚れているものがほとん

どで、さらに軽石の角は丸くなっている。軽石自体が黒く汚れ、角が丸くなる状態は、度重なる撹拌により起こ

りうるものと言えよう。このため、Ｈ‐32 号住居跡のように住居跡の埋没土中に汚れていない軽石を持つもの

は、周堤帯下にＡｓ－Ｃの一次堆積層が存在していた可能性が高い。一方、このような軽石が、埋没土中に層と

して見られない住居跡は、既に周堤帯の下は、撹拌された土であったと考えられよう。弥生時代後期から古墳時

代前期において、Ａｓ－Ｃが撹拌される要因として考え易いのは、畠の耕作と想定するのが妥当であろう。なお、

弥生時代後期と考えられるＨ‐48 号住居跡の埋没土中には汚れていないＡｓ－Ｃが確認されていないことから、

少なくても弥生時代後期には、本遺跡地において畠の耕作が行われていたものと考えられる。

Fig.83　弥生時代後期・古墳時代前期に見られる住居埋没パターン
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２　古墳時代中期（Fig.82）

　古墳時代中期の住居跡は、Ｈ‐34 号住居跡の１軒のみとなっている。なお、本住居跡の詳細時期は５世紀後

半と想定される。このため、本遺跡地には４世紀前半以降から５世紀後半に至るまでの間、集落は営まれないこ

ととなる。本遺跡周辺においても５世紀後半の住居跡は散見されるが、その数は他時期に比べると圧倒的に少な

い。集落域の動向と比例して、生産域も減少傾向を辿るものと考えられる。

３　古墳時代後期（Fig.82）

  古墳時代後期の住居跡は 35 軒を数える。このうち、６世紀前半の住居跡は２軒のみで古墳時代中期に引き続

き少ない傾向にあると言える。このほか詳細な時期として、６世紀中葉の住居跡は７軒、６世紀後半が５軒、６

世紀末～７世紀初頭が１軒、７世紀前半が 11 軒、７世紀中葉が５軒、７世紀後半が３軒となっている。このほか、

古墳時代後期に属するものと想定されるが明確な時期が捉えられなかった住居跡が１軒認められている。このよ

うな状態から、本遺跡地における住居跡の分布状況は、６世紀中葉から増加の傾向を辿り、７世紀前半に最盛期

を迎えると言えよう。そして、７世紀中葉から後半にかけて減少の傾向に向かうものと考えられる。

　古墳時代後期の住居跡で特筆すべき点は、人為的に埋め戻されている住居跡が７世紀代に多い点が挙げられる。

７世紀代における人為埋没の住居跡は 11 軒を数え、２軒に１軒は人為的に整地を目的として埋め戻されている

ことになる。また、焼失住居も３軒見られ、このうちの１軒（Ｈ‐98 号住居跡）では、焼失による屋根の落盤

後に埋め戻しを行っている状態が捉えられている。焼失住居も人為的な出火と考えると、約 65％の住居跡が整

地を目的として壊されたものと想定されよう。このように、人為的な埋没が目立つ状態は通常とは考え難いもの

である。本遺跡地において７世紀代という時期は、上野国府造営以前にはなるものの、何らかの国家的な権力が

本遺跡周辺に及んでいた可能性が高いものと考えられよう。

　生産域に関しては、明確な遺構を確認することはできなかったが、弥生時代後期のＨ‐48 号住居跡・古墳時

代前期のＨ‐69 号住居跡の埋没土上位で撹拌されたＨｒ－ＦＡがブロック状に確認されている。このように、

住居跡内にＨｒ－ＦＡブロックが良好に残存する状態は、他の遺構からは確認されていない。さらに、Ｈｒ－Ｆ

Ａの一次堆積は、残存するＨｒ－ＦＡブロックから少なくても 10 ㎝以上堆積していたものと想定されるが、本

遺跡内では確認されていない。これは、Ａｓ－Ｃ降下後の撹拌と同様で、Ｈｒ－ＦＡ降下後にも畠耕作による撹

拌が連綿と行われていたことを示すものと言える。また、住居跡内でＨｒ－ＦＡブッロクが良好な状態で確認さ

れる状態から、Ｈｒ－ＦＡ降下時に住居跡は埋まりきっておらず、大きな窪みであったことが想像できる。窪み

内に堆積したＨｒ－ＦＡは、低い位置にあることから、後世の撹拌を何度も受けることがなかったために残存し

たのであろう。なお、先述した通り、７世紀代に入ると本遺跡内では意図的な住居跡の埋め戻しが行われる。お

そらく当時の地表面を畠の耕作とは別の理由で平坦にする必要があったのであろう。このため、Ｈ‐48・69 号

住居跡内のＨｒ－ＦＡの撹拌は地面を平坦な整地面として使用する７世紀以降に行われた可能性は低く、Ｈｒ－

ＦＡ降下後から７世紀に入る以前に行われた可能性が高いことから、６世紀代の撹拌と考えられよう。

４　奈良時代（Fig.82）

  奈良時代の住居跡は、Ｈ‐34 号住居跡の１軒のみで、８世紀前半にあたる。本住居跡構築後、９世紀第３四

半期に至るまでの間は、竪穴住居跡の確認はなされておらず、一般的な集落としては空白の期間を迎えることと

言える。本遺跡地の奈良時代を考えるにおいて、当該期の集落が見られない状況は、上野国府の開発範囲に含ま

れていた可能性を後押しするものである。

　本遺跡内における国府関連と想定される遺構としては、Ｂ‐１・２号掘立柱建物跡が挙げられる。両遺構から

の遺物出土は見られなかったため、明確な時期を捉えるには至らなかったが、Ｂ‐１号掘立柱建物跡は、７世紀
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後半に比定されるＨ‐96 号住居跡より新しく、10 世紀後半のＨ‐95 号住居跡より古いものである。また、Ｂ‐

２号掘立柱建物跡は、10 世紀前半のＨ‐77・92 号住居跡よりも古いものである。これらの柱穴は、平面隅丸方

形状を呈し、８世紀代の郡衙などで確認される柱穴形状に近似するものと言える。Ｂ‐１・２号掘立柱建物跡は

重複する遺構との切り合い関係や柱穴が示す平面形状等から、断定こそできないものの国府関連の遺構である可

能性が非常に高いものと考えられよう。推測からの上乗せとなるが、両掘立柱建物跡が国府関連遺構であれば、

本遺跡地は当然国府の管轄内に入るため、一般的な人々の住処とされる竪穴住居跡が作られないのは当然である

と言えよう。

５　平安時代（Fig.82）

　平安時代の住居跡は 35 軒の確認となっている。これらの住居跡のほとんどは 10 世紀前半から 11 世紀前半に

帰属するもので、この期間以外に該当する９世紀代・11 世紀後半以降の住居跡は極めて少ない傾向にある。

　竪穴住居跡の分布において、８世紀前半以降の空白期に終止符を打つのは９世紀第３四半期と想定されるＨ‐

78 号住居跡である。９世紀第３四半期の住居跡はＨ‐78 号住居跡の１軒のみで、その他で確認されている９世

紀代の住居跡は第４四半期（３軒確認されている）に比定されるものである。このような状況から、本遺跡地が

再び一般的な集落の様相を示し始めるのは９世紀第３四半期からと考えられるが、やや疑問が残る。Ｈ‐78 号

住居跡の出土遺物を見ると、黒笹 90 号窯ないし光ヶ丘１号窯によるものと考えられる良質な灰釉陶器が存在す

る。また、その他の遺物は、焼成が良好な須恵器のみとなっていおり、一般的な竪穴住居跡より出土する遺物と

は様相を異としているように思われる。これに対し、９世紀第４四半期の住居跡（Ｈ‐44・50 号住居跡）からは、

須恵器の坏のほかコの字甕（土師器甕）などの遺物の共伴が見られ、一般的な住居跡で見られるセット関係が確

認されている。このように９世紀第３四半期と第４四半期の住居跡内に残された遺物の組成には隔たりが見られ、

明確に本遺跡地が一般的な集落へと変容を遂げるのは９世紀第４四半期からと考えられよう。

　９世紀第４四半期以降の本遺跡地は、竪穴住居跡の数は増加し 10 世紀後半に最盛期を迎える。11 世紀前半か

らは竪穴住居跡の数は減少の傾向に向かい、12 世紀代には完全に姿を消すこととなる。

　生産域については本遺跡で捉えることはできなかったが、周辺遺跡である元総社北川遺跡では、Ａｓ－Ｂ降下

以降の水田及び畠が確認されている。本遺跡は微高地上にあたるため、元総社北川遺跡と同様に畠の耕作が行わ

れていたことが想像される。本遺跡と元総社北川遺跡との大きな違いとして、牛池川を挟んでいることが挙げら

れ、本遺跡が立地する牛池川右岸には中世の段階に蒼海城が構築されることとなる。このため、本遺跡は 15 世

紀前半と考えられるＷ‐２号溝やＴ‐１号竪穴状遺構が示すとおり、平安時代以降に蒼海城の開発が進められる

場所とも言える。畠のように地表面の浅い部分のみに痕跡が残る遺構は、蒼海城構築にあたる事業により壊され

てしまった可能性も考えられよう。

６　おわりに
　元総社周辺は、古くから上野国府が存在していた場所として周知の地域である。しかしながら、現在に至るま

で明確な国府の痕跡を捉えられていないのが現状である。おそらく、後世の蒼海城が、国府の地割を利用して構

築されたため、痕跡のほとんどを壊してしまったためと考えられる。

　今回、本遺跡における竪穴住居跡の時期別分布を試みたところ、８・９世紀代の分布に空白が生じていること

がわかった。このような状況は、本遺跡のみではなく、近隣の遺跡においても同様といえる。

　国府の存在が蒼海城の開発により不明瞭である以上、国府の効力により生じる一般集落の空白分布を検証して

いくことで、国府中心域を捉えていけるものと考えられよう。
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写　真　図　版



遺跡遠景（南西から）

遺跡全景（上が北）

ＰＬ．１



ＰＬ．２

Ｈ -34 号住居跡全景（南西から）

Ｈ -32 号住居跡出入口施設検出状態（南東から）Ｈ -32 号住居跡炉跡全景（南東から）

Ｈ -32 号住居跡全景（南東から）Ｈ -31 号住居跡全景（西から）

Ｈ -36 号住居跡全景（南から）Ｈ -35 号住居跡カマド全景（南西から）

Ｈ -35 号住居跡全景（南西から）



ＰＬ．３

Ｈ -39 号住居跡カマド全景（北西から）Ｈ -39 号住居跡全景（北から）

Ｈ -37 号住居跡カマド遺物出土状態（南西から）

Ｈ -37 号住居跡カマド全景（南西から）Ｈ -37 号住居跡全景（南西から）

Ｈ -38 号住居跡カマド遺物出土状態（南西から）Ｈ -38 号住居跡カマド全景（南西から）

Ｈ -38 号住居跡全景（南西から）



ＰＬ．４

Ｈ -41 号住居跡全景（南西から）

Ｈ -40 号住居跡カマド全景（西から）Ｈ -40 号住居跡全景（西から）

Ｈ -42 号住居跡全景（西から）Ｈ -41 号住居跡土葺き屋根焼失状態（北西から）

Ｈ -41 号住居跡カマド全景（南西から）

Ｈ -42 号住居跡カマド遺物出土状態（西から）Ｈ -42 号住居跡カマド全景（西から）



ＰＬ．５

Ｈ -44 号住居跡全景（北西から）

Ｈ -43 号住居跡カマド全景（南西から）Ｈ -43 号住居跡全景（南西から）

Ｈ -45 号住居跡カマド全景（西から）Ｈ -45 号住居跡全景（西から）

Ｈ -44 号住居跡カマド全景（北西から）

Ｈ -46 号住居跡カマド全景（北西から）Ｈ -46 号住居跡全景（西から）



ＰＬ．６

Ｈ -48 号住居跡全景（北西から）

Ｈ -47 号住居跡カマド全景（北西から）Ｈ -47 号住居跡全景（西から）

Ｈ -50 号住居跡土層断面（北から）Ｈ -50 号住居跡カマド全景（西から）

Ｈ -49 号住居跡全景（北東から）

Ｈ -52 号住居跡全景（南西から）Ｈ -51 号住居跡全景（南西から）



ＰＬ．７

Ｈ -53 号住居跡カマド全景（西から）

Ｈ -53・67 号住居跡全景（西から）Ｈ -52 号住居跡カマド全景（南西から）

Ｈ -55 号住居跡カマド全景（北西から）Ｈ -55 号住居跡全景（西から）

Ｈ -54 号住居跡全景（南から）

Ｈ -56 号住居跡カマド全景（南西から）Ｈ -56 号住居跡全景（南西から）



ＰＬ．８

Ｈ -59 号住居跡全景（西から）

Ｈ -62 号住居跡土層断面（北から）

Ｈ -60 号住居跡カマド全景（西から）Ｈ -60 号住居跡全景（西から）

Ｈ -59 号住居跡カマド全景（北西から）

Ｈ -61 号住居跡全景（南から）

Ｈ -63 号住居跡カマド全景（北西から）Ｈ -63 号住居跡全景（西から）



ＰＬ．９

Ｈ -64 号住居跡全景（北西から）

Ｈ -65 号住居跡カマド全景（南から）Ｈ -65 号住居跡全景（南から）

Ｈ -64 号住居跡カマド全景（北西から）

Ｈ -69 号住居跡全景（南東から） Ｈ -69 号住居跡炉跡全景（南東から）

Ｈ -69 号住居跡 Hr-FA ユニット確認状態近景（南から）Ｈ -69 号住居跡遺物出土状態（西から）



ＰＬ．10

Ｈ -70 号住居跡土層断面（北から） Ｈ -73 号住居跡全景（西から）

Ｈ -73 号住居跡カマド全景（北西から）

Ｈ -80 号住居跡全景（西から）

Ｈ -79 号住居跡全景（南東から）

Ｈ -82 号住居跡全景（南東から）Ｈ -81 号住居跡カマド全景（西から）

Ｈ -81 号住居跡全景（西から）



ＰＬ．11

Ｈ -83 号住居跡カマド全景（北西から）Ｈ -83 号住居跡全景（北西から）

Ｈ -85 号住居跡全景（北東から）Ｈ -84 号住居跡全景（北西から）

Ｈ -87 号住居跡全景（南から）

Ｗ -２号溝全景（南から）

Ｗ -２号溝検出状態（東から）

Ｗ -２号溝土層断面（南から）



ＰＬ．12

Ｄ -25 号土坑遺物出土状態（西から）

Ｄ -15 号土坑遺物出土状態近景（北東から）Ｄ -15 号土坑遺物出土状態（北東から）

Ｄ -25 号土坑土層断面（西から）

Ｗ -17 号溝検出状態（南西から）

Ｗ -17 号溝遺物出土状態（北東から）

Ｗ -17 号溝土層断面（南西から）



ＰＬ．13

Ｄ -28 号土坑全景（北から）

Ｔ -４号竪穴状遺構全景（南西から）

Ｔ -３号竪穴状遺構全景（西から）

Ｔ -５号竪穴状遺構全景（北西から）

遺跡全景（西から）



ＰＬ．14
Ｈ-31 号住居跡

Ｈ-32 号住居跡

Ｈ31 住－１ Ｈ31 住－２

Ｈ32 住－１

Ｈ34 住－１

Ｈ35 住－１

Ｈ35 住－２ Ｈ35 住－３

Ｈ32 住－２

Ｈ31 住－４

Ｈ31 住－３

Ｈ31 住－５

Ｈ-34 号住居跡 Ｈ-35 号住居跡

出土遺物①



ＰＬ．15
Ｈ-36 号住居跡

Ｈ-37 号住居跡

Ｈ36 住－１ Ｈ36 住－２ Ｈ36 住－３ Ｈ36 住－４

Ｈ37 住－１ Ｈ37 住－２ Ｈ37 住－３ Ｈ37 住－４

Ｈ37 住－８

Ｈ37 住－９

Ｈ37 住－11 Ｈ37 住－10 Ｈ37 住－12

Ｈ37 住－５ Ｈ37 住－６ Ｈ37 住－７

Ｈ36 住－５ Ｈ36 住－６

Ｈ36 住－７

Ｈ36 住－８
Ｈ36 住－９

Ｈ36 住－10

Ｈ36 住－11 Ｈ36 住－12 Ｈ36 住－13

Ｈ36 住－14

Ｈ36 住－15

出土遺物②



ＰＬ．16
Ｈ-37 号住居跡

Ｈ-38 号住居跡

Ｈ37 住－16

Ｈ37 住－17 Ｈ37 住－18

Ｈ38 住－１

Ｈ38 住－２

Ｈ38 住－３

Ｈ38 住－４

Ｈ38 住－５

Ｈ38 住－６

Ｈ38 住－８ Ｈ38 住－９

Ｈ38 住－７

Ｈ37 住－15Ｈ37 住－14Ｈ37 住－13

出土遺物③



ＰＬ．17
Ｈ-40 号住居跡

Ｈ-41 号住居跡

Ｈ40 住－１

Ｈ40 住－３

Ｈ40 住－４ Ｈ40 住－５ Ｈ40 住－６

Ｈ40 住－２

Ｈ41 住－１

Ｈ42 住－１

Ｈ42 住－２

Ｈ42 住－３

Ｈ41 住－４

Ｈ41 住－７Ｈ41 住－８

Ｈ41 住－３Ｈ41 住－２

Ｈ41 住－６

Ｈ41 住－５

Ｈ42 住－５Ｈ42 住－４

Ｈ-42 号住居跡

出土遺物④



ＰＬ．18
Ｈ-42 号住居跡

Ｈ42 住－６

Ｈ42 住－８

Ｈ43 住－10

Ｈ43 住－８

Ｈ43 住－９Ｈ43 住－７

Ｈ43 住－６

Ｈ43 住－５Ｈ43 住－４Ｈ43 住－３

Ｈ43 住－２

Ｈ43 住－１

Ｈ42 住－７

Ｈ-43 号住居跡

Ｈ-44 号住居跡

Ｈ44 住－１ Ｈ44 住－２ Ｈ44 住－３

出土遺物⑤



ＰＬ．19
Ｈ-44 号住居跡

Ｈ44 住－４

Ｈ44 住－５

Ｈ44 住－６

Ｈ44 住－７

Ｈ-45 号住居跡

Ｈ45 住－１

Ｈ45 住－２

Ｈ45 住－３

Ｈ45 住－４ Ｈ45 住－５

Ｈ45 住－７

Ｈ45 住－６

Ｈ45 住－８

Ｈ45 住－９

出土遺物⑥



ＰＬ．20

Ｈ46 住－６ 刻書

Ｈ-45 号住居跡

Ｈ-46 号住居跡

Ｈ46 住－１

Ｈ46 住－２

Ｈ46 住－３

Ｈ46 住－４

Ｈ46 住－５

Ｈ45 住－10

Ｈ46 住－６

Ｈ46 住－７Ｈ46 住－８

出土遺物⑦



ＰＬ．21

Ｈ47 住－８ 刻書

Ｈ-47 号住居跡

Ｈ47 住－３

Ｈ47 住－４

Ｈ47 住－５

Ｈ47 住－１ Ｈ47 住－２

Ｈ47 住－６

Ｈ47 住－７ Ｈ47 住－８

Ｈ-48 号住居跡

Ｈ48 住－１

Ｈ48 住－２
Ｈ48 住－３

Ｈ48 住－４ Ｈ48 住－５ Ｈ48 住－６

出土遺物⑧



ＰＬ．22
Ｈ-48 号住居跡

Ｈ-49 号住居跡

Ｈ-50 号住居跡

Ｈ-51 号住居跡

Ｈ-52 号住居跡

Ｈ48 住－７

Ｈ49 住－１ Ｈ49 住－２

Ｈ51 住－１ Ｈ51 住－２

Ｈ49 住－３

Ｈ50 住－１

Ｈ50 住－４

Ｈ50 住－５

Ｈ50 住－６

Ｈ50 住－７

Ｈ50 住－８

Ｈ50 住－２
Ｈ50 住－３

Ｈ48 住－８

Ｈ48 住－９

Ｈ52 住－１ Ｈ52 住－２ Ｈ52 住－３

Ｈ52 住－４ Ｈ52 住－５ Ｈ52 住－６

出土遺物⑨



ＰＬ．23
Ｈ-53 号住居跡

Ｈ53 住－１

Ｈ53 住－４ Ｈ53 住－５

Ｈ53 住－６ Ｈ53 住－７

Ｈ53 住－８

Ｈ53 住－２ Ｈ53 住－３

Ｈ-54 号住居跡

Ｈ55 住－１ Ｈ55 住－２

Ｈ55 住－５ Ｈ55 住－６

Ｈ55 住－７

Ｈ55 住－３

Ｈ60 住－４

Ｈ60 住－１

Ｈ60 住－２ Ｈ60 住－３

Ｈ55 住－４

Ｈ54 住－１ Ｈ54 住－２

Ｈ54 住－５

Ｈ54 住－３ Ｈ54 住－４

Ｈ-55 号住居跡

Ｈ-56 号住居跡

Ｈ56 住－１

Ｈ57 住－１

Ｈ56 住－２

Ｈ-57 号住居跡

Ｈ-60 号住居跡

出土遺物⑩



ＰＬ．24
Ｈ-60 号住居跡

Ｈ-63 号住居跡

Ｈ60 住－５

Ｈ60 住－６

Ｈ60 住－７

Ｈ60 住－８

Ｈ60 住－９

Ｈ60 住－10

Ｈ63 住－１ Ｈ63 住－２

Ｈ63 住－３

Ｈ63 住－５ Ｈ63 住－６

Ｈ63 住－７

Ｈ63 住－８

Ｈ63 住－４

Ｈ60 住－11

出土遺物⑪



ＰＬ．25
Ｈ-63 号住居跡

Ｈ-64 号住居跡

Ｈ-65 号住居跡

Ｈ63 住－９

Ｈ64 住－１ Ｈ64 住－２ Ｈ64 住－３

Ｈ64 住－４

Ｈ65 住－１ Ｈ65 住－２

Ｈ65 住－５ Ｈ65 住－６

Ｈ65 住－３

Ｈ65 住－４

Ｈ63 住－10 Ｈ63 住－11 Ｈ63 住－12 Ｈ63 住－13

Ｈ64 住－４ 刻書

出土遺物⑫



ＰＬ．26
Ｈ-65 号住居跡

Ｈ65 住－７ Ｈ65 住－８

Ｈ65 住－９

Ｈ-67 号住居跡

Ｈ-69 号住居跡

Ｈ67 住－１ Ｈ67 住－２ Ｈ67 住－３ Ｈ67 住－４

Ｈ69 住－１ Ｈ69 住－２ Ｈ69 住－３

Ｈ69 住－５

Ｈ69 住－６

Ｈ69 住－７

Ｈ69 住－８

Ｈ69 住－９ Ｈ69 住－10

Ｈ69 住－４

出土遺物⑬



ＰＬ．27
Ｈ-73 号住居跡

Ｈ-79 号住居跡

Ｈ73 住－１

Ｈ79 住－１

Ｈ79 住－２

Ｈ81 住－１ Ｈ81 住－２

Ｈ81 住－３

Ｈ81 住－４

Ｈ81 住－５

Ｈ81 住－６

Ｈ81 住－７

Ｈ73 住－２

Ｈ73 住－３

Ｈ73 住－４

Ｈ-81 号住居跡

Ｈ-82 号住居跡

Ｈ82 住－１

出土遺物⑭



ＰＬ．28

Ｈ83 住－１ 墨書

Ｈ-81 号住居跡

Ｈ-83 号住居跡

Ｈ83 住－１

Ｈ84 住－１

Ｈ84 住－２

Ｈ85 住－１

Ｈ87 住－１

Ｈ87 住－２

Ｈ83 住－２ Ｈ83 住－３

Ｈ83 住－4 Ｈ83 住－6

Ｈ83 住－7Ｈ83 住－5

Ｈ-84 号住居跡

Ｗ-２号溝

Ｈ-85 号住居跡 Ｈ-87 号住居跡

Ｈ81 住－８

Ｗ２溝－１

Ｗ２溝－２

Ｗ２溝－３

Ｗ２溝－４ Ｗ２溝－５

Ｗ２溝－６ Ｗ２溝－７

出土遺物⑮



ＰＬ．29

Ｗ17 溝－１

Ｗ17 溝－２

Ｗ17 溝－３

Ｗ17 溝－４

Ｗ17 溝－５

Ｗ17 溝－８ Ｗ17 溝－９

Ｗ17 溝－11 Ｗ17 溝－13Ｗ17 溝－12

Ｗ17 溝－６

Ｗ17 溝－７

Ｗ-３号溝

Ｗ-17 号溝

Ｗ-15 号溝

Ｗ-９・11 号溝

Ｗ15 溝－３

Ｗ15 溝－４

Ｗ15 溝－５

Ｗ15 溝－７

Ｗ15 溝－６

Ｗ15 溝－８ Ｗ15 溝－10Ｗ15 溝－９

Ｗ３溝－１ Ｗ９・11 溝－１

Ｗ15 溝－１

Ｗ９・11 溝－２

Ｗ15 溝－２

Ｗ17 溝－10

出土遺物⑯



ＰＬ．30

Ｗ17 溝－25

Ｗ17 溝－26

Ｗ17 溝－27

Ｗ17 溝－28

Ｗ17 溝－29

Ｗ17 溝－16

Ｗ17 溝－17

Ｗ17 溝－18 Ｗ17 溝－19

Ｗ17 溝－20

Ｗ17 溝－21

Ｗ17 溝－22 Ｗ17 溝－23

Ｗ17 溝－24

Ｗ-17 号溝

Ｗ17 溝－14

Ｗ17 溝－15

出土遺物⑰



ＰＬ．31

Ｗ23溝－３ Ｗ23溝－４ Ｗ23溝－５

Ｗ-27 号溝

Ｗ-17 号溝 Ｗ-23 号溝

Ｗ23溝－１

Ｗ23溝－２

Ｗ17 溝－30

Ｄ24 土－１

Ｄ24 土－２

Ｄ-24 号土坑

Ｄ25土－１

Ｄ25土－２

Ｄ25土－３ Ｄ25土－４

Ｄ-25 号土坑

Ｗ27 溝－１

Ｄ22土－１

Ｄ-22 号土坑

Ｄ-15 号土坑

Ｄ15 土－１ Ｄ15 土－２

Ｄ15 土－３

出土遺物⑱



ＰＬ．32

外－25 墨書

外－36

外－17 外－18 外－19 外－20

外－21
外－22

外－23 外－24

外－25
外－26

外－27

外－28 外－29

外－33

外－32

外－34 外－35

外－16

遺構外

外－１ 外－２ 外－３ 外－４ 外－５ 外－６

外－７

外－８

外－９

外－10 外－11

外－12
外－13

外－14

外－15

Ｄ-28 号土坑 Ｄ-30 号土坑

Ｄ28土－１ Ｄ30 土－１

Ｔ-５号竪穴状遺構

Ｔ５－１

外－37

外－30 外－31

出土遺物⑲



ＰＬ．33

外－41

外－44

外－45 外－46 外－47

外－48

外－49

外－50

外－51

外－52

外－40

外－42 外－43

外－39

外－38

遺構外

出土遺物⑳
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1,120 前橋都市計画事業

元総社蒼海土地区

画整理事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

元総社蒼海

遺跡群（28）

集落

蒼海城関連遺構

弥生

古墳

奈良

平安

中世

竪穴住居跡　　　　47 軒

溝　　　　　　　　18 条

土坑　　　　　　　26 基

ピット　　　　　　１基

竪穴状遺構　　　　５基

土師器

須恵器　

灰釉陶器

緑釉陶器

鉄製品

石製模造品

常滑大甕

石製品

瓦

弥生時代後期

から平安時代の

集落を確認

元総社蒼海遺跡群（28）
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